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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今日も天空の箱はこ庭にわで、運命の女神フェイタルは賽さいを振る。

　緑に輝く長い髪を二つに束ねた少女の出で立ちで、女神は賽を振り続ける。

　でも遊んでいるわけじゃない。

　これは彼女の仕事だから。

　幾いく百ひやく、幾千、幾万の、軽くて小さな賽を振り、人の人生を左右する。

　それが女神の仕事だから。




　彼女が振る賽は六ろく面めん体たいじゃない。

　六面では選択肢が少なすぎ。

　彼女が振る賽は五百面、六百面、ときには千面もある。

　それだけ面の数が多いと、もうほとんど球形と変わらない。

　なのに女神の賽は、はっきり出で目めがわかる。




　女神は毎日、賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　幾百、幾千、幾万個。




　女神は出た目に興味がない。

　どんな目が出ても。

　それで誰だれかの人生が変わっても。

　あるいは少しも変わらなくても。

　女神には関係のないこと。

　けれど出た目には強い強制力があって。

　それこそが運命と呼ばれる力。




　誰も女神の力から逃れられはしない。

　強大な権力を持つ王も。

　一いつ騎き当とう千せんの兵つわものも。

　神に仕える聖せい職しよく者しやも。

　莫ばく大だいな富を持つ大商人も。

　なんの力もない市し井せいの民も。

　市井の民からでさえ蔑さげすまれる乞こつ食じきも。

　逃れることなどできはしない。




　運命の女神の力は等しく皆に働いて。

　地位や財力、年齢や性別も無関係。

　英雄だろうと太刀打ちできない無む類るいの力で。

　今日も女神は賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　幾百、幾千、幾万個。




　そして誰かの人生が劇げき的てきに変わり捻ねじ曲がり。

　誰かの人生が同じように続き繰り返し。

　誰かの人生が唐突に最後の最さい期ごを迎え。




　女神が振った賽の目はなに？

　それは誰の運命で？

　それはどんな運命で？

　変わるの？　同じなの？

　続くの？　終わりなの？




　答えを知る者はどこにもいない。

　運命の女神でさえ知らない。

　知る必要などないのだから。




　それでも運命の女神は賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。




　女神フェイタルの手が、ふと止まる。

　賽が立っていたからだ。

　球形に近い超多面体の賽が一つ、角を下にして立っている。

　これでは出目がわからない。

　女神は首を傾かしげ、呟つぶやいた。




「珍めずらしいわ。これは運命がどちらに転ぶかわからない状態ということね。さて、どうしようかしら」




　振り直すか、それとも。




「ま、これはこれでいいか。次に振るときは、きっと……」




　女神は次の賽の山に手を伸ばす。




　女神はまた賽を振る。

　いつもと同じように賽を振る。

　今日も、明あ日すも、明後日あさつても。

　太たい古この昔から、遙はるか未来まで。

　気け怠だるそうに、軽くて小さな賽を振り続ける。
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「おまえの命をわたしにくれないか」

　馬車を停とめて休憩を入れた際、ティターニアを呼んだ剣けん姫き士しアイオリスは唐とう突とつにそう言った。

「わたしはバイオレッタ様のご遺い志しを継ぎ、エルゲン王国全ぜん土どを回復し、バイデリュンヘン軍を叩き出す。必ず。なんとしても。そのためにこの命を懸ける覚悟だ。おまえはどうだ、ティターニア？　王ひ女め様のご遺志に殉じゆんじる心構えはあるか？」

　鎧を身に纏まとったままのアイオリスの瞳ひとみには強固な決意が燃え盛っている。

　しかし、その顔はいつにも増して冷れい静せい沈ちん着ちやくだった。

　そんなアイオリスの問いかけに、バイオレッタ王おう女じよの戦せん陣じん侍じ女じよであるティターニアは、抑よく揚ようのない低い小さな声で語り出した。




「わたくしが王ひ女め様……バイオレッタ王おう女じよ様に拾われたのは、今から七、八年前のことでしたでしょうか」




　ティターニアも軽装鎧を着けていて、いかにも戦陣侍女という出で立ちだ。




「孤こ児じだったわたくしは、幼い頃、旅芸人一座に拾われました。拾われた年はよく覚えておりませんが、あとから思えば、六歳かそこらという年齢だったのでしょう」




　ティターニアは遠い目で宙ちゆうを睨んだまま語り続ける。




「一座では朝早くから夜遅くまで雑ざつ務むに追われながら、様々な芸事も仕込まれました。掃除に洗濯、炊すい事じに先輩方の身の回りの世話や一座で飼っている動物の世話。芸事では、踊りや歌はもちろん、軽かる業わざや芝居の稽けい古こもさせられました。失敗すれば厳しい折せつ檻かんが待っていました。殴られたり蹴られたりすることは当たり前で、丸一日、何も食べさせてもらえないこともありました。子供には空腹は耐えがたい苦痛でした。林りん檎ごを頭に載せたり手に持ったりして短剣投げの標的にもなりました。命の危険を感じたことも一度や二度ではありません。動物に嚙かまれたり蹴られたりすることも日にち常じよう茶さ飯はん事じでした」




　ティターニアはふと顔を戻し、アイオリスのほうへ視線を向けた。




「とにかく毎日が辛いことばかりでしたが、生きていくために必死でした。そして……わたくしが一座で働き始めて二、三年が経った頃、一座はエルゲン王国へとやって来たのです。八年前だとすると、わたくしは九歳だったことになります」




　自分の問いかけとは直接に関係なさそうなティターニアの身の上話を黙って聞いていたアイオリスは、それで？　と先を促うながした。




「王国内を巡じゆん回かいした一座は、やがて王都まで上って興こう行ぎようを打ちました。住民のあいだで興行が人気を博はくし、その噂うわさが王宮に届いたのでしょう、一座は王宮に招かれたのです。わたくしが初めてバイオレッタ様にお目にかかったのは、まさにそのときでした。とはいえ、わたくしなど、ただの雑用係に過ぎません。舞台に上がることはあっても、その他大勢の役回りか、先ほども申し上げたように短剣投げの標的役として、でした。ですから、わたくしが舞台で王ひ女め様の目を引いたとも思えないのですが、そろそろ興行が終わろうかという頃、お忍びで一座を訪れた王ひ女め様が面会したいと仰おつしやっていると聞かされたときは驚きました。そんな覚えはなかったのですが、自分でも知らないあいだに何か粗そ相そうをして、それを咎とがめられるのではないかと怯おびえたものでした」




「王ひ女め様はそんなことをなさらないがな」

「そうですね。でも、あのときはわたくしも子供でしたから、本当に恐かったのです」




　ティターニアは弱々しい笑みを浮かべると、徐おもむろに話を再開させた。




「ぼろぼろの服でわたくしを王ひ女め様の前に出すのは気が引けたのでしょう、親方が着せてくれた新しい服で、わたくしは王ひ女め様の前に引き出されました。新しい服をもらったことなど一座に入ってから初めての経験でしたが、それを喜ぶよりも、死罪を申し渡される罪人のような不安な心持ちだった気がいたします。あるいは、死罪が決まった後、刑けい場じように引き出された罪人の心境と申しましょうか」




　アイオリスは小さく頷いた。

「おまえの立場からすると、そんな気分になるのも無理はないか」




「短たん裳もの上から軽装鎧を着けた王ひ女め様はわたくしより一つ年上なだけのはずでしたが、とても大人びて見えました。同時に、とても輝いていらっしゃいました。あまりに眩まぶしくて、まともにお顔を見られなかったのを覚えています。数名の侍女と近きん侍じを引き連れた王ひ女め様は、現れたわたくしが跪ひざまずくと同時に椅い子すから立ち上がりました」
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『吾われはエルゲン王家の第二王おう女じよ、バイオレッタ・バイス・エルゲンだ。そなたがティターニアだな？』

『さようでございます。ティターニア・ドナゥベルンと申します』

『よい名だ。ではティターニア』

『はい、なんでございましょうか、王おう女じよ様』

『そなたのことが気に入った。吾の玩おも具ちやにならないか？』

『あ……はい？』

『ああ、玩具というのは、もちろん性的な意味でだ』

『はいぃ!?』

『玩具としての仕事は、吾に悪いた戯ずらされ弄もてあそばれることだ。もちろん性的な意味で』

『あ……は……い……』

『もちろん侍女として身の回りの世話をしてもらうことになるが、それは付ふ随ずい的てきな仕事だと心得よ。主たる仕事は吾の玩具になること。吾の玩具になってくれれば身み請うけしてやる。三度三度の食事と温かい寝床を提供しよう。給金も出す。金が貯まったら、吾が払った身請け金を返済して自由になることもできる。どうだ？』

『あ……あの……一つ、質問をお許しいただけますでしょうか？』

『許す。なんでも問うがよい』

『バイオレッタ様はどうしてわたくしのような賤いやしい子供を身請けしようと思われたのでございますか？』

『吾の女子を見る目は一流だ。どんな男にも負けぬ』

『…………？』

『その吾の目がこう言っている。おまえは長ずれば素晴らしく魅力的な女子になると。ここでいう魅力的な、とは、もちろん肉体的にという意味だ』

『え……えぇ？』

『今はまだ幼く栄養状態も悪いから牛ご蒡ぼうのような体だが、いい物を食べて日光を浴びて適度な運動をすれば、必ずやおまえは素晴らしい肉体美を誇る麗うるわしい女子に成長するだろう。だから心配せずともよいのだ。痛い目には遭わせない。吾はおまえの美しい体を心ゆくまで愛めでたいのだからな。だから弄びはするが、おまえを傷つけるような真似は絶対にしない』

『あの……ですが……』

『案ずるな。疑うな。女子を見る吾の目に狂いはない。おまえは必ず見み目め麗しい女子になる。今は真っ平らのその胸も、高く大きく膨ふくらむはずだ。だからこれは、先行投資という奴だな。おまえが美しく成長してしまってからでは遅い。そのときには、おまえはすでに誰かの物になっているだろう。だから今のうちに唾つばをつけておくわけだよ。ああ、今のは比ひ喩ゆだが、吾の物になったら実際に唾をつけるぞ？　おまえの全身を舐なめ回してやるからな。あっはっはっっ。どうだ、吾の玩具になるか？』
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「王ひ女め様は跪くわたくしの前で仁王立ちになり、腕組みして胸を大きく反らせ、大たい笑しようしながらそんなふうに仰ったのです。はっきり言って王ひ女め様の仰ることは、九歳の子供にとって意味不明でしたが、わたくしは考えることもせず、迷うこともなく、二つ返事で応おう諾だくしました。この惨みじめな境きよう遇ぐうから抜け出せるのならなんでもいいと、そう思いました。少なくとも毎日毎晩、親方や先輩たちから殴る蹴るの折檻を受けるよりは王ひ女め様の玩具になったほうがずっとマシだろうと。そのときはまだ子供でしたから、『玩具』が何を意味するのかはよくわかっていませんでした」




（わたしとルッラのときとまったく同じではないか。さすがに王ひ女め様と言うべきか）

　思わず苦笑を浮かべるアイオリスだったが、すぐに笑みを消し、続けるようにとティターニアを促した。




「王ひ女め様は子供の頃から即そく断だん即そつ決けつのお方で、その日のうちにわたくしを貰い受けてくださいました。わたくしなどには分ぶん不ふ相そう応おうなほどの身請け金を用意してくださったらしく、親方は大喜びでわたくしを手放しました。そうしてわたくしは王ひ女め様に連れられ、数年を過ごした旅芸人の一座を離れたのです。一座をあとにするとき、わたくしにはなんの感かん慨がいもありませんでした。孤児のわたくしを拾い育ててくれた親方に対しても、感謝の念すら湧わいてきませんでした。明日からの新しい生活に不安がないわけではありませんでしたが、このどうしようもない毎日にお別れできると思うと、むしろ心が弾んだのをはっきりと覚えております」




　ティターニアはまた笑った。

　今度は、はにかんだような笑みだった。

　もしかすると自じ嘲ちようの笑みだったのかもしれない。




「王宮の王ひ女め様のお屋敷まで連れていかれたわたくしは、基本的に王ひ女め様の侍女ということにされましたが、実質は文字通り玩具でした。風呂に入ると言っては裸にされ、寝ると言っては裸にされ、さんざん弄ばれたものでした。とはいえ、王ひ女め様もわたくしも子供でしたから、中身はたわいないものでした。入浴時、裸になって体の隅すみ々ずみまでを徹底的に王ひ女め様に点検され、体の隅々までを徹底的に王ひ女め様に洗われ、同時にわたくしも王ひ女め様の体の隅々までを洗って差し上げるという程度のことです。王ひ女め様に体を洗っていただくなど、あまりに恐れ多くて何度もご辞退したのですが、その都度、王ひ女め様は『かまわない。吾が洗いたいのだ。ティターニアの全身を隅から隅まで洗いたいのだ。つべこべ言わず裸になってそこへ直れ』などと仰いまして、裸のわたしをご自身の指で、舌で、それはもう懇こん切せつ丁てい寧ねいに、徹てつ頭とう徹てつ尾び、洗うといいますか舐ねぶるといいますか、心ゆくまで玩具として弄んだものです。わたくしも王ひ女め様に負けないように頑張ってはみたものの、とうてい王ひ女め様には敵かないませんでした」




　アイオリスはまたも苦笑を浮かべ、感心したような呆れたような顔で言った。

「聞けば聞くほど王ひ女め様らしい逸話だ。それを十とおかそこらの年齢で。あのお方の色好みは筋金入りだな」




「十二歳を超えた頃からわたくしの胸は膨らみ始めまして、十四、五歳の頃には同年代の女子よりずっと大きくなりました。憚はばかりながら王ひ女め様より大きくなってしまいました。ご自分の目に狂いはなかったことを王ひ女め様は大いに喜び、わたくしを弄ぶ頻ひん度どが上がりました。弄び方も激しさを増していきました。とても口に出しては言えない恥ずかしいこともさせられました。それはもう本当に口に出しては言えないようなことなのですが、お聞きになりたいですか？」




　顔を赤らめてアイオリスを見つめているティターニアの目は何な故ぜか輝いている。

　アイオリスは眉を顰ひそめ、いや、と首を振った。

「何かむかつくから聞きたくない。というか、そもそも口に出して言えないようなことなのだろう？　どうしてそんなふうに言いたそうにしている？」

「申し訳ございません」

　ティターニアは頭を下げると、再び本題に戻っていった。




「ですがわたくしは、どれほど恥ずかしい目に遭おうと、王ひ女め様の玩具として弄ばれることはまったく嫌ではありませんでした。それどころか王ひ女め様に弄ばれることが、王ひ女め様にご奉ほう仕しすることが、何ものにも代え難がたい喜びになっていきました。惨めな境遇から救い出してくださった王ひ女め様にご奉仕する。王ひ女め様のご期待に応える。王ひ女め様をお守りする。それがわたくしの責務だと思うようになりました。戦陣侍女としていつも王ひ女め様のお側にいられるように、剣や槍も必死で訓練しました」




「おまえの剣の腕は、わたしから見ても大したものだ」

「ありがとうございます。お世せ辞じでも剣姫士様にお誉めいただき、光栄でございます」

「べつに世辞ではないさ。で？」

　アイオリスが先を促したので、ティターニアはもう一度、軽く頭を下げてから言葉を継いだ。




「そうしてわたくしは昨日まで、いつでもどこでも王ひ女め様のお側に侍はべり、王ひ女め様の身の回りのお世話をしながら、王ひ女め様の望まれるままに玩具として弄ばれ続け、同時に王ひ女め様にご奉仕してきたのでございます」




　そこまで恬てん淡たんと語ってきたティターニアの目に涙が浮かんだ。

　いったん浮かんだ涙は止めどなく溢あふれ続け、ティターニアの頰ほおを濡らす。

　彼女の端たん整せいな顔は大きく歪んでいた。




「わたくしは、もっと王ひ女め様のお側にいとうございました。もっと弄ばれたくございました。もっとご奉仕いたしたくございました。もっともっともっと……もっと！」
















　鋭く叫んだティターニアは、顔を覆って啜すすり泣いた。

　嗚お咽えつする彼女の指の合間から、くぐもった声が聞こえてきた。




「わたくしが今、こうして人並みな暮らしを送れるようになったのは、すべて王ひ女め様のおかげなのです。なのにわたくしは、まだ王ひ女め様にご恩を返しきってはおりません」




　覆っていた手を退どけ、ティターニアは涙に濡れた顔でアイオリスを見上げた。




「わたくしは王ひ女め様にご恩をお返ししなくてはなりません。わたくしのこの命で王ひ女め様が蘇よみがえるというのであれば、喜んでこの身を捧げる覚悟です。仰ってください、アイオリス様。わたくしは何をすればよいのですか？」




　アイオリスは満足そうな表情で頷いた。

「まさにそれだよ、ティターニア」

「はい？」

「王ひ女め様を、バイオレッタ様を死の国から蘇らせようというのだ」

「……え!?」

「そのためには、おまえの力が必要なのだ。とはいえ、おまえの命と引き替えに、ではない。ないが、とても危険な役目になるのも間違いない。それでも協力してくれるか、ティターニア？」




　ティターニアは唖あ然ぜんとした顔で長いあいだアイオリスを見つめていたが、やがて意を決したようにゆっくりと頷いた。




「王ひ女め様のためでしたら、わたくしはなんでもいたします。いえ……やらせてください、アイオリス様」
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　バイデリュンヘン大公息そく女じよリーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンは、いつもの朝と同様、夜明けと共に起き出した。

　寝しん台だい脇わきに置かれた小さな呼び鈴りんを鳴らすと、寝所の扉が開いて、数名の侍じ女じよが部屋に入ってきた。

「湯ゆ浴あみする。用意せよ」

「は。ただいま」

　控える侍女の一人が部屋の片かた隅すみに置かれた浴よく槽そうまで走り、取っ手を回して開かい栓せんすると、壁に開いた穴からお湯が流れ出し、樋といを伝って浴槽に流れ落ちた。

　水場で湧わかしたお湯を流しているのだ。

　お湯の量がある程度まで溜まると、リーザは寝ね間ま着きを脱いでいく。

　といっても、リーザ自みずから寝間着を脱ぐわけではない。

　彼女は浴槽の前に立っているだけだ。

　わらわらと集まってきた侍女たちがリーザの寝間着を脱がせていく。

　リーザがすることといえば、侍女たちが寝間着や下した帯おびを脱がし易やすいように軽く手足を動かす程度だった。

　リーザの胸は寝るときにまで胸むな覆おおいを必要とするほどではないから、寝間着を脱ぐと下帯しか着けていない。

　侍女が下帯を外すあいだも、リーザは平然と立って恥はじらう素振りすら見せない。

「公ひ女め様、用意、調ととのいましてございます」

　侍女の一人が声をかけると、全裸になったリーザは静かに浴槽を跨またぎ、熱いお湯に足を入れた。

　リーザが浴槽の中に両足を入れると数名の侍女が進み出る。

　侍女たちは手にした柄ひ杓しやくでお湯をすくい、リーザの体に優しくお湯をかけた。

「ふう。目が覚めるな」

　肩からかけられたお湯がリーザの細身の体を滑り落ちていく。

「失礼いたします、公ひ女め様」

　侍女が二人、手にした柔らかな洗い布を濡らすと、リーザの体に押しつけてきた。

　侍女は洗い布を軽く叩くようにして、リーザの全身を洗っていく。

　背中や足、臀でん部ぶはやや強めに。

　控えめな胸部や腹部、股間は優しく丁寧に。

　リーザの白い肌はほんのりと上気し、胸の頂点の桜色の突起が固く尖った。

　全身を洗い終えると、侍女は洗い布を引っ込め、

「お疲れ様でございました」

　と声をかけた。

　リーザは浴槽から出て、濡れた体を吸水性のよい敷しき物ものの上に置いた。

　敷物のすぐ前には縦に長い姿見が置かれている。

　何人かの侍女がリーザに取りついて、柔らかな布で彼女の濡れた体を拭ふいていく。

　全身の拭き取りが終わると、次に侍女たちはリーザの召し物を運んできた。

　その間、リーザは全裸のまま姿見に映った自分の体──輝くような銀の髪、細い首、華きや奢しやな肩、痩やせた上半身、控えめに膨ふくらんだ胸、胸の頂点に載った桜色の乳首、脂肪のついていない腹部、くびれた腰、少しだけ張り出した臀部、股間の銀色の翳かげり、筋肉質の太ふと腿ももなど──を確認する。

　胸の膨らみはやや物足りないが、それ以外のところは自身でも概おおむね気に入っている。

　この体を意に添わぬ男に差し出すつもりはない。

　だからこそリーザは有能であることを示し続けなければならなかった。

　父であるバイデリュンヘン大公が、彼女を政せい略りやく結婚の道具として簡単に他国へ嫁とつがせようと思わない程度には。

「公ひ女め様、おみ足を」

「公ひ女め様、お腕を」

　という侍女の声に、リーザは軽く足を広げ、両腕を横に伸ばした。

「失礼いたします」

　侍女が手際よく下帯を穿かせ、胸覆いを装着していく。

　毎朝のことなのでリーザも侍女も慣れたものだ。

　侍女はさらに下着──上着の下に着る服──と公女服を着せていった。

　公女服は、大公家の女子だけに許された公務服である。

　軍務服に似た上着と短めの裳もの組み合わせであり、上着にも短裳にも大公家の紋もん章しようが刺し繡しゆうされていた。

　大公家の一員として公務に就つくときは、これを着る決まりになっている。

　姿見に映った己の全身を、リーザはもう一度、点検する。

（ふむ。この服を着ると、いつものことながら身が引き締まる思いだな）

　最後に侍女は小さな帽ぼう子しをリーザの頭に載せ、髪留めで固定した。

　この帽子までを含めての公女服である。

　室内で帽子を被ることまでは求められていないのだが、帽子が割と気に入っているリーザは、部下に対するときは室内でも帽子を被っていることが多かった。




「では公ひ女め様、食堂へ参りましょう」

　何人もの侍女に先導され、何人もの侍女を従え、リーザは階下の食堂へ向かった。
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　リーザは大きな食卓に一人で座り、朝食を摂とった。

　壁際には十人ばかりの侍女が控えている。

　食事中の彼女の頭を占めているのは、つい先日、復ふつ興こう軍ぐんに大敗を喫きつしたスタッガルド将軍麾き下かの南方解放軍のことだった。

　四千五百の軍が二千五百程度の復興軍相手に壊かい滅めつしたというのが、未だにリーザには信じられない。

（だが、事実は事実。認めなくてはならないだろう。吾われはつねに相手を過小評価しないようにと自らを戒いましめているが、今回ばかりは、もしかするとバイオレッタのことを過小評価していたのかもしれない）

　コルダーオールの会戦では戦死者だけで一千近い犠ぎ牲せいを出している。

　負傷者、行方不明者を含めれば二千以上が戦闘不能になった。

　この時代、この世界の戦争で損そん耗もう率りつが四割に達するというのは、ふつうでは考えられない惨ざん敗ぱいだ。

（どうやったらそこまで見事に負けられるのかとスタッガルドに訊いてみたいが、生あい憎にくと奴は討ち死にしてしまった。おかげで吾が軍を再編制せざるを得ない。南部地域への侵攻、かなり遅れてしまうな）

　頭の痛いのはそれだけではない。

　スタッガルドの部隊が壊滅したおかげで南部侵攻の拠きよ点てんであるライオネルの街を失ったのも大きな失点だった。

　同時に、バイデリュンヘン軍が大敗したことに勢いづいたエルゲン王国の旧きゆう臣しんたちが各地で蠢しゆん動どうを始めたのも目め障ざわりだった。

　一つ一つの勢力は取るに足りないが、あちこちで抵抗運動が起きると、動員兵力が落ちているバイデリュンヘン軍としては、かなり厄介な事態になってくる。

（吾はまだ着任したばかりなので、いきなり呼び戻されることはないだろうが、暢のん気きに構えていては父上の不ふ興きようを買いかねん。増援を送ってくれと申し出るのは以もつての外ほかだ。となれば……やはり吾が親征軍を起こしてライオネルの街を奪とり返すしかないか。あるいは野や戦せんで反乱軍の主力を討ち破るか。ライオネルの街を奪だつ還かんするか主力を討ち破るかすれば、こそこそと動き始めたエルゲン王国の旧臣どもも、たちまちおとなしくなるであろう）

　と思うものの、直ちに奪回のための軍を起こすのは難しい。

　ライオネルの街は規模が大きく防御力も高い。

　復興軍は戦闘せずに陥おとしていたので、街の防御施設は無傷のままである。

　その上、街の住民は復興軍──リーザ側からすると反乱軍だが──を拍はく手しゆ喝かつ采さいで迎えているはずだ。

　復興軍に参加しようと思う住民も多いだろう。

　街に入った復興軍部隊の兵力以上の守備兵力がいると考えなくてはならない。

　となると、それなりの兵数とそれなりの攻こう城じよう兵器を用意しなくてはならない。

　攻城戦が長引いたときは膨ぼう大だいな兵ひよう糧ろうが必要になる。

（バルバリゥスの守りをどうするかも頭の痛いところだな。ライオネルの街の攻略に、ここの兵力をすべて投入するわけにもいかない。あちこちの街にいる駐留軍から少しずつ抜いて、新たな部隊を編制するしかないか。まったく、スタッガルドが下へ手たを打ってくれたおかげで難なん題だいが山積みになってしまった。もっとも、スタッガルドの尻を叩いたのは吾だ。吾にも責任はある。それに部下の尻しり拭ぬぐいは上に立つ者の務めでもある。やるしかあるまい）

　リーザが考えながら手を動かしているうちに、食卓の上の皿はいつの間にやら綺き麗れいになっていた。

　ネッフとフォルク──ナイフとフォークに似た食器──を食卓に戻すと、控えていた侍女がすかさず寄ってきて、熱い茶を淹いれてくれた。

　リーザは食後のお茶を飲みながら、今日するべきことを頭の中で点検する。

　やるべきことは多た岐きに亘わたっているが……。

（まずはスタッガルドの部下に書かせた報告書を読むか。どうして彼あ奴やつの部隊がああも鮮やかに負けてしまったのか、その手がかりぐらいは得られるであろう）
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「よし、当面、王ひ女め様の死は隠す。王ひ女め様は疲労が限界に達して倒れられた。そういうことだ」

　剣けん姫き士しアイオリスがそう言うと、闘とう姫き士しセンレリゥムが疑わしそうな顔を向けた。

「当面って、いつまでだよ？　いずれ明かさなきゃならないなら、問題の先送りでしかないだろ。復ふつ興こう軍ぐんが瓦が解かいするのが今日きようか明あ日すかという違いでしかないじゃないか」

「それに関してはわたしに考えがある。ただの先送りではなく、根本的な解決策が」

　センレリゥムが驚きに目を見開いた。

「本当か!?」

「少なくとも可能性はあると思っているよ」

「どんな策だ？」

「今それを説明している時間はない。ぐずぐずしていると兵が来るかもしれない。王ひ女め様のご遺い体たいも……」

　そこで言葉を切ったアイオリスは、ちらっとバイオレッタの遺体に目をやった。

　全ぜん裸らのバイオレッタの体は、もはや血の気が一切なく、蠟ろうのように白くなっていた。

　アイオリスは続く言葉を吐はかなかったが、センレリゥムにも彼女が何を言わんとしているかはわかった。

「……だな。一いつ刻こくも早く館に戻ろう」

「まずは王ひ女め様のご遺体に服と鎧を着せよう。万が一、誰だれかに見られたとしても、鎧を着ていれば、王ひ女め様が生きていらっしゃらないことを見抜かれる虞おそれは減る」

　そう言ってアイオリスはバイオレッタの衣服に手を伸ばした。

　ティターニア、スナイデルッラ、センレリゥムも手伝って、今や物言わぬ骸むくろとなり果てたバイオレッタに服を着せ、鎧を装そう着ちやくした。

　胸むな覆おおいを着けるとき、センレリゥムはバイオレッタの裸の胸を手で撫なでて泣いた。

「王ひ女め様のお胸が冷たく固くなっている。あんなに柔らかく弾力に富とんでいたのに……俺は王ひ女め様のお胸を触らせていただくのが……大好きだったんだよ……うっ……くっ」

　涙ぐんだまま、愛いとおしそうに何度も何度も撫でているセンレリゥムの頭をアイオリスが叩いた。

「い……痛えな。何するんだよ！」

「おまえの気持ちもわからないではないが、今は時間がないと言っているだろう」

　センレリゥムから胸覆いを奪い取ったアイオリスは、あっという間にそれをバイオレッタの胸に巻き付けてしまった。

「あぁ……王ひ女め様のお胸が……」

　センレリゥムは涙で濡れた顔を上げ、きっとアイオリスを睨んだ。

「最後のお別れくらいさせてくれてもいいじゃないか。冷たい奴だな、おまえは」

「それほど王ひ女め様の胸を触りたいなら、そのうち存分に触らせてやる。今はやるべきことをやれ」

「あ、ああ……って、今なんて!?」

　センレリゥムは驚きと疑いの混じった目を向けるが、アイオリスはにべもない。

「だからわたしに考えがあると言っただろう。その話はあと回しだとも。落ち着いたらおまえにもきちんと説明してやる」

「そ、そうか。わかった」

　わかったとは言ったが、アイオリスが何を考えているのか、センレリゥムには想像もつかなかった。

　だが、根本的な解決策があるという言葉は噓うそやはったりではなさそうだ。

　アイオリスとの付き合いはもう五年近くになるから、このような場で噓や冗談を言う女ではないことを、センレリゥムはよく知っている。

（今はアリスの言葉を信じるしかない、か）

　黙もく々もくと手を動かしているティターニアとスナイデルッラに目をやったセンレリゥムは、王おう女じよの手しゆ甲こうを手に取った。




　バイオレッタの遺体に衣服を着せ、鎧を着け終わると、アイオリスが移動させてきた馬車に四人で積み込んだ。

「移動中はスナイデルッラについてもらい、王ひ女め様のご遺体を冷やしてもらわねばならないな」

「わかっている。魔術で作り出す冷気で馬車の中を満たしておくよ」

「街まで保もつか？」

　アイオリスが保つか？　と訊いたのは、おまえの魔力が保つか？　という意味だ。

「その程度なら問題ない」

「なら、頼む」

「任せておけ」

「センレリゥム。おまえは部隊のほうを頼む」

「……ああ、そうだな」

　センレリゥムはため息を吐ついて力なく頷いた。

「兵たちに、あれこれ訊かれるんだろうな」

「そうだな。王ひ女め様が疲労で倒れ、一足先にゲーリンゲンの街へ戻ったと言えば、みな心配するだろう。だが、詳細は街に着いてからだと言って、ともかくそのまま兵を連れ帰ってくれ」

「わかったよ、アリス」

「では、我らは先に戻る」

　アイオリスが御ぎよ者しや台だいに座り、スナイデルッラとティターニアは馬車に乗り込んだ。




　しばらくその場で走り去る馬車を見送っていたセンレリゥムだが、やがて踵きびすを返し、兵たちが待つ場所へと戻っていった。

「王ひ女め様が……殺しても死なないようなあの王ひ女め様が、こんなにあっさりと死んじまうなんて」

　センレリゥムの脳のう裏りに、初めてバイオレッタと見まみえたときのことが鮮やかに蘇よみがえった。
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　騎士の家に生まれたセンレリゥムは、子供の頃から大おお柄がらで武芸に優れていた。

　騎士の子供は、幼い頃から学校で軍事教練に励はげむのが通例だった。

　センレリゥムも幼年学校に入学し、他家の子供たちと共に武術の腕を磨いた。

　センレリゥムが十三歳の頃──この世界では数え年がふつうだから、今で言えば十二歳頃である──学校で御ご前ぜん仕し合あいが催もよおされた。

　エルゲン王家から何人もの王族が観かん戦せんにやって来て、センレリゥムの気合いの入り方も並ではなかった。

　仕合に男女の区別はないが、同年代の仕合ではセンレリゥムは敵なしで優勝し、上の年代の仕合にも出場して三位に入った。

　余よ談だんだが、そのとき優勝したのがアイオリスで、センレリゥムとアイオリスの親交はそのときから始まった。

　御前仕合が終わったあと、二人は仕合を観戦していたバイオレッタに呼ばれた。

　仕合会場の隅に張られたバイオレッタ用の大きな天幕に二人が入っていくと、数名の侍女に傅かしずかれた王おう女じよが待ち構えていた。

　二人は床しよう几ぎに腰かけている王おう女じよの前に跪ひざまずき、叩こう頭とうした。

「アイオリリス・アイオス・アルバンでございます」

「センレリゥム・セレス・セレスティンでございます」

「吾われがバイオレッタ・バイス・エルゲンである。二人とも面おもてを上げるがよい」

「はい」

　センレリゥムとアイオリスが顔を上げると、バイオレッタはしげしげと二人の顔を見やり、そして大きく頷いた。

「うん、綺麗な顔立ちだ。武術の腕も群を抜いている。吾はおまえたちを気に入った」

「ありがとうございます」

　センレリゥムとアイオリスは、跪いた体勢のまま、またもや大きく頭を下げた。

「そう畏かしこまるな。それより立ち上がるがよい」

「は」

　王女の声に、二人は弾かれたように立ち上がった。

「よし、脱げ」

「……は？」

　二人がぽかんとした顔でバイオレッタを見つめていると。

「どうした？　早く脱がないか」

「え？　いえ、あの……」

　センレリゥムとアイオリスは思わず顔を見合わせる。

　相手の顔に困惑が色濃く浮かんでいるのが見て取れた。

「吾の言うことがわからないか？」

「あ、いえ、そういうわけではございません……が」

　いきなり脱げと言われても、どう反応すればいいのかわからない。

　はい、そうですかと王おう女じよの前で服を脱ぐのも失礼な気がする。

　そのまま二人が固まっていると。

「ティターニア！」

「はい、王ひ女め様」

　一人の侍女が進み出てきた。

「見本を見せてやるがよい」

「はい、ただ今」

　進み出てきた侍女は、いきなり侍女服を脱ぎ始めた。

「は？」

　呆あつ気けに取られているセンレリゥムとアイオリスの目の前で、裳もを下ろし下着──上着の下に着る服という意味──を脱いだ侍女は、手を止めることなく胸覆いを外し、下帯まで脱ぎ捨ててしまった。

　全裸になった侍女は、膨らみかけの胸を張り、気をつけの姿勢を取った。

「脱ぎましてございます、王ひ女め様」

「相変わらず見事な脱ぎっぷりだ、ティターニア。素晴らしいぞ」

「ありがとうございます」

　舐なめるような視線を侍女に這はわせていたバイオレッタだが、やがて顔を戻し、センレリゥムとアイオリスに向かって言った。

「おまえたち二人に脱げと言ったのは、つまり、ティターニアのように全裸になって、吾におまえたちの裸を観察させてほしい、むしろ鑑かん賞しようさせてほしいという意味なのだが、わかってもらえただろうか」

「あ……いえ……あの……その……」

　アイオリスが目を白黒させているその横で、センレリゥムは、

「わかりました、王おう女じよ様。脱げばよいのですね」

　と応えていた。

「お、おい、おまえ……」

　アイオリスが顔を寄せて何か抗こう議ぎの言葉を言おうとするのをセンレリゥムが遮さえぎった。

「いいじゃないか。べつに減るものじゃないし。それより、バイオレッタ様に気に入られる機会だぞ？」

「で……でも」

「嫌なら断れ。俺は脱ぐ」

　そう言うやセンレリゥムは仕合着を脱ぎ捨て、胸覆いと下帯も外して全裸になって、そのまま侍女のように気をつけの姿勢を取る。

　大柄なセンレリゥムは同年代の女子に比べて胸の膨らみが大きかった。

「おお、素晴らしい。やはり吾の目に狂いはないな。センレリゥム、おまえは素晴らしい体をしている」

　バイオレッタの視線が肌に刺さるのを感じる。

　視線が全身を舐めていくのを感じる。

　センレリゥムは恥ずかしさに顔を赤く染め、歯を食いしばって胸を張った。

「あ……ありがとうございます、バイオレッタ王おう女じよ様」

「アイオリスのほうは吾の望みには応えてくれぬのか？」

　そう言って、バイオレッタが少し悲しそうな顔を向けてきた。

　王おう女じよの表情を見て、何な故ぜかアイオリスは胸が締めつけられるような気になった。

（このお方を悲しませたくはない。失望させたくはない）

　そう感じたアイオリスは、我知らず、

「すぐに脱ぎます」

　と応え、仕合着に手をかけていた。

　後にアイオリスはセンレリゥムに、まるで魔法にかかったようだったと述じゆつ懐かいしたものだが、それはセンレリゥムも同じだった。

　あっという間に全裸になったアイオリスが、センレリゥムと並んで気をつけの姿勢を取った。

「ぬ、脱ぎました、バイオレッタ様」

　アイオリスは眦まなじりを決して王おう女じよに応えた。

　彼女はセンレリゥムより一つ年上だけあって、胸の発育はセンレリゥムよりも進んでいる。

　同年代の女子と比較しても、一いつ頭とう地ちを抜いていると言ってよかった。

　股間の翳かげりも同年代の女子よりずっと色濃く濃密だった。

「おお、素晴らしい。二人とも素晴らしい体をしているな」

　センレリゥムとアイオリスの体に視線を這わせたバイオレッタは満足そうに頷いた。

「長ずれば見み目め麗しい女子になるのは確実だ。これはどうしてもほしくなった。どうだ、二人とも、吾の臣しん下かにならないか？　俸ほう禄ろくは最大限、弾むぞ？」

「ええ？」

　二人は目を剝むいた。

　まさか、この年齢で第二王女から直じき臣しんにならないかと誘われるとは予想外だった。

　だが、続いて聞かされたバイオレッタの言葉も二人には予想外だった。

「ただし。吾の臣下になるということは、吾に弄もてあそばれるということだ。もちろん性的な意味で。今日のように吾の前で裸になることなど日にち常じよう茶さ飯はんだと知れ。裸になるだけではないぞ。裸になった上で吾に弄ばれ、吾を喜ばせるのだ。それを承知の上で返答をしてほしい」

　バイオレッタは二人に視線を据えたまま、言葉を継いだ。

「今すぐとは言わない。そうだな、二、三日のうちに……」

　バイオレッタがみなまで言う前に、センレリゥムは大きな声で応えていた。

「喜んでバイオレッタ様にお仕えいたします」

　センレリゥムは、このお方になら何をされてもいいと、そんなふうに思ってしまったのだ。

　全裸にされて鑑賞されるという、考えようによっては屈くつ辱じよく的てきな扱いを受けたにも拘かかわらず、この明あけ透すけで真まっ直すぐで情熱的な王おう女じよに惹ひきつけられてしまったのだ。

「む？　そうか！」

　バイオレッタの顔が綻ほころんだ。

　夏の陽光の下もとで咲く大輪の向日葵ひまわりのような眩まぶしい笑顔だった。

「わ、わたくしも！　わたくしもバイオレッタ様にお仕えいたします！　いえ、お仕えさせてください！」

　アイオリスも叫んでいた。

「そうか！　嬉うれしいぞ、二人とも。おまえたちの家のほうには吾のほうから申し入れをしておく」

「家の者も喜ぶと思います」

　とセンレリゥムが応えると、アイオリスも続いた。

「むしろ欣きん喜き雀じやく躍やくするかと」

「では、今からおまえたちは吾の家臣ということになる。それでいいか？」

「はい」

「もちろんでございます」

「ならば、吾も脱ごう」

「……はい？」

「吾も脱いで全裸になろう」

「いえいえいえいえ、そんな恐れ多い」

　全裸のセンレリゥムとアイオリスは思い切り腰を引くと、顔の前で手を振った。

「どうしてだ？　おまえたちばかり裸にしておくわけにもいかないだろう。何しろ吾はおまえたちの主あるじなのだからな」

「し、しかし、バイオレッタ王おう女じよ様は主なのですから脱ぐ必要などないと……」

「馬鹿なことを申すな！」

　バイオレッタが二人を一いつ喝かつした。

　けれど二人には、どうして自分たちが叱られたのかがわからない。

　呆気に取られた顔でバイオレッタを見ていると。

　一転、バイオレッタは優しく諭さとすように二人に言葉をかけた。

「吾はおまえたちの主君となったのだから、おまえたちを率いて戦場に立てば、おまえたちに突撃を命じることもあるだろう。だが、吾は戦場の後方から安あん穏のんと突撃を命じることなどしない。それは吾の主義ではない。おまえたちに突撃を命じる以上、吾も前線に立つ。それと同じことだ。おまえたちを裸にするのなら、吾もまた裸になる。おまえたちに恥ずかしい恰好をさせるのなら、吾もまた恥ずかしい恰好をしよう。それが吾の主義だ。王家は仕える家臣に土地や俸禄を与えて報むくいるだろう？　それと同じことだ。吾に裸を晒さらしたおまえたちには、吾の裸を以もつて報いようと、そういうことだ」

「あ、ありがとうございます」

　二人は思わず片かた膝ひざを落として頭を垂れていた。

「だいいち互いに裸にならなくては楽しいことができないではないか。なあ、ティターニア」

「王ひ女め様の仰おおせのとおりでございます」

「では脱ごう。手伝え、ティターニア」

「はい、王ひ女め様」

　ティターニアは全裸のままバイオレッタに体を寄せ、王女の軽装鎧と長なが裳もを脱がし、胸覆いを外し、下帯まで脱がした。

　その間、センレリゥムとアイオリスは頭を垂れたままだった。

　さすがに恐れ多くて脱いでいるところを直視することはできなかった。

「脱いだぞ。二人とも顔を上げよ」

　センレリゥムとアイオリスが恐る恐る顔を上げると、全裸になったバイオレッタが、足を広げ気味にして胸を反らし、腰に手を当て、二人を見下ろしていた。

「あ！」

　角度的に危なすぎたので、二人は思わず顔を背そむけた。

　当然すぎる配はい慮りよだったが、バイオレッタは、む？　と眉を顰ひそめた。

「どうして顔を背ける。吾の裸はそれほど汚いのか？　見たくないほど醜しゆう悪あくか？」

「い、いえ、そうではありません。あまりに美しすぎて直視できないのです」

　とアイオリスが言い訳すると。

「美しいと思うのなら遠えん慮りよせずに見ればいい。しかと見て、そして誉めよ」

「あ……は、はい」

　二人はもう一度、恐る恐る顔を戻し、バイオレッタの裸ら身しんを見上げた。

　抜けるような白い肌。

　美しく膨らんだ胸の双そう丘きゆう。

　その頂の桜色の乳首。

　くびれた腰と張り出した臀でん部ぶ。

　腰まで垂れた輝く金髪。

　髪の毛と同じ色合いの股間の淡い翳り。

　まだ少女の体だから大人のように豊満な印象はない。

　だが、均整の取れたその体は、まるで美しい大だい理り石せきの彫ちよう像ぞうのようだった。

「どうだ、吾の体は？」













　本当に直視していていいのか、と思わないでもないセンレリゥムとアイオリスだが、磁じ石しやくに引きつけられる鉄器のように、二人はバイオレッタの裸身から視線を外すことができなかった。

「お美しゅうございます」

　惚ほうけたような顔でアイオリスがそう言うと、センレリゥムも小さく頷いた。

「こ、これほど綺麗なお体を見たことないです」

「そうかそうか。二人とも正直者だな」

　バイオレッタは機き嫌げんよさそうに笑う。

「だが、おまえたちの体も吾に負けぬほど美しいぞ」

「光栄でございます」

「吾は、吾のために命を懸けてくれる見目麗しい女子を集めて将しようとするつもりだ。命を懸けるだけでなく、われにその美しい体を差し出してくれる女子を侍はべらせたい。おまえたちはその嚆こう矢しだな。向こう後ごは吾のために働いてもらうぞ。吾に弄ばれてもらうぞ。吾に奉仕してもらうぞ。未み来らい永えい劫ごうにだ」

　そう言って笑うバイオレッタに対して、センレリゥムとアイオリスは平へい伏ふくした。

「必ずやバイオレッタ様のご期待に添う覚悟であります」

「頼んだぞ。二人には期待しているからな。武力的な意味でも性的な意味でも」

　そう言って、バイオレッタは裸のまま機嫌よさそうに笑うのだった。
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「あのとき王ひ女め様は『未来永劫に』と仰おつしやったのに」

　センレリゥムは顔を歪め、長ちよう嘆たん息そくした。

「人生なんて……人の運命なんて、わからないものだなぁ。運命の女神の賽さいの目には、人の力じゃ抗あらがえないってことなのか」

　森の中を歩くセンレリゥムの胸を占めるのはそんな悲ひ嘆たん、慨がい嘆たんであり、この後に復興軍を襲うであろう混乱と絶望に対する恐れだった。
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　兵たちのところへ戻ったセンレリゥムは、

「バイオレッタ様が疲労で倒れられたため、アイオリスとスナイデルッラの二人で王ひ女め様をお守りして、急ぎゲーリンゲンの街まで戻ることにした。皆は俺と共に街まで帰き還かんする」

　と告げた。

　バイオレッタが倒れたことを聞かされた兵たちのあいだに動揺が走ったのをセンレリゥムは見逃さない。

（王ひ女め様が倒れたというだけでこれだからな。王ひ女め様が亡くなられたことを知られれば、洒落しやれや冗談ではなく復興軍は霧む散さんする。それだけは阻止しなくちゃならないんだが……俺にできることは何もない。俺はアリスに言われたことを黙々とこなすだけだ）

　とはいえ、赤騎士と黒騎士にだけはある程度の話をしておかなくてはならない。

　驚いている二人に対してセンレリゥムは、

「さすがの王ひ女め様も、精神的、肉体的疲労の蓄ちく積せきで具合が悪くなったらしい。念のため、馬車で街までお連れすることにした。街に戻れば腕のいい医士もいるし、心配はないだろうと思う」

　と言って、その場を凌しのいでおいた。

「兵たちはみな、バイオレッタ様の容よう態だいを心配しておる。我らも、急ぎ街へ帰還しようではないか」

　という赤騎士に頷いて、センレリゥムは兵たちに行軍隊形を取らせ、ゲーリンゲンの街へ向けて進発した。
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　バイオレッタを運ぶ馬車の御者台にはアイオリスが座り手た綱づなを操っている。




　元々この馬車はバイオレッタ用の馬車なのだが、王おう女じよはいつも馬に跨がって兵の先頭を歩んだので、これまでほとんど使われることがなかった。

　バイオレッタが死んで初めて主あるじを運ぶのに使われたわけで、なんという皮肉だとアイオリスはため息を吐つく。

（とりあえず、あの場を離れることには成功したが、しかし、いつまでも王ひ女め様の死を誤ご魔ま化かせるものではない。いつ、どの機会で王ひ女め様の死を皆に報しらせるか。その見極めが肝かん心じんだ。一つ誤れば、それだけでわたしの策は空を切るだろう）

　そのとき馬車の扉が少し開いて、魔ま姫き士しスナイデルッラが顔を覗のぞかせた。

　といっても、彼女はいつもの覆い布で顔を隠しているので、実際に覗いているのは目だけなのだが。

「アリス」

「どうした、ルッラ」

「少し話がある」

「む、そうか。だが、おまえは魔術を行使中だろう」

「だから、おまえがこちらに来い。馬車はティターニアに任せればいい」

「……わかった」

　ティターニアは馬を操るのもお手の物だから、手綱を委ゆだねても不安はない。

　それよりスナイデルッラの話のほうが重要だ。

　いったん馬車を止めると、アイオリスはティターニアを御者台に座らせ、自らは馬車に乗り込んだ。

　馬車の中はひんやりと冷えていて、床にはバイオレッタの遺体が斜めに横たえられている。

　遠慮がちにアイオリスが座席に腰を下ろすとすぐに車輪が動き出し、馬車は揺れながら速度を上げていった。




　呪文を唱えつつ指で空中に何かを描いていたスナイデルッラだが、その作業が終わるとアイオリスに顔を向けてきた。

「何か考えているようだが……何を考えている、アリス？」

　アイオリスは前を見据えたまま返事を返す。

「……どうしたら王ひ女め様のご遺志を貫かん徹てつできるかということだよ」

「エルゲン王国を復興させるということだな」

「そうとも……いや。王ひ女め様は新生エルゲン王国の樹じゆ立りつを宣言されたのだから、新しいエルゲン王国が昔のエルゲン王国と同様、全土の支配権を奪とり返す……と言うべきか。いま、それ以外に考えることなどない」

「しかし、難なん事じだぞ、それは」

　というスナイデルッラの指し摘てきに、アイオリスは自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

「どうかな。王ひ女め様が亡くなられた今となっては、難事というより、不可能事といったほうがいいだろうな」

「それがわかっていて、なおそう言うか」

「言わいでか。王ひ女め様のご遺志を継ぎ、王ひ女め様のお血筋を守る。それこそが我ら六ろく姫き士しの本分だろうが」

　スナイデルッラが浮かない口調で応えた。

「しかし、お血筋といっても……」

「わかっている。王ひ女め様は妾しよう腹ふくで、まだお子はいない。だが弟君のラーエルテス様とは血が繋がっている。王国を完全に復興し、ラーエルテス様を王位に即つける。それが王ひ女め様のご遺志を継ぐことであり、王ひ女め様のお血筋を守ることでもある」

「そうは言うがな、アリス。王ひ女め様のいない復興軍など、吹けば飛ぶような危うい存在だぞ？　そもそも、王ひ女め様が亡くなられたことが知れれば、復興軍そのものが消滅するかもしれないんだ」

「それも承知の上だ」

「具体的な策が……復興軍の瓦が解かいを阻止し、王国の完全復興を成すための秘策でもあるというのか？」

「ある」

　と応えたアイオリスの声に予想外の力強さを感じ、スナイデルッラは思わず目を瞠みはり、アイオリスの顔を見つめた。

「どんな策が？」

「わたしと、おまえと、ティターニアがいれば」

「……は？」

「なんとかなる。いや、なんとかするのだ。わたしたち三人で」

「話がよく見えないな。もう少し具体的な説明を求む」

「なに、簡単な話だ、ルッラ。王ひ女め様がいなくなれば復興軍は瓦解する。それは自明の理だ。ならば王ひ女め様を呼び戻せばいい」

「……？　ますます話が見えなくなったんだが」

「貴様は何者だ、ルッラ!?」

　異様な光を湛たたえた双そう眸ぼうを向けてくるアイオリスの迫力に、スナイデルッラは思わず頭を引いて疑い深そうな目で盟めい友ゆうの横顔を見つめる。

　魔術士の素養があったスナイデルッラは、他の子供たちのように学校には通わないで、幼い頃から魔術の師について魔術を習っていた。

　だから二人が知り合ったのは学校ではなく、ある事件がきっかけだったのだが、それ以来、十年近くを親しい友として過ごしてきた。

　今や刎ふん頸けいの友といえるような間あいだ柄がらになっているからこそ、よくわかる。

　今日のアイオリスの様子は尋常ではなかった。

（大丈夫か、こいつ。敬愛する王ひ女め様が亡くなられた衝撃で頭がおかしくなったんじゃないだろうな）

「わたしの頭は平常運転中だ、ルッラ」

「う、そ、そうか」

「いや、違うな。いつもより冴えているのかもしれない。何しろこんなことを思いついてしまったのだから」

　そう言うとアイオリスは、くっくっくっと嗚お咽えつするように笑った。

「だから。こんなこととはどんなことだと先ほどから訊いている！」

　焦じれたような口調でスナイデルッラが迫ると。

「おまえは魔術士だ。そうだろう、ルッラ？」

「……今さら何を言っている？」

「そして魔術士がどんな魔術を持っているかは他人に知られてはならないことだ。古くからの友人であるわたしですら、おまえの持っている魔術すべてを知ってはいないのだから、他人は言うまでもない」

（わからない。何を言いたいのだ、こいつは）

「貴様が死者の魂たましいを召喚する魔術を持っていることを知る者など、この世界のどこにもいないだろうな。そうだろう、ルッラ？」

「なあっっっ？」

　大きく仰け反ったスナイデルッラは危うく車体で後頭部を打つところだった。

「きっ、貴様、何を言っている!?　そんなことが……」

　アイオリスの表情が、ふっと緩ゆるんだ。

「まぁ、落ち着け。そして最後まで話を聞け」

「う……うむ」

「わたしの考えは、こうだ」

　アイオリスは己が考えついた策を恬てん淡たんとした口調でスナイデルッラに語った。
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「……というのが、わたしの策の全ぜん貌ぼうなのだが。どうだ？」

　語り終えたアイオリスが、再び顔をスナイデルッラに向けて訊いてきた。

「ど、ど、どうだって……おまえ……そ、そんなことが……」

「おやおや、どうした。希き代たいの魔術士と謳うたわれたスナイデルッラ様が、そんな狼狽うろたえた態度になって」

「からかうな！　というか、よくもそんな不ふ敬けいなことを……貴様、自分が何を言っているのか、わかっているか？」

「わかっているよ。そしてわたしは王ひ女め様のご遺志を貫徹し成じよう就じゆするためなら、不敬であろうと不ふ埒らちであろうと不吉であろうと不ふ遜そんであろうと恐れはしない。躊躇ためらいもしない。運命の女神が相手でも喧けん嘩かを売ってやる」

　アイオリスの逬ほとばしる闘とう気き、溢れ出る覇は気きに気け圧おされるように、スナイデルッラは上体を仰け反らせてしまった。

（やはり今日のアリスは尋常ではない……）

「そうか。おまえの覚悟のほどはわかった。しかし、だ。仮にわたしが賛同したとして、それをするには……」

「わかっている。誰か依より代しろが必要になることはな。それはティターニアにやってもらうつもりだ。彼女の意志は途中で確かめた」

「手回しがいいのだな。だが、ティターニアに務つとまるのか？」

「務まるさ。考えてもみろ。あいつは毎日、朝から晩まで、いや朝から朝まで王ひ女め様と一緒にいたのだぞ」

「む。そうか。そうだな。風呂に入るのも一緒だったし、厠かわやに行くとき以外は、いつも王ひ女め様のお側にいたわけだな」

「いや。これは本人から直接に聞いたのではないが、どうも厠にも連れていかれたのではないか……とわたしは思っている」

　スナイデルッラは目を見開いた。

「本気か!?」

「それはわたしに言っているのか？　それとも王ひ女め様に言っているのか？」

「あ……いや……そうだな。王ひ女め様なら、あり得るな」

「その想像が当たっているなら、ティターニアは、まさに一日中、一いつ時ときも王ひ女め様のお側から離れなかったことになる。王ひ女め様の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを常に間近から見ていたわけだ。王ひ女め様が戦場に出られるようになってからも、戦陣侍女としてつねにお側に侍はべっていた。どうだ、依り代としてティターニア以上に相応ふさわしい者はいないだろう？」

「そう……か。たしかにそれなら、皆を納得させられるかもしれないが。肝かん心じんのアレはどうなのだ？」

「ティターニアが王ひ女め様に連れてこられる以前の話を確認した。彼女によると、幼い頃に旅芸人一座の親方に拾われたのだそうだ」

「なんだと!?」

　アイオリスはティターニアから聞かされた彼女の身の上話をスナイデルッラに詳しく教えてやった。

「なるほど、そうか」

　スナイデルッラは低く唸うなって、何度も頷いた。

「アリスはそのことを知っていたのだな」

「以前に王ひ女め様から少しだけ聞かされた覚えがあったのだ。それで確かめてみた」

「うぅむ。それなら、やってやれなくもない……のかもしれないが。だとしても、一いちか八ばちかの大おお博ばく打ちには違いがない」

「どれほど賭かけ率が悪かろうと、この可能性に賭けるしかないと、わたしはそう思っているよ、ルッラ。当たったときの配当金は大きいからな」

　そう言って、アイオリスは薄い笑みを浮かべた。

（アリスは分ぶの悪い賭けなどする奴ではなかったのにな。やはり王ひ女め様の死に直面し、こいつの中で何かが変わった……いや、弾はじけたのかもしれないな）

「で、その片かた棒ぼうをわたしに担げと？」

「そうだ。魔術士のおまえにだ。おまえならできる」

「簡単に言ってくれる」

「おや？　おまえとわたしは死ぬも生きるも一いち蓮れん托たく生しよう。そうではなかったか？」

「そんなこと言ったっけな」

「ほんの子供の頃、魔術の実践に失敗して火に巻かれたおまえを救ったとき、煤すす塗まみれで泣きながらわたしに取りすがったおまえが……」

「ああぁぁ、思い出した。思い出したから、それ以上は言うな」

「なら、言わないが」

　がっくりとうなだれたスナイデルッラは、大きなため息を吐つき、わかったよ、と観かん念ねんの声を上げた。

「わたしとて王ひ女め様のご遺志を全まつとうしたいと思っている。そのためならなんだってやるという覚悟もおまえと一緒だ。そしてわたしとおまえは一蓮托生。ならば、断る理由がないな」

「すまない、ルッラ」

「ここまで言っておいて、今さら謝るな、アリス。内うち堀ぼりまで埋められたら、城と運命を共にするしかないではないか」

「すまん。そして、ありがとう」

「わたしに謝るより。礼を言うより。ティターニアに感謝することだ、アリス。わたしとおまえだけならともかく、彼女も茨いばらの道を行くことになるんだぞ」

「なんの。三人で行けば茨の道も恐くはない。たとえ茨の棘とげにこの身をずたずたに切り裂かれようともな」

（やれやれ。とんでもない女を盟友に持ってしまったものだ。だが）

　スナイデルッラはゆるゆると顔を上げ、アイオリスの顔を見やった。

　彼女の秘策を実行したところで、成功するかどうかは覚おぼ束つかない。

　自分たちの未来を待ち受けているのは何か。

　復興軍の未来を待ち受けているのは何か。

　スナイデルッラにはまったく読めなかった。

（もしかしたら待ち受けているのは成功ではなく破滅かもしれない。だが、決めた以上、やるしかない。進むしかない。先に待ち構えるものが破滅であろうと地獄であろうと。アリスとなら、共に地獄の業ごう火かに焼かれるのも耐えられよう）

　スナイデルッラは清すが々すがしい目つきで正面に座るアイオリスを見やった。

　相変わらず険しい顔つきをしていたが、アイオリスの表情にはどこか安心の色が浮かんでいるように思えた。
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「バイオレッタ様のご帰還である！　道を空あけよ！」

　街の手前で再び御者台に座ったアイオリスは、大声で叫びながら馬車を走らせた。

　物見の兵からバイオレッタ王おう女じよの馬車が街に向かって疾しつ駆くしてくるという報告を受け待ち構えていた警護の兵たちだが、しかし、まさか馬車が速度を緩めないまま突入してくるとは思っておらず、大慌てで道を空けた。

「お務めご苦労！　バイオレッタ様は体調を崩されたので、一足早くご帰還なされた！　兵たちは後ほどセンレリゥムに率いられて帰き投とうする。出迎えてやれ。戦の結果はすでに伝令から聞いているだろうが、我らの大勝利である！　バイデリュンヘンの南方侵攻軍は壊かい滅めつした！」

　居並ぶ兵たちに向かってアイオリスが叫ぶと、兵たちからは歓かん声せいが上がった。

　だが、何人かの兵は手を叩きながらも心配そうな顔をしている。

（まぁ当然だな。だからこそ、まだ王ひ女め様の死を知られてはならん）

　アイオリスは手綱を操る手に思わず力を入れる。

　大手門を駆け抜けた馬車は、そのまま大おお路じを駆け続ける。

「道を空けよ！　バイオレッタ様のご帰還である！　道を空けよ！」

　アイオリスの叫び声に、道を行き交っていた住民や旅人たちは跳び退のくようにして道の端に移動し、歓声を上げ、手を叩いて歓迎の意を示した。

　しかし彼らも、よくよく考えればおかしいことに気づいただろう。

　今までバイオレッタは馬車を使うことなどなく、凱がい旋せんの際はいつも馬に跨がって行軍の先頭にいた。

　仮に馬車に乗ったのだとしても、このような場面で住民に顔を見せないというのがバイオレッタらしくない。

　だからこそアイオリスは、馬車を全力に近い速度で走らせた。

　彼らに考える暇いとまを与えないために。

　疑問に思う時間を与えないために。

（ほどなく警護の兵が口にした噂を耳にするだろうが、今はこれでいい）

　アイオリスの駆る馬車は、あっという間まに人々の視界から消えていった。
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　内城の城門も駆け抜けた馬車は、そのまま一直線に王女宮として使っている館やかたへと走り込んだ。

　驚く警護の兵を後しり目めに──王女の馬車が一台だけで街に向かっているという情報も、ここまではまだ届けられていなかった──馬車を馬車寄せに停とめたアイオリスは、出迎えに出てきた侍じ女じよ頭がしらを呼んで担たん架かを用意させた。

　同時に警護の兵を遠ざけ、侍女たちも館内に押し戻し、担架に乗せたバイオレッタの遺体を掛け布で覆い、自らとティターニアとで館内に運び入れた。

　先に館に入ったスナイデルッラが館の者にあれこれと命令をして人目を遠ざけ、その隙すきにアイオリスとティターニアとで担架をバイオレッタの寝室まで運び上げた。

　ただし、侍女頭だけは遠ざけることができない。

　彼女はバイオレッタの信任も厚く、館の差さ配はい一切を王おう女じよから任されている存在だ。

　彼女を遠ざけたりすれば、逆に周囲から怪しまれてしまう。

「テレジア」

　アイオリスが侍女頭を呼ぶと、彼女は侍女服の裳も裾すそを翻ひるがえして小走りに寄ってきた。

「はい、アイオリス様」

　叩こう頭とうするテレジアの頭上から、アイオリスは言葉をかけた。

「王ひ女め様の具合はあまりよろしくない。政せい庁ちよう舎しやから腕のいい医い士しを呼んでくれ」

　頭を下げたままだが、侍女頭の視線が担架の上に横たわるバイオレッタに向いたのがわかった。

　掛け布で覆ったが、顔まで隠しては却って疑われるから、口許から上は布から覗のぞかせてある。

　もちろん、バイオレッタの死に顔は綺麗にしてある。

　だが、王おう女じよの蒼白な顔を侍女頭に見られたのは確実だ。

　そのときに備えて「具合はよくない」と言ったが、間近で見れば「具合がよくない」どころの顔色ではない。

　そもそも生気というものが消え失うせているのだ。

　だが、テレジアはとくに疑問の言葉も吐はかず、

「承知いたしました」

　とだけ言った。

「ドレスドゥド先生でよろしゅうございますか」

「そうだな、彼女がいいだろう」

「すぐにお呼びいたします」

　身を翻しかけた侍女頭をアイオリスが呼び止める。

「それから、テレジア」

「なんでございましょう？」

「言うまでもないことだが、王ひ女め様のご病気の件、くれぐれも内密にな。ドレスドゥド先生以外には決して話してくれるな」

「言われるまでもなく承知しております。王ひ女め様のご病状がどうであれ、なんであれ、わたくしは決して口外いたしません」

　何かを決意した表情でアイオリスに一礼すると、侍女頭は身を翻した。

（テレジアは口が堅いし、王ひ女め様への忠ちゆう誠せい心しんも篤あつい。今の応え方からして彼女は大丈夫そうだな。あとはドレスドゥド先生か）

　遠ざかっていく侍女頭の後ろ姿から視線を戻すと、アイオリスは担架の後ろ側を受け持っているティターニアに呼びかけた。

「ともかく王ひ女め様のご寝しん所じよまで行くぞ」

「はい、アイオリス様」
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　アイオリスとティターニアは、寝室に運び込んだバイオレッタの遺体を、天てん蓋がい付きの寝しん台だいに横たえ、厚手の掛け布をかけた。

　少し離れたところから見ると、バイオレッタはただ眠っているようにしか見えない。

　アイオリスには、まだバイオレッタが死んだことが信じられない思いだった。

　少し待てば、あぁよく寝た、いま何なん時どきだ？　と言って起き上がってくるのではないか。

　起き上がってきて、また自分を弄んでくれるのではないか。

　そんな錯さつ覚かくに囚われそうになる。

　だが。

（違う。王ひ女め様は亡くなられたのだ。もう二度と起き上がることはないのだ。わたしが王ひ女め様に弄ばれることも、わたしが王ひ女め様にご奉ほう仕しすることもないのだ）

　アイオリスはそう自分に言い聞かせた。

　無理やり納得させた。

　それを自分に納得させなければ、これからやろうとしている策は、とうてい実行できないだろうから。




　寝室の扉が開いてスナイデルッラが入ってきた。

「どうだ、アリス？　ここまでは特に問題なかったように思うが」

「そうだな。疑問に思う者はいるかもしれないが、王ひ女め様の容よう態だいが思いの外ほか重じゆう篤とくだったと言えば納得するだろう。ただ、侍女頭のテレジアには疑われたかもしれない」

「どうする？」

「仮に疑ったのだとしても、彼女は目を瞑つぶる、耳を塞ふさぐ、口を噤つぐむといった態度だったから、テレジアの口から秘密が漏れることはなさそうだ。もし心変わりして秘密を漏らそうとすれば……」

「すれば？」

「斬きるしかない」

　スナイデルッラは内心で驚いていた。

　侍女頭を斬ることに、ではない。

　バイオレッタの死を何がなんでも数日間は伏せておくのであれば、秘密に気づいた者の口を塞ふさぐ手段を考えるのは当然である。

　その手段のもっとも効果的なものが、相手を殺すことであるのも当然のことだ。

　スナイデルッラが驚いたのは、アイオリスが平然と「斬るしかない」と言ったことに対してだった。

（それを言うのはわたしの役目だと思っていたのだがな。そして躊ちゆう躇ちよするアリスを説き伏せるのも）

　どうやらアイオリスの覚悟は、スナイデルッラが想像するよりずっと強く堅けん固ごなものであるようだ。

（それはそれで頼もしいのだが）

　しかし、微かすかな不安もある。

　一途で融ゆう通ずうの利かないアイオリスが目的しか見ていない状態で、果たして上う手まく事が運ぶのかどうかと、スナイデルッラはそこを危き惧ぐする。

（まぁ、そこはわたしが担当するしかないのだろうが。策の根こん幹かんはアイオリスに任せ、わたしは周囲の人の動きに気を配る……とするか）

「今後のこともある、できれば荒あら事ごとは避けたいところだな」

「わかっている。斬るのは、あくまで最後の手段だ。いずれ王ひ女め様の死は明かさないとならないのだからな。それまで不ふ審しんな、あるいは不穏な言動を見せなければ、放置しておいていい。テレジアは気の利く女だし、王ひ女め様への忠誠心も篤いから、こちらが何も言わなければ、彼女も何も言わないはずだ」

「なら、けっこう。で、医士はどうするつもりだ？」

「テレジアがドレスドゥド女史を連れてくる。彼女も信頼のできる医士だ。正直に話すしかない。王ひ女め様のお加減が悪いのに医士を呼ばないのは変だし、呼んだ以上、王ひ女め様を診みせないわけにはいかない。診せれば誤魔化しようがない」

　アイオリスは自信ありげに言い切ったが、スナイデルッラの不安は消えない。

「だが、いいのか？　ドレスドゥド医士の口の堅さを疑うわけではないが、秘密を知る外部の者が増えれば、いつ、どこから漏れるかわからないぞ」

「だからドレスドゥド女史には、これから数日間、つきっきりで王ひ女め様を看病してもらうことになる」

「あぁ、なるほど」

　つまりアイオリスは、医士を軟なん禁きんして政庁舎にも自宅にも帰さないと言っている。

「それに、女史を相手に試してみたいからな」

「む。それは……いきなり障害が高いのではないか？」

「どのみち障害は限りなく高く険しいのだ。女史相手に乗り越えられないようでは話にならない。それに、もし女史を納得させられれば大きな味方になってくれるだろう」

「そう簡単に味方になるかな」

　とスナイデルッラは疑わしそうな口ぶりだが、アイオリスは平然と応えてきた。

「本人にその気がなくても、例えば政庁舎で話をしてくれるだけで、こちらの援軍となるだろう」

「そうか。なるほど、そうだな」

「準備を調ととのえる前に王ひ女め様の死が漏れたらすべてが台無しだ。こちらの望む時じ機きに望む場所で望む相手に発表するまでは、誰にも知られるわけにはいかない。たとえ他の姫士にもだ。だからセンレリゥムが戻ったら、即座に彼女を拉ら致ちしてこよう」

「拉致って……」

　スナイデルッラは思わず苦笑を浮かべる。

「たしかにリゥムの奴、コルネリアゥス辺りに問い詰められると、ぽろっと秘密を漏らしてしまいかねないが」

「ああ。コルネリアゥスには、まだ知らせないほうがいいだろうと思う」

　笑みを消したスナイデルッラが、そうだな、と頷くと、アイオリスが言葉を継いだ。

「カオルゥは何も言わないだろう。サンドリヨンスは、わたしとおまえがそうすると言えば、積極的か消極的かは別にして応じはするだろう。だが、コルネの奴がどう出るかまでは読めない。あいつが筋すじ論ろんで押してくる可能性はある。正論で迫られると、こちらも対応に困る。何しろ我々のやろうとしていることが正しいかどうか、とても疑わしいからな。コルネには事じ後ご承しよう諾だくにして、緊急事態だったと押し通すしかない」

「わかった。そのセンで行こう」

「医士が来るまで少し時間がある。ティターニア！」

　寝台に横たわるバイオレッタの亡なき骸がらに寄り添っていたティターニアが顔を上げた。

「はい、アイオリス様」

「来てくれ。おまえの役目を詳しく説明しておこう」

「わたしは引き続き、王ひ女め様のお体を冷やしておくよ」

「すまんな。頼んだ」

「気にするな」

　スナイデルッラは椅子を持ち出してきて、寝台の横に陣取った。
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　アイオリスも寝台の近くに椅い子すを置いて腰を下ろす。

　彼女の前にティターニアが立った。

「お話をお伺いいたします、アイオリス様」

「かまわない。おまえも座ってくれ」

「ですが……」

「わたしとルッラ、そしておまえは、向後は同志になる。王ひ女め様のご遺志を継ぎ、成じよう就じゆさせるために命を懸ける同志だ。わたしはそう思うことにする。だから、こういう場では座ってくれたほうがいい」

「ありがとうございます」

　深々と腰を折ったティターニアは、部屋の隅すみから自分の椅子を運んできた。

　椅子に腰掛けているスナイデルッラとは寝台を挟んで反対側にアイオリスとティターニアが陣取った。

「わたしとルッラは」

　アイオリスが囁ささやくような声で話し始めた。

「王ひ女め様の魂を召しよう喚かんするつもりなのだ。ルッラの魔術でな」

「え……」

「そしてティターニア、おまえには王ひ女め様の魂を現世に繋ぎ止めるための依り代になってもらいたいのだ」

「えぇえぇえっ!?」

　目を見開いたティターニアは、驚きのあまり大きく仰け反って、椅子ごと背後に倒れそうになった。

　慌てて重心を前に戻したティターニアは、

「お見苦しいところをご覧に入れてしまい申し訳ございません」

　と二人に謝った。

「べつに謝る必要もない。このことを聞けば誰だって驚く。むしろ後ろに倒れなかったティターニアの反応を誉めたいくらいだ」

「あの……ですが……王ひ女め様の魂の召喚というのは、その……可能なのでございますか、そんなことが」

　ティターニアは遠慮がちにスナイデルッラのほうを見やった。

「それも当然の反応だな」

　とスナイデルッラは肩をすくめる。

「だが、勘かん違ちがいするな、ティターニア」

「は……はい」

「これはできるか否かの問題ではない。何がなんでも、どうあっても、必ずやり果おおさなくてはならないことなのだ」

　ティターニアはごくりと唾つばを飲み、眦まなじりを決した。

「わかりました。このティターニア、王ひ女め様のためなら命を懸けるとお誓い申し上げたのです。たとえこの身がどうなろうと、最悪、わたくし自身が消滅することになろうと、必ずや……」

　アイオリスは子供を見守る母親のような優しい目になって、身を乗り出したティターニアを制した。

「慌てるな、ティターニア。今からわたしの考えの全貌を順序立てて話す。そうすれば、わたしとルッラがおまえに求めているものがわかるだろう」

「あ……はい」

「それは、こういうことなのだ」




　怪訝そうな顔で曖あい昧まいに頷くティターニアに向かって、アイオリスは自分の策を事細かに説明してやった。
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「……というのがわたしが考えた策のすべてだ」

「いえ……あの……そんな……ことが……」

　ティターニアは阿あ呆ほうのように口をぽかんと開け、焦点の定まらない目でアイオリスとスナイデルッラを交互に見やった。

「この策で最も重要なのは、だからおまえなのだ、ティターニア。そして、言うまでもないが、最も危険な目に遭うのもおまえなのだ。最悪の場合、命を落とすことになる。それでもわたしはおまえに頼みたい。やってくれないか」

　それまでの、どこかおどおどした態度とは一変して、断固たる口調でティターニアが呼びかけた。

「アイオリス様」

「なんだ？」

「これは、絶対に必要なことなのではないのですか？」

「そうだ。絶対に必要で、絶対に成功させなくてはならないことだ」

「でしたら、やってくれるか？　などとお訊きにならないで、一言、やれ！　と命じてくださればよいのです。このティターニア、王ひ女め様のために命を懸けるとお誓い申し上げたのですから、何があろうと、どんなことであろうと、どんな目に遭おうと、必ずや成し遂げるでありましょう」

「そうか。よく言ってくれた。では改めて命じよう。おまえの命、王ひ女め様のために捧げてくれ」

「喜んで捧げます」

　覚悟を決めた目で頷くティターニアに、スナイデルッラは密かに安あん堵どの息を吐はいた。

（何しろアリスの策ではティターニアの役回りがすべてなのだ。彼女がいなくては成り立たない。彼女にできなければ成し遂げられない。あまりに重いものをティターニアに背負わせてしまうのが心苦しいが、それでもやってもらわなくては。王ひ女め様のために。王ひ女め様のご遺志を成就するために）

「よし！」

　と気合いを入れてアイオリスが椅子から立ち上がった。

「ドレスドゥド女史が来るまで、まだ少し時間が……四し半はん時ときほどあるだろう。ちょっと魔術の予行演習をしておかないか、ルッラ」

「む？　そうだな。たしかに、ぶっつけ本番では不安が大きい。多少の準備はしておく必要があるだろうな」

「では、やってみよう」




　そうして三人は、いざ本番に備えての予行演習を始めるのだった。
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　侍女頭のテレジアが戻ってきて、

「ドレスドゥド様をお連れいたしました」

　と告げたのはアイオリスの予想どおり、四半時ほど後のことだった。

　テレジアの連れてきた医士がドレスドゥドだったのも予定どおりだ。

「ご苦労だった。お通ししてくれ」

（王ひ女め様が子供の頃から診ていただいていた医士だから、彼女を呼ぶのはむしろ当然。問題は、この非常事態に接した医士が、どういう反応を見せるか……だな）

　すぐに部屋の出入り口から目つきの鋭い女性──年齢は二十代後半から三十くらいといったところだろうか──が顔を覗かせた。

「やぁ、アイオリス、ご無ぶ沙さ汰ただな。相変わらずいい胸をしているね。ほう、スナイデルッラもいるのか。君は相変わらずいい胸をしていないね」

（ちっ、大きなお世話だ）

　スナイデルッラは内心で舌打ちした。

「わたしの薬草園で育てた胸の成長を促進するとっておきの薬草を煎せんじてやろうか？」

「……そんな物があるのですか？」

「ないよ。君が『是非』と言って飛びついたら笑ってやろうと思って噓を吐ついた」

（この変態噓吐き性しよう悪わる女医め！）

　スナイデルッラは内心で毒づきつつ、ドレスドゥドを睨みつける。

「そんな恐そうな顔するなよ。ちょっとした親愛の表現だろ」

　憤ふん然ぜんとした目つきで自分を睨んでいるスナイデルッラに手を振りながら、ドレスドゥドは寝室に足を踏み入れてきた。




　長身のドレスドゥドは、短たん裳もに長ちよう靴かという医士らしくない出で立ちの上から申し訳のように白衣を羽織っていて、右手には大きくて重そうな鞄かばんを提げていた。

　医士の後ろに助手──まだ十代の少女のようだ──が一名、付き従っていた。

　ドレスドゥドは医士であり、薬草士であり、錬れん金きん術じゆつ士しであり、魔術士である。

　この時代、この世界での腕のいい医士はたいていそんなものであるから、彼女だけが特別というわけでもない。




「ドレスドゥド先生」

　医士に歩み寄ったアイオリスは、彼女の前で足を止めると頭を下げた。

「ご苦労様でございます」

「復興軍での活躍は聞いているよ、アイオリス。どうだい、どこか具合の悪いところはないかい？　悪いようならすぐにでも触しよく診しんしてあげるのだがね。胸の辺りをとくに念入りに」













　大きな革製の鞄を床に置いたドレスドゥドは、視線をアイオリスの胸部に留めたまま両手を胸の前に挙げ、開いた掌てのひらをわきわきと動かした。

（この女医は相変わらずだな。王ひ女め様があそこまで色好みになったのは、子供の頃から診てもらっていたこの女医の影響を受けたのに違いない）

　そんなことを思ったアイオリスだが、今はバイオレッタの性せい癖へきの根こん源げんを詮せん索さくしている場合ではないのを思い出す。

　アイオリスは顔をドレスドゥドの耳元に寄せ、囁くように言った。

「王ひ女め様のお加減に少しばかり問題が発生しております。人払いをしてありますので、診察は先生だけでお願いいたします」

　それまで軽薄そうな笑みを浮かべていたドレスドゥドの顔から瞬時に笑みが消えた。

「問題が……発生？」

　怪訝そうに眉を寄せるドレスドゥドに対して、アイオリスは何も答えず、もう一度、頭を下げた。

「わかった」

　女医は振り返り、助手に呼びかけた。

「レオンハゥト」

「はイ、先生」

「外で待機していなさい」

「承知デ、す」

　助手は一礼すると踵きびすを返し、とことこと部屋の外に出ていった。

「テレジアも呼ぶまで外で待っていてくれ」

　テレジアは何も訊かず素直に頭を下げた。

「承知いたしました」

　二人が退出すると、アイオリスは出入り口へと歩み寄って木製の重い扉を閉めた。

「では、先生、こちらへ」

　戻ってきたアイオリスに先導される形で、ドレスドゥドはバイオレッタの天てん蓋がい付き寝台まで歩み寄っていった。
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「おい、これは……」

　寝台に横たわったバイオレッタの顔を一目見るなり、ドレスドゥドは絶句する。

「王ひ女め様のお加減はかなり重じゆう篤とくなので、ドレスドゥド先生には、今日からつきっきりで看病していただきたいのです」

　アイオリスがそう言うと、呆ぼう然ぜんとしていたドレスドゥドが我に返った。

　彼女はじろりとアイオリスを睨ねめつける。

「なるほど。このことを知ったわたしを、ここから帰さないというわけだね」

「申し訳ありませんが、ご協力をお願いいたします」

「断れば……わたしを殺す気だな」

「そんなことをする気はありません。ですが、いま最も重要なのは、王ひ女め様のご遺志を継いで祖国を完全に復興させることだと考えております」

　ドレスドゥドは、ふん、と鼻を鳴らす。

「語るに落ちてるな、アイオリス。だが、まぁ、そうだな、バイオレッタ王おう女じよの遺志を大事にしたいという思いはわたしも一緒さ」

　ドレスドゥドはバイオレッタの遺体を指さした。

「ちょっと診てもいいかね？」

「お願いします」

　掛け布を捲ったドレスドゥドは、バイオレッタの腕を取った。

「死し後ご硬こう直ちよくしてる。鎧や服は脱がせられないか」

　ドレスドゥドは首だけを巡らせ、

「バイオレッタ様はどうして死んだ？」

　と訊いてきた。

「討ち死にか？　いや、違うな。討ち死にだったら、敵味方の兵たちが見ている。君が秘密にしようとしているのだから、兵たちは知らないわけだ。ならば、戦場で死んだのではない。いったいどこで、何故？」

（さすがに切れ者だ）

　ドレスドゥドの推論にアイオリスは心中で唸りながら応えた。

「王ひ女め様は凱旋の途中、とある森の中でお休みのところ、猪いのししを追いかけてきた猟師どもの射た矢によって射い殺ころされました」

「なんだってぇ!?」

　ドレスドゥドは思わずバイオレッタの腕を取り落とした。

　冷静沈着なドレスドゥドも、バイオレッタの死の真相に驚きと動揺を隠せない。

「バイオレッタ様が……そんなことで……しかし……猟師が射た流れ矢程度なら、鎧を貫通することなどないだろうに……」

「それは、その、王ひ女め様と我々は川で水浴び中でありまして」

　ドレスドゥドは、はぁ、と切なげなため息を吐ついた。

「なるほど。裸だったんだな。それはなんというか……運が悪いにもほどがある」

　天を仰いだドレスドゥドは、

「運命の女神は残ざん酷こくだな」

　と呟いた。

　顔を戻したドレスドゥドは、

「すまないが座ってもいいかね？」

　と訊いてきた。

「ティターニア」

　アイオリスに促されティターニアが医士のために椅子を運んできた。

　木製の椅子に力なく腰を落としたドレスドゥドは、またもや小さなため息を吐つくと、寝台の横に立っているアイオリスに視線だけを向けてきた。

「バイオレッタ様が水浴びをしていたなら、その場に兵はいなかったんだな。矢を射かけてきた猟師はどうしたのかね？」

「斬りました。敵の狙そ撃げき兵へいかと思いましたので」

「君がかい、アイオリス？」

「はい、わたしが」

「君も水浴びをしていたんじゃなかったか？」

「していましたよ」

「裸で？」

「素っ裸で」

「なるほど全裸で剣を振るって猟師を惨ざん殺さつする君の勇姿をこの瞼まぶたに焼きつけてみたかったね。だが、それはさておき」

　ドレスドゥドは、アイオリスと、その横に立つスナイデルッラ、少し離れたところへ戻っていってひっそりと控えているティターニアの三人を順じゆん繰ぐりに見やった。

「今のところ、バイオレッタ様の死を知っているのはこの三人か？」

「もう一人、センレリゥムが一緒でした。彼女は今、凱旋部隊を率いてこちらに向かっております」

　とアイオリスが応えた。

「そうか。だいたいの構図は頭に入ったよ。で」

　彼女は椅子の背もたれに自分の背中を預け、天井を仰ぎ見るような体勢で訊いてきた。

「君たちはこれからどうするつもりだ？　わたしに何をさせたい？」

「王ひ女め様が亡くなられたことが知れると復興軍は瓦解するでしょう。いえ、消滅すると言ったほうがいいかもしれません。一方、バイデリュンヘン軍は勢いづきます。新しい司令官、リーザ公女がこの好機を逃すはずがない。一いつ気き呵か成せいに南下してくるのは確実」

「まぁ、そうだろうね」

「そうなれば祖国復興の宿しゆく願がんは潰ついえます。それだけは阻止しなくてはなりません」

「気持ちはわかるがね。先ほど君自身が言ったように、バイオレッタ様のいない復興軍がバイデリュンヘン軍に勝つのは難しいと思うんだが」

「難しいと言うより、不可能でしょう」

「ふむ。君は『バイオレッタ様に代わって自分が率いる』とは言わないのかい？」

「言いませんよ、そんなことは。わたし如き者では祖国復興の戦いに勝利することなど不可能です」

「なかなか厳しい自己採点だね。だが、わたしは君のそういうところを評価している」

「ありがとうございます……と言うべきなのか、少し迷うところですが」

「しかし。だが、では。そうなると。最初の質問に戻るけれど、君はいったいどうするつもりなのだい？」

「王ひ女め様がいらっしゃらなければ復興軍は瓦解する。ならば、王ひ女め様に還かえってきていただくしかありません」

「……はぁ？」

　ドレスドゥドは疑い深そうな目をアイオリスに注ぐ。

「君が何を言いたいのかわからない……いや、待て。まさか、誰かを替え玉に仕立ててバイオレッタ様として指揮を執とらせようとか言うつもりではないだろうね？」

　ドレスドゥドは両の掌を天井に向けて広げ、ひょいと肩をすくめた。

「そんなことが上手くいくとは思えない」

「それも違いますよ、ドレスドゥド先生」

「では、いったいどうするんだ？」

「ルッラの魔術を使います」

「なに!?」

　ドレスドゥドは目を細め、鋭い視線をスナイデルッラに向けた。

「替え玉に魔術をかけてバイオレッタ様だと錯さつ覚かくさせると？　なるほど、魅み了りようとか視線誘導だとかの延長線上だから、それ自体は可能だろうが、それで騙だまし果せるとは思えないな。本気で言っているなら、わたしは君たちの評価点を下げざるを得ないぞ、アイオリスにスナイデルッラ」

「それも違います。その手の魔術をルッラはたしかに持ち合わせていますが、遠えん望ぼうする者を騙だませても、兵たちの前に立てば替え玉であることはすぐに露ろ見けんしてしまいます」

（わたしとて、あんな恥ずかしい目に遭うのは二度とごめんだ。もっとも、もう王ひ女め様はいらっしゃらないのだから、あんな目に遭う機会も、もうないのだが）

　それはそれで寂しいし残念だと感じてしまうアイオリスである。

　バイオレッタの前で全裸になり、スナイデルッラの魔術によって王おう女じよの雰囲気を全身に塗ぬりたくられたときの映像が脳のう裏りに浮かんできてしまい、アイオリスは慌ててそれを頭から振り払った。

（いやいや、残念とか、何を考えているんだ、わたしは！）

　そんなアイオリスの葛かつ藤とうなど知らぬまま、ドレスドゥドは顎あごに手を当て、じっと考え込んでいた。

「……わからないな。本気でわからない。アイオリス、スナイデルッラ、君たちは何をしようとしているんだ？」

　アイオリスは一つ咳払いをして、それはですね、と応えた。

「王ひ女め様の魂が現世から消滅しないあいだにルッラの魔術で召喚します」

「は……あ？」

「依り代になるのはティターニアです」

　ドレスドゥドの顎が、ぱかっと落ちた。
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　ドレスドゥドはしばらく間ま抜ぬけ面づらを晒していたが。

「はっっっ？」

　そのうち、ようやく我に返った。

「冗談……ではないのだな、アイオリス？」

「あくまでも、どこまでも、限りなく大おお真ま面じ目めですよ」

「うん、いや、しかし……」

「王ひ女め様がいらっしゃらなければ復興は叶わない。ですから王ひ女め様にお戻りいただく。ごく当たり前の論ろん理り的てき帰き結けつではありませんか」

「いやいやいや。ちょっと待ってくれ」

　ドレスドゥドは右手の指で自分のこめかみを揉もんだ。

「スナイデルッラ。君……本気なのか？」

「あくまでも、どこまでも、限りなく超本気ですよ」

　ドレスドゥドの顔に、瞬時、呆れの色が浮かんだが、それはすぐに消えた。

　眉を寄せたドレスドゥドは、疑念と不審の籠こもった目をスナイデルッラに据える。

「君がそんな悪あく辣らつな魔術を研究しているとは思ってもみなかったよ」

「わたしも、先生がどんな魔術を研究しているかなど、まったく知りませんしね」

　スナイデルッラは、しれっとそう応えた。

「たしかに君とわたしとでは魔術の系統が違う。守しゆ護ごする女神が違うから相手の魔術を知らなくても当然だが、それにしても、そんな魔術を実用化させてる魔術士がいるとは思わなかったね。さすがにスナイデルッラ、油断も隙すきもあったものじゃない」

　ドレスドゥドは、くっくっと嗚お咽えつするように笑った。

「これじゃ恐くて、おちおち君のおっぱいを揉もめやしない」

「おちおち揉まれたくはありませんが」

「ああ、そうだった！　揉みたくても揉むほどにはなかったよね、君のおっぱい」

　スナイデルッラが気け色しきばむ。

「揉むくらいはできますよ！　王ひ女め様にだってちゃんと揉まれていまし……いえ、なんでもありません」

「なんだよ、だったらいいじゃないか。揉ませろよ。減るものじゃなし」

「あなたには揉まれたくないと言っているのです」

「くくっ。嫌われたものだね。ま、それはいい。しかし」

　ドレスドゥドはスナイデルッラから視線をアイオリスに転じ、それからゆっくりティターニアに向けた。

　ティターニアは茫ぼう洋ようとした目でどこか遠くを見つめたままだ。

　その態度と表情からは、彼女が何を考えているのか窺うかがえない。

「スナイデルッラの魔術が死者の魂を召喚できるとして」

　そう言ってドレスドゥドはもう一度アイオリスに顔を向けた。

「その危険性は、きちんとティターニアに説明されているのかね？」

「しましたよ。ティターニアも納得済みのことです」

　とアイオリスに言われ、ドレスドゥドはまたもや顔を巡らせてティターニアを見る。

「わたくしは」

　ティターニアは遠くを見つめる目つきのまま徐おもむろに口を開いた。

「バイオレッタ様のご遺志を実現させるためならこの命を懸けるのも厭いといません」

「見事な覚悟だ……と言うべきなのかな。とはいえ、それに関してわたしにできることはないし、手伝う気もない。わたしはここにいるだけでいいのかね？」

「後ほど、王ひ女め様が敵の卑ひ劣れつな罠に落ちて狙撃手に射い殺ころされたことを発表します。先生には、王ひ女め様が死んだという事実を裏付けていただきたい」

「なるほど、そういうことか。となると、えぇい、糞くそ、バイオレッタ様のご遺体を検分しておかなくてはならない」

　ぶつぶつと文句を言いながらドレスドゥドは椅子から立ち上がった。

「いいな、アイオリス？」

「そうですね、お願いします」

「鎧は部分的に壊して外すしかないか。服は切り裂けばいいだろう。おい手伝ってくれ、ティターニア」

「はい、ドレスドゥド様」

　ドレスドゥドは床上に立てて置いたままにした鞄を横にして蓋ふたを開け、中から工具類を取り出した。

　鋸のこぎりやら金かな槌づちやら鉄かな梃てこやらの、医士の持ち物とも思えない凶悪な道具がドレスドゥドとティターニアの手に収まった。

「王ひ女め様に傷をつけないようにお願いしますよ？」

「それはもうバイオレッタ様ではなく、バイオレッタ様の遺体だ。叩こうが切ろうが、痛がりもしないし嫌がりもしない」

「そうかもしれませんが、王ひ女め様のご遺体が壊されるのは愉ゆ快かいではありません」

「わかってる。注意するさ」

　ティターニアに手伝わせたドレスドゥドは、器用かつ力強い手際でバイオレッタの軽装鎧や手甲、長靴の一部を壊し、体から外していく。

　外し終えると、鎖くさり帷かた子びらや下着──鎧の下に着ている衣服──などを切断したり切り裂いたりして脱がせる。

　バイオレッタの遺体には矢の先端と鏃やじりが刺さったままだ。

　身につけた物すべてを剝はぎ取られたバイオレッタの遺体を冷徹な目で見下ろしたドレスドゥドは、大きなため息を吐ついた。

「左胸と腹部と下腹部。一本だけでも致命傷になりかねないのに、三本同時にか。これではわたしが居合わせても手の打ちようがなかったな」

　不ふ遜そんな言動の目立つドレスドゥドだが、さすがに思うところがあったらしく、しばし瞑めい目もくして頭こうべを垂れた。

　女医が目を開けたところを見計らってアイオリスが声をかけた。

「ドレスドゥド先生」

「なんだ？」

「鏃を抜いて、別の鏃を埋めておくことはできますか」

　ドレスドゥドは、一瞬、ん？　と首を傾げたがすぐに、ああ、と指を鳴らした。

「バイデリュンヘン軍の鏃に取り替えておくということか」

「そういうことです。死刑囚の一人、二人にバイデリュンヘン軍の兵服を着せて、首を落とします。その後、王ひ女め様の暗あん殺さつ犯として、槍やりで串刺しにして晒すつもりです」

　ドレスドゥドは寒気がした。

　暗殺犯の首を落とし、槍で串刺しにして晒すという残ざん虐ぎやくな行為に、ではない。

　それは当然のことだ。アイオリスでなくても、誰が指揮官でもそうするだろう。

　ドレスドゥドが慄いたのは、それを話すアイオリスの態度があまりに恬淡としていたことだった。

　バイオレッタを暗殺した憎い犯人として死刑囚を晒そうというのに、彼女の態度にも言葉にも、まったく熱を感じない。躊躇ためらいも感じない。

（なんだ、アイオリスの奴。あいつらしくないな。あいつの性格なら、もっと怒ったり滾たぎったりしてもよさそうなものだけど。まるで妄想に囚われた狂たぶれ人びとか、あるいは偏かたよった執念に囚われた偏へん執しゆう病びよう者しやのようではないか。いや、これはこれで、もう囚われているのかもしれない……な）

「王ひ女め様のご遺体、主立った者には見せるつもりですので、鏃の交換、お願いします」

「あ……ああ、わかった。やっておく」

　ドレスドゥドはアイオリスの態度に微かな違和感を覚えつつも、バイオレッタの遺体に目を転じ、鉄梃に手を伸ばした。
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　すでに日が暮れ、窓の外は夜の帳とばりに包まれている。

　空の低いところに下か弦げんの月が出ているのが見えた。

　バイオレッタの寝台脇に陣取っていたスナイデルッラは、ついと立ち上がり、窓際に寄っていく。

　しばらく窓の外を睨んでいたスナイデルッラだが、やがてくるりと体を回した。

「月が昇った。そろそろ始めよう」

「そうか」

　アイオリスも立ち上がる。

「先生、この場はルッラとティターニアに任せることにして、我々は別室で待機していましょう」

「ふむ。そうか」

　と応えて、ドレスドゥドものろのろと椅子から腰を上げた。

「スナイデルッラ様の秘術を見せていただきたい気もするが、そういうわけにもいかないのだろうな」

「いきませんね。おとなしくお待ちください」

　スナイデルッラが冷たくそう言うと、ドレスドゥドはいきなり右手を挙げ、びしっと彼女を指さした。

「おっぱい！」

「なぁあっ？」

　スナイデルッラがびくぅっと仰け反ると。

「揉みたいな」

　と嘯うそぶいたドレスドゥドは、頭を掻きながら部屋の出入り口へ向かった。

（こっ、この女医はもう）

　険しい目つきでドレスドゥドの後ろ姿を睨みつけるスナイデルッラに、アイオリスが苦笑を浮かべた顔を向けた。

「気にするな、ルッラ」

「気にはしないが」

「それより。頼んだぞ、ルッラ。王ひ女め様のご遺志の成就、貴様とティターニアに懸かっているのだからな」

　スナイデルッラは真剣な顔に戻って頷いた。

「精一杯、やらせてもらうよ」

「では、行きましょうか、先生」

　出入り口のところで待っているドレスドゥドを促し、ひんやりとした空気に満たされた寝所を出ると、アイオリスは、大きくて重い扉を閉めた。
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　夜半になってセンレリゥムに率いられた凱がい旋せん部隊が帰き還かんしたが、夜中のこともあり、大おお手て門もんを開けることはできない。

　部隊を郊外に止めたセンレリゥムは、とりあえず兵に夜営するよう指示を出し、自らは赤騎士、黒騎士と共に脇門から城内に入った。

　ラーエルテス王子の下もとへ報告に行くという二人と内城に入ったところで別れ、その後、センレリゥムは真っ直ぐバイオレッタの居きよ館かんへと向かった。

　ひっそりと館の門もん前ぜんに立ったセンレリゥムは、夜や警けいの兵士に声をかけて館に入る。

「お務め、ご苦労だな」

「センレリゥム様こそ、お疲れ様であります」

「凱旋部隊は無事に戻った。アイオリスとスナイデルッラはいるな？」

「は。どうぞお入りください」

　センレリゥムが館に足を踏み入れると、侍じ女じよ頭がしらのテレジアに出迎えられた。

「お疲れ様でございます、センレリゥム様。アイオリス様とドレスドゥド先生がお待ちですので、どうぞこちらへ」

　テレジアに案内され、センレリゥムは静まり返った薄暗い館の中を歩いていった。
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「おお、無事に戻ったか」

　案内された客間にセンレリゥムが入っていくと、中にいたアイオリスが立ち上がり、手を広げて出迎えてくれた。

　天井から下がる吊り照明で燃える蠟ろう燭そくの炎が煌こう々こうと室内を照らしていて、薄暗い廊下を歩いてきたセンレリゥムには少しばかり眩まぶしく感じられた。

「お疲れ様だった、リゥム」

「いや、大したことはない」

「兵の様子は？」

「それほど騒いではいないが、不安な面おも持もちの奴が多いのはたしかだな」

　と応えたセンレリゥムは、ちらっとドレスドゥドに視線を走らせ、小声で訊いた。

「で。そちらはどうなのだ？」

「今のところ問題はない。それとドレスドゥド先生には、もう話をしてある。王ひ女め様も診みていただいている」

　そう言ってアイオリスは、戻ってからのことを手早く説明した。

「……ということで、ルッラとティターニアは、いま作業中だ」

「作業って……なんの？」

「それはな」

　アイオリスはセンレリゥムに顔を寄せると、その耳みみ許もとで囁ささやくように説明した。

「……ということなのだ」

「な……なんだってぇえ!?」

　目を見開いたセンレリゥムは、大きく仰のけ反ぞって叫んだ。

「しっ。声が大きいぞ、リゥム。部屋の外に聞こえたらどうするんだ！」

「あ……ああ、すまん。しかし」

　センレリゥムは驚き呆れたという顔で、まじまじとアイオリスを見つめた。

「本当か？　本当にルッラの奴がそんな魔術を!?」

「本当だとも。こんなときに洒落しやれや冗談を言うわたしではないぞ」

「まぁ……そうだな、それは俺もよく知っている。だが、しかし、それにしても」

　センレリゥムはしきりに頭を振った。

（たしかに俺はそれほど魔術のことに詳しくないが……そしてルッラの奴が大した魔術士だというのも認めるが、本当にそんなことが可能なのか……）

　だが、アイオリスの態度を見る限り、かなり自信があるように見受けられる。

　でなくては、あんなふうに落ち着いていられるわけがない。

（なら、成功する可能性は高いんだな。もし成功したら……。たしかに復ふつ興こう軍ぐんの瓦が解かいは阻止できるかもしれない。いや、どうなんだ？　兵たちが、幹かん部ぶたちが、そんなことを信じられるのか？　だって王ひ女め様の魂の召しよう喚かんに成功したところで、見た目はティターニアなんだろ。ティターニアの顔でティターニアの体なんだろ。それを王ひ女め様だと認め、素直に命令を聞く気になるものか？）

　という懸け念ねんを、センレリゥムはそれとなくアイオリスに訊いてみる。

「その辺に関しては出たとこ勝負になるだろうな。だが、ある程度の勝算はあると思っているよ」

「そうか。アリスがそう言うなら……俺も、その魔術に懸けるしかないんだろうな」

「魔術には少し時間がかかる。それまで座って待ってろ」

「ああ、そうするよ」

　置かれた椅い子すの一つにどっかと腰を下ろしたセンレリゥムは、椅子の背もたれに背中を預け、全身を弛し緩かんさせた。

（あいつはあいつで緊張していたんだろうな。熱い茶でも貰もらってやるか）

　本音を言えば、自分も疲れている。

　肉体的にも精神的にも。

　できれば長椅子に体を横たえたい気分だ。

（だが、今ここで弱みを見せるわけにはいかない）

　少しでも気を抜いたらすべてが失敗しそうだと、アイオリスはそんな強きよう迫はく観かん念ねんに囚われている。

　アイオリスはテレジアを呼んで茶を所しよ望もうした。

「少々、お待ちくださいませ」

　一礼して引き下がったテレジアは、さほど待つこともなく手押し車を押して現れた。

　運んできたお茶と茶菓子を卓たく上じように配ると、テレジアはもう一度、低頭して部屋を退出していった。

「リゥム、茶でも飲め」

「ああ、すまんな」

　センレリゥムは大たい儀ぎそうに卓上の茶器に手を伸ばした。
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　テレジアが淹いれてくれた熱いお茶を飲みながら、三人は何をするでもなく、ひたすら魔術が終わるのを待った。

　ふだんなら気安く話しかけてくるドレスドゥドも、ほとんど口を開かない。

　同じ魔術士としてスナイデルッラの魔術──死者の魂を召喚し、現世の人間に憑ひよう依いさせる──が気になっているのだろう。

　そうして一いつ時ときほどが経過した。

　さすがにドレスドゥドも焦じれてきたらしい。

　椅子から立ち上がったドレスドゥドは、先ほどから腕組みしたまま白衣の裾を翻ひるがえし、客間を行ったり来たりしている。

「少し落ち着いたら如何いかがですか、先生」

　アイオリスに呼ばれてドレスドゥドはぴたりと足を止める。

　彼女は組んだ腕をほどいて、ゆっくりと顔をアイオリスに向けてきた。

「君はずいぶんと落ち着いているんだな。スナイデルッラが心配ではないのかい？」

「わたしが心配して魔術の成功確率が上がるのなら、いくらでも心配してやりますが」

「ふむ。冷静な言い分だ。むしろ冷れい徹てつな、と言うべきか。けれど、友人としては正しい態度だね。君がこの危き急きゆう存そん亡ぼうのときにおいて正しい態度を取れる人間であることを言こと祝ほごうではないか」

「大おお仰ぎような言い草ですね」

「アイオリス、一つ教えてくれないか」

「なんでしょう？」

「今回、バイオレッタ様の魂を召喚しようと言い出したのは、君とスナイデルッラの、どちらなのだい？」

「あれぇ？　俺は候補に入らないのかな？」

　といって自分を指さしているセンレリゥムを見やったドレスドゥドは、ふふんっ、と鼻で笑った。

「君が？　最高に面白い冗談だな。センレリゥム」

「心をへし折られたっっ！」

　がっくりと肩を落としてうなだれるセンレリゥムを無視し、ドレスドゥドは鋭い視線をアイオリスに据すえる。

「……わたしですよ、先生」

「すると君は、スナイデルッラのあの魔術のことを知っていたんだな。いったい、いつ知ったんだ？」

　何気ない問いかけのようだが、ドレスドゥドの目に妖あやしい光が宿っているのをアイオリスは見逃さなかった。

「昔から知っておりましたよ」

「ほう」

「わたしとルッラは盟めい友ゆうですから、あいつが死し魂こん召しよう喚かんの魔術を研究していることは知っていました。それを完成させていたかどうかまでは知りませんでしたが」

「なるほど。それでこの緊急事態を受けてスナイデルッラに持ちかけたと」

「細かな経緯を省はぶくと、そういうことになりますね」

「で。召喚の魔術の成功確率は？　いや、そもそもスナイデルッラは試してみたことがあるのか？」

　アイオリスは、あっさりと言った。

「ないそうです」

　ドレスドゥドの眉がぴくりと跳ねる。

「なに？　すると今回は、ぶっつけ本番なのか」

「軽々しく使える魔術でもありません。仕方がないでしょう。それに、あの魔術を行使するには、依より代しろの存在が不可欠です。依り代は様々な条件を満たしていなくてはならないそうですから。彼女が言うには、魔術そのものより適当な依り代を見つけるほうが難しいのだとか」

　ドレスドゥドの目が三日月のように細められた。

「ほほう。それはどんな条件なのだ？」

「知りません。いくらルッラとわたしの間あいだ柄がらでも、そんなことを軽々しく教えてはくれませんよ」

　目を開いたドレスドゥドは、ふん、と鼻を鳴らす。

「まぁ……そうだな」

「というわけで、わたしから何かを訊き出そうとしても無む駄だです、先生」

　女医は小さく肩をすくめて言った。

「手がかりの一つくらい漏らしてくれないかと思ったが、そう甘くはないか」

「当然です」

　よし！　と女医は手を打った。

「本当に君が甘くないかどうか、確かめさせてくれないか、アイオリス」

「は？　どういうことでしょう？」

「酸すいか甘いか辛からいかしょっぱいか確かめたいから、ちょっと舐なめさせてくれないかと言っている。具体的には君のおっぱ……」

　眉を吊り上げ、アイオリスが叫んだ。

「お断りします！」

　ドレスドゥドは再び腕組みをしてアイオリスを睨にらんだ。

「冷徹な女だな、君は。いつからそんな冷たい女になってしまったのだ」

「あなたの不当かつ出で鱈たら目めな要求を断ったくらいで人のことを冷血漢呼ばわりするのは止やめてください」

「けれど、バイオレッタ様には舐めさせていたんだろ？」

　びくり、とアイオリスの体が震え、端たん整せいな顔が歪んだ。

「そ……それは、いま話題にすべきことだとは思えません」

「ああ、そうだな。軽率だった。申し訳ない」

　ドレスドゥドはアイオリスに頭を下げた。

　その彼女らしくない素直な態度にアイオリスのほうが戸惑ってしまう。

「あ、いえ、お気になさらずに」

　頭を上げたドレスドゥドは、そうか、と言った。

「では気にしないでおく」

「いえ、少しくらいは気にしていただきたいのですが……」

　情けない顔になったアイオリスから扉のほうへと、ドレスドゥドは視線を移した。

「しかし、遅いな。いや、魔術の性質を思えば、こんなものなのか」

　首を捻りながら元の場所へ戻った女医は、改めて椅子に座り直す。

「どうなんだ、アイオリス？」

「ですから。わたしは魔術の詳細に関しては何も知りませんてば」

「ちぇっ」

　小さく舌打ちしすると、ドレスドゥドは足を組み、頭の後ろで腕を組み、椅子の背もたれに体重を預け、椅子の脚二本を浮かせて床につけた右足の爪先で椅子と体を前後に揺さぶるという器用な真似をする。

「しかし、いつ終わるかわからないものを待つというのは退屈だな。退屈というより、不安で苛いら々いらしてくると言うべきか」

　アイオリスが辟へき易えきした顔になる。

「ですから。落ち着いてください、先生。あなたを見ていると、こちらまで不安になってきます」

　ドレスドゥドは、恐ろしいほど真剣な顔をアイオリスに向けて言った。

「君がおっぱいを揉ませてくれたら、この不安も紛まぎれるんだが」

　眉を吊り上げ、アイオリスは女医を睨みつける。

「一生不安に苛さいなまれるべきだ、あなたは！」

「わかったってば。そんなふうに怒鳴るなよ」

　ドレスドゥドは飄ひよう々ひようとしたまま、また椅子を漕こぎ始めた。

（この女医の相手をしていると……疲れる）

　アイオリスが右手で自分の額ひたいを押さえたその直後、部屋の扉が勢いよく開いた。
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　入ってきたのはティターニアだった。

　だが、その足取りはいつもの彼女のものではない。

　その表情はいつもの彼女のものではない。

　身に纏まとう雰囲気も、いつもの彼女のものではない。

　足取りは軽やかで、表情は明るく、体から覇は気きが溢あふれ出している。

（こ、これは……）

　アイオリスは戸惑いの色を隠せない。

　一瞬、スナイデルッラが例の「他人の雰囲気を纏まとわせる魔術」を使ったのかとアイオリスは思ったが、すでにバイオレッタは死んでいる。

　あの魔術でバイオレッタの雰囲気を纏わせることは不可能だ。

（しかし、だとするとこれは）

　ティターニアから受ける印象が彼女の錯さつ覚かくではないのは、センレリゥムまでが戸惑っていることを見ても明らかだ。

　腰を浮かせ気味にしたセンレリゥムは、不思議そうな、怪け訝げんそうな顔でティターニアを見つめていた。

「待たせてしまったな、アイオリス、センレリゥム」

（そ、その口調！）

「はっはっはっ、何をそんなに驚いているのだ、二人とも。吾われの顔を見忘れたのか……って、いやいや、そうだった。顔は吾のものではなかったな。いや、顔だけではない。体も吾のものではないのだった。残念だが、この体はティターニアのものだ。悔しいが、ティターニアのおっぱいは吾のものより大きいのだ！　いや……そこは喜ぶところか？　何しろ今日からはこの巨大なおっぱいが吾のものなのだからな。見たければ、いつでも脱いで見せてやるぞ、アイオリス、センレリゥム」

「ひ……王ひ女め……様……」

「おい……マジかよ……本物じゃねえか……」

　見つめるアイオリスとセンレリゥムの目は少し潤うるんでいるようだ。

　一方、ドレスドゥドは呆然とティターニアを見つめたまま絶句した。

「ま……ま……ま……まさか……」

「やあ、ドレスドゥド先生、ご無ぶ沙さ汰たしております。息そく災さいでしたか……と死人の吾が訊くのもおかしな話ですが」

「いや……いや……いや……ほ、本当にバイオレッタ様……なのか？」

「ふむ、その問いにどう答えればよいのか、微妙なところではある。何しろ吾は、もう死んでいる。そしてこの体はティターニアのものだ。だからあなたの口くち癖ぐせを真似れば、正確にはティターニアの肉体に憑ひよう依いしたバイオレッタの魂が今の吾だと言うべきだ……となるのかな」

（バイオレッタ様だ。話し方、身振り手振り、表情の作り方。顔かお貌かたちこそ違うが、バイオレッタ様以外の何者でもない。スナイデルッラ、本当にやりやがったのか……）

　ドレスドゥドが入り口のほうへ視線を向けると、当のスナイデルッラが、のっそりと部屋に入ってきた。

　けれど彼女の声にも態度にも喜き色しよくは感じられない。

　恐るべき魔術を成し遂げたというのに満足感の欠片かけらも漂っていないように見える。

　大魔術を行使するために、気力、体力を使い果たしてしまったのか、それとも。

　一方、スナイデルッラを迎えたアイオリスは興奮と感激を隠そうともしなかった。

　目に涙を浮かべ、感極まった表情で魔ま姫き士しに声をかける。

「やったな！　見事にやり果おおせたな、ルッラ！　王ひ女め様が再び我々の前にお姿を現してくださった！」

「姿はティターニアなんだけれどな」

　覚おぼ束つかない足取りで歩み寄ってきたスナイデルッラは、長ちよう卓たくの周りに置かれている椅子の一つを引くと、力なく腰を下ろした。

「む……かなり消耗しているようだな。大丈夫か？」

　近寄っていったアイオリスは、上体を折り、スナイデルッラの顔を覗のぞき込む。

「いや、消耗というか……そうだな、疲れてはいる。戸惑ってもいる」

　そこで言葉を切ったスナイデルッラは、アイオリスにだけ聞こえるように囁いた。

「あまりにも上う手まくいったので驚いてもいる」

（驚いている……か。たしかにな。発案者のわたしでも、ここまで上手くいくとは思っていなかったからな。だが）

　アイオリスは背筋を伸ばし、ドレスドゥドとセンレリゥムの前に立って二人と話をしているティターニアを見やった。

（あれはもうティターニアではない。あれはバイオレッタ様なのだ。これで……これで王国復興の戦いを続けることができる）




　　　　　５




　長卓を囲んで五人が座っている。

　時刻は、ちょうど日付が変わった頃合いだ。

　上かみ座ざに座るのがティターニアだから、余よ人じんが見れば何事かと目を疑うだろう。

　しかし彼女は召喚されたバイオレッタの魂を宿す依り代……ということなのだから、上座に着くのも当然ではあった。

　彼女の左手側にアイオリスとスナイデルッラ、右手側にセンレリゥムとドレスドゥドが座っている。

「では、会議を始めよう。まだ吾のことを知られるわけにはいかないから、侍女に茶を持ってこさせることはできない。残念だが、茶と茶菓子は諦めてくれ」

　ティターニアがと言うべきか、それともバイオレッタがと言うべきか迷うところだが、ともあれティターニアの顔をしてバイオレッタの話し方をする者が開会を宣言した。

「はい、バイオレッタ様」

　とアイオリスが返事をすると、ティターニアでありバイオレッタである彼女は、ふむ、と首を捻ひねった。

「バイオレッタと呼ばれるのには少し違い和わ感かんがあるな。何しろこの体はティターニアのものだ、どうしても意識がそちらに引っ張られる」

　アイオリスがスナイデルッラに顔を向けると、ドレスドゥドが口を出してきた。

「たしかにそうだ。そこに座っているだけではティターニアにしか見えないから、バイオレッタ様とお呼びするのは、こちらにも違和感があるな。そちらから呼ばれるのにはなんの抵抗もないんだけど」

　スナイデルッラが、では、と右手を挙げた。

「あなた様のことを、こうお呼びしたらどうかと愚ぐ考こうするのですが」

「ほう？　どう呼ぶのだ？」

　そう訊く彼女の顔はティターニアのものだが、声こわ音ねはまさしくバイオレッタのものだった。

　スナイデルッラは静かに息を吸った後、ゆっくり力強く言葉を吐はき出した。




「夜よる姫ひめ様」




「夜姫か。なるほど」

　ティターニア（の顔）が小さく頷くと、ドレスドゥドが首を巡らせた。

「夜姫とはどういう意味だい、スナイデルッラ？」

「バイオレッタ様の魂は夜にしか顕けん現げんされません。昼間には現れたくても現れることができないのです。ですから、夜だけ現れるバイオレッタ王おう女じよ様という意味で、夜姫様とお呼びするのが相応ふさわしいと思う次第です」

「へえ。それってつまり、月や星の力が働いていないと魔術の効力が現れないから……なのかな？」

「詳しいことは明かせませんが、そういう魔術だという理解でけっこうですよ」

「ほうぅぅ。へえぇぇ」

　感心した顔で唸うなるドレスドゥドだが、その目には油断ならない光が宿っている。

「夜姫。夜姫か。ふむ」

　その名を何度も口の中で呟くと、ティターニアの姿形をした彼女は顔を上げ、四人を見回した。

「いい呼び名ではないか。スナイデルッラの言うとおり、夜にだけ現れる吾に相応しい呼称だ。では向こう後ご、吾のことは夜姫と呼ぶがいい」

「承知いたしました、夜姫様」

「はい、夜姫様」

「かしこまりましたっす、夜姫様」

　アイオリスとスナイデルッラ、センレリゥムが軽く頭を下げた。

「えぇと、ということは、昼間はティターニアなんだな、スナイデルッラ？」

「そうですね。夜姫様がご登場されるのは、完全に日が沈んでから東の空が白み始めるまで……とお考えください、先生」

「そうか。すると夏のほうが活動時間が短くなるのだな。とはいっても、せいぜい一いつ時ときから二ふた時ときだろうが」

「ああ、そうなりますね。ということは、我が復興軍、冬のほうが強いことになる」

　そんなことを言うスナイデルッラの口調に、些いささか揶や揄ゆの、あるいは自じ嘲ちようの響きが感じられたので、ドレスドゥドは、おや？　と首を傾かしげた。

（何か変だな、スナイデルッラの奴。これほどの大魔術を成し遂げておきながら。ふつうだったらわたしに対して大きく胸を張り、威い張ばるところだろうに。いやまぁ、大きく張るほどの胸がないのはたしかだけど）

「……何か言いたいことがおありですか、ドレスドゥド先生？」

　覆い布の隙すき間まから覗のぞくスナイデルッラの目つきが険しくなったので、ドレスドゥドは慌てて手を振った。

「何もない。何もないよ」

「では、吾の呼び名も決まったところで、向後の方針を決めておこうか」

　という夜姫の一言に、四人は姿勢を正した。

　見た目はティターニアでありながら、彼女の話し方には威い厳げんがあり、彼女の言葉には抗あらがい難がたい説得力があった。

「その前に、夜姫様。夜姫様は、どこまで状況を把握されていますか？」

　とアイオリスが訊いた。

「ティターニアの記憶を探ればおおよその事態はわかるからな、状況はほぼ正確に理解していると思ってくれてかまわない」

「ということは、夜姫様が現れていない昼間のことも把握できるということですね？」

「そうなるな。もっとも実際にやってみないと、どこまで正確に詳細に把握できるものかはわからない。まぁ、明あ日すの夜になれば、はっきりとするだろう」

「承知いたしました」

　夜姫に向かって深々と頭を下げるアイオリスの姿を見て、ドレスドゥドは微かすかな違和感を覚えた。

　が、何がどうおかしいかと言われるとよくわからない。

（それとも、死魂召喚などという超魔術を見せつけられ、わたしの感覚が少しおかしくなっているのだろうか）

　内心で首を捻るドレスドゥドを置き去りにして、夜姫は話を進めていく。

「当面の、そしていちばんの問題は、吾のことをいつ明かすかということだが。アイオリス、何か考えはあるか？」

「はい。いつまでも王ひ女め様のお姿が見えないとなると兵たちが騒ぎ出す虞おそれがあります。夜姫様には、なるべく早い時期にその存在を見せつけていただきたいのですが」

「そうだな。ところで、ライオネルの街に置いてきたコルネリアゥスやサンドリヨンス、カオルゥには？」

「まだ使者を送っておりません」

「そうか。吾の死を知らさなかったのはいい判断だったと言っておこう。ライオネルの街にはバイデリュンヘン側の息のかかった者が入っているであろうからな」

　という夜姫の指摘に、アイオリスは内心で付け足した。

（それにコルネに知らせると、いろいろ面倒な事態になりかねない。あいつは裏読みが得意だし、規則に拘こだわりすぎる面がある）

「では、すぐにでも使者を送り、コルネリアゥスたちを呼び寄せ……いや。呼び寄せるのではなく、吾が行こう」

「は、はいぃ？」

　アイオリスは思わず椅子から腰を浮かせてしまった。まさか夜姫がそんなことを言い出すとは思わなかったのだ。

　スナイデルッラも驚きに目を瞠みはっている。

　センレリゥムも驚いているようだが、アイオリスとスナイデルッラに比べれば、その度合いは低そうだった。

　一方、ドレスドゥドは。

（なんだ？　二人とも何をそんなに驚いている。夜姫様がバイオレッタ様である以上、伝令代わりに自みずから馬を走らせることも珍しくはないだろうに）

「しかし、夜姫様、そんな無茶なことを……」

「何を申すか、アイオリス。無茶をすべきときには無茶をするものだ。無理を押すときには無理を押し通すべきなのだ。でなければ、吾らの悲ひ願がんは達成されない」

「あ、はい、それはそのとおりかも……しれません……が」

「だいいち、あのコルネリアゥスが、使者の文書だけで吾の復活を、夜姫の登場を信じると思うか？　敵の謀ぼう略りやくではないかと疑うか、おまえたちの頭がおかしくなったことを疑うかのどちらかだろう。呼んだとしても、来ないかもしれないではないか」

　夜姫にそう言われ、アイオリスは大きく頷いた。

「まさに夜姫様の仰るとおりです」

「だからこそ吾が出向き、吾の姿を見せ、吾の口から説明する必要がある。違うか？」

　アイオリスもスナイデルッラも、内心、大いに驚いていた。

（まさか夜姫様が、そこまでコルネの性格を把握しているとは）

「明日の夜、吾はここにいる兵たちに吾の死と復活を告げるとしよう。そして吾を暗こ殺ろしたバイデリュンヘン軍の卑ひ劣れつを暴き立てよう。間違いなく兵たちは怒り狂うだろう。そのまま兵たちを引き連れ、一いつ気き呵か成せいにライオネルの街まで走るとしよう。そうだな、行きがけの駄賃にバイデリュンヘン側の砦の一つも陥おとしていくか」

「えぇええぇ!?」

　今度は驚きを抑えられず、アイオリスは大きく仰け反った。勢いがつきすぎて、椅子ごと後ろにひっくり返りそうになる。

　スナイデルッラも、驚きのあまり目を見開いて呆然としたまま夜姫のことを見やっていた。

　センレリゥムも仰天したらしく、顔を歪めて大きく仰け反っている。

　必死で体勢を立て直したアイオリスが、今度は上体を大きく乗り出した。

「ほ……本気ですか、夜姫……様!?」

「本気だとも。夜姫見けん参ざんという、ほんの挨あい拶さつ代わりにな。それで敵も思い知るだろう。バイオレッタが死んでも、復興軍には夜姫がいるということを。ということで、密かに出撃の準備を進めておくのだ、アイオリス」

　アイオリス、スナイデルッラ、センレリゥムは呆気に取られた顔で互いを見やった。

　そんな三人を後目に、ドレスドゥドは感心した顔で拍手を送る。

「いやぁ、さすがにバイオレッタ様というか夜姫様というか。機を見るに敏びんというか、乳見るに敏というか」

「ははは、もっと誉ほめてもよいのだぞ、ドレスドゥド先生」

「死して復活しても、あなたの度ど胸きようのよさは少しも変わっていないというわけか。まさに弩ど級きゆうの度胸と言うべきかな」

「上手いことを仰る。もっとも、この胸の本当の持ち主はティターニアだが」

「だが、夜のあいだはあなたのものだ、夜姫様」

「そうだ。今はわたしのものだ。だからわたしが好きにできる。もしお望みならご披ひ露ろうしてもいいのですが、先生」

　ドレスドゥドが目を見開いた。

「本当に？」

「本当ですとも」

「見るだけじゃ嫌だ。触りたい」

（こっ、この女医は）

　アイオリスが険しい視線を向けても、ドレスドゥドには柳やなぎに風だった。

「触らせてあげますとも」

「揉むよ？」

「ご存分に」

「ひゃっふ〜〜」

（ダメだ、この人）

　アイオリスだけでなく、スナイデルッラもセンレリゥムも、げんなりとした顔や態度で力なく首を横に振る。

「その代わり吾も先生のお胸を揉ませていただきますが」

　夜姫が、にやりと口の端を吊り上げた。

　ティターニアの顔にはあまり似つかわしくない妖しい笑い方だが、それでこそバイオレッタ様だと、ドレスドゥドはむしろ安心する。

「大歓迎だ。いくらでも好きなだけ揉むがいいさ」

「では、吾が消える夜明けまで、揉んだり揉まれたりしましょうか」

「素敵な夜になりそうだね」

　夜姫が立ち上がり、つられてドレスドゥドも立ち上がった。

〈お、おい、いいのか？〉

　とセンレリゥムが唇を動かした。

〈いやまぁ……いいのではないか〉

　アイオリスも唇の動きだけで答える。

〈夜姫様とご一緒なら、先生も下へ手たなことは考えないだろう。とはいえ、もしもということがある。ご苦労だがリゥム、廊下で見張りを頼めないか〉

〈仕方ねえな。いいぜ〉

　ぐっ、と親指を立てたセンレリゥムに対してアイオリスは軽く頭を下げた。

〈すまん〉

〈気にすんな〉

「ところで、先生」

「なんだい、夜姫様？」

「先生のお体を拝見するのは久しぶりですが、まさか垂れてなどいないでしょうね？」

「失礼なこと言うな！　垂れるどころか、張りがあって艶つやがあって弾力があって、昔と少しも変わらないよ。むしろ美しくなってるよ！」

「それは楽しみですね」

　にんまりと笑った夜姫は、顔を振り向け、アイオリスとスナイデルッラ、センレリゥムを見下ろした。

「では、アイオリス、スナイデルッラ、センレリゥム、そういうことだから吾は先生と寝所へ行く……いや、駄目だ。あそこには吾の遺い体たいがあるのだったな。では、第二応接の間まへ行くか。三人も来るか？」

　ふるふるふる。

　アイオリスとスナイデルッラは勢いよく首を横に振り、センレリゥムはそっと視線を逸そらせた。

「そうか。まぁ、いい。三人を弄もてあそぶのはいつでもできる。吾はこれから毎晩、現れるのだからな。出撃の準備、頼んだぞ」

　夜姫は高笑いを残し、ドレスドゥドを引き連れて部屋から出ていってしまった。

「やれやれだな、まったく」

　首を振りつつ、センレリゥムが立ち上がる。

「じゃあ、ちょっくら行ってくるわ。何かあったら呼ぶ。二人はここに控えてろ」

「すまん。頼んだ」

「ご苦労様だ、リゥム」

　センレリゥムが部屋から出ていくと、あとに残された二人は無言で互いの顔を見つめ合っていたが。

　しばらくすると。

「あ」

「どうした、アイオリス？」

「今後のことを決める会議とか宣のたまいながら、夜姫様、途中でほっぽり出して行かれてしまったな。結局、自らライオネルまで走るということと、途中で敵方の砦を陥とすからその準備を進めるということしか決まらなかった」

「たしかにそれもバイオレッタ様らしくはあるが……まさか、ここまでとは。些いささかできすぎな気もする」

　と言って、スナイデルッラは力なく首を振る。

　それはアイオリスとて同じ思いだった。

「もしかすると我々は、とんでもないことをしでかしてしまったのかもしれないな」

「今さら何を言う、アリス。とんでもないことをやろうとしているのは最初からわかっていたではないか」

「そうなんだが。ただ、先ほどの夜姫様を見ていたら少し……少し恐くなったんだ」

「もう遅いよ、アリス。我らは走り出してしまったのだ。今さら止まることも後戻りすることもできはしない」

「ああ……そうだな」

「こうなった以上、夜姫様にすべてをお任せするしかない。たとえそれがどんな事態を招こうと、どんな未来へ導かれようと。我らは運命の女神でさえ欺あざむくと覚悟し決意したのだから、走り続けるしかないんだ。行けるところまでな」

　そうスナイデルッラが言うと、アイオリスは右の拳こぶしをぎゅっと握った。

「おまえの言うとおりだ。走って走って、走り続けるしかない」

　二人は互いの目を見つめ合った。

　アイオリスがおずおずと右手を伸ばす。

「ルッラ。少しだけ休ませてもらってもいいか」

　スナイデルッラは顔を覆う布を外し、微かに微笑んで両腕を広げた。

　スナイデルッラの体に倒れ込むように、アイオリスは己の体を預ける。

　倒れかかってきた体を受け止めたスナイデルッラは、アイオリスの質量と熱を感じながら相手の顔を覗き込んだ。

「疲れているようだな、アリス」

「そうだな、疲れている。だが、そんなものを他人には見せられない。見せられるのはおまえだけだ、ルッラ」

「かまわないよ。わたしにはいくらでも見せればいい。それでおまえの心や体が休まるのなら」

　スナイデルッラは顔を振り向け、アイオリスの耳みみ許もとで囁いた。

「あそこの長椅子に横になれ。なんだったら眠ってもかまわないぞ。わたしが見ていてやるから。わたしは大して疲れていない」

「すまん」

　スナイデルッラに体を支えられて長椅子まで歩み寄ったアイオリスは、体を投げだすようにして長椅子に横になった。

「ルッラ」

「なんだ、アリス？」

「一つ頼みがあるんだが」

　そう言ってアイオリスは恥ずかしそうに顔を伏せた。

「？？　だから、なんだ？」

　アイオリスは俯うつむいたまま、ぼそっと呟いた。

「膝枕してもらってもいいか？」

　スナイデルッラは、くすっと笑う。

「かまわないぞ。何だったら子守歌でも歌ってやろうか」

「それは遠えん慮りよしておくよ」

「そうか。なら膝枕だけで我慢しておくか。頭を持ち上げろ」

　照れ笑いを浮かべたアイオリスが頭を持ち上げると、すかさずスナイデルッラが長椅子に腰を下ろし太ふと腿ももをアイオリスの頭の下に入れた。

「ほら、頭を載せろ」

「悪いな」

「気にしなくてもいい」

　アイオリスは静かに頭を下ろし、後頭部をスナイデルッラの太腿の上に置いた。

「頑張ったな、アリス」

　スナイデルッラが労ねぎらいの言葉をかけると、アイオリスは真剣な顔で盟友たる魔姫士を見上げてきた。

「まだまだ。これからが本番だ」

「だが、おまえが疲ひ弊へいして倒れては元も子もない。休めるときには休んでおけ。頑張りすぎるな。王ひ女め様の遺志を成じよう就じゆさせるには、おまえがいなくてはならないんだ。おまえが休んだ分は、わたしやティターニアが頑張るから」

「すまん。そしてありがとう」

「礼など要らないさ」

「半時ほどしたら起こしてくれ。部下に出撃の準備をさせなくてはならない」

「わかった」













　アイオリスは静かに目を閉じた。

　そんなアイオリスに、スナイデルッラは心中密かに声をかける。

（共に行こう、アリス。行き着く先が奈な落らくの底か天上の楽園かは知らないが、おまえとわたしで、どこまでも。たとえ行き着く先が地獄であろうと、わたしはおまえと一緒なら恐くない）




　二人の行く末を、そして復興軍の行く末を左右する、運命の女神が振る賽さいの目は果たしてなんなのだろうか。
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　いつでも出撃できるようにと、部下に準備を進めさせたアイオリスは、明け方近くに戻ってきた。

　彼女の戻りを待っていたスナイデルッラと二人で第二応接の間まの様子を窺うかがいに行くと、部屋の扉近くの廊下で、壁に背を預けた体勢でセンレリゥムが居眠りしていた。

「おい、起きろ、リゥム」

　しゃがんだアイオリスは、彼女の肩に手をかけ、軽く体を揺すった。

「おお……アリスか。すまん、寝ちまったわ」

「おまえも疲れているのだな」

「おまえなら眠っていても、何かあればすぐに気づくだろうから心配はしていないが。つまり何もなかったんだな？」

　とスナイデルッラがセンレリゥムの顔を覗き込んだ。

「何もなかったというか……室内からは二人の喘あえぎ声やら嬌きよう声せいやらが聞こえてくるばかりでさ。やってられなくなって、寝た」

　アイオリスとスナイデルッラは、そうか、と応えて力なく首を左右に振った。

「とにかく。中の様子を覗いておこう、アリス」

　そうだな、と応えてアイオリスが扉を開ける。

　三人が室内に足を踏み入れると、全裸のティターニアとドレスドゥドが長椅子の上で体を重ねて眠っているのが目に飛び込んできた。

　脱ぎ散らかした衣服があちこちに散らばっている。

　アイオリスは小さくため息を吐ついた。

「なかなか激しい一夜だったようだ」

「いやもう、それは外で様子を窺ってた俺が保証するから」

　とセンレリゥムが真面目な顔で言ったので、アイオリスは嫌そうに顔を歪めた。

「そんな保証をされてもな」

「リゥム、おまえも混ざりたくなったのではないのか？」

　スナイデルッラに揶や揄ゆされ、センレリゥムはわたわたと両腕を振り回す。

「そっ、そんなことは思ってないぞっ。本当だって。本当だからな？」

（正直者め）

　スナイデルッラは思わず笑いそうになったが、いや、と自分を戒いましめる。

（リゥムは正直者だからこそ、謀はかりごとを共有するのに少し不安が残るんだがな）

「そ、それより、ルッラ」

「なんだ？」

「あれはもうティターニアでいいのか？」

　とセンレリゥムが長椅子のほうを指さした。

「もう夜が明けたからな。あれはティターニアだ」

「なら遠慮は要らん。起こすか」

　と言って長椅子に近寄ったアイオリスは、右手を伸ばしてティターニアの裸体を揺さぶった。

　体が揺れると彼女の巨大な胸も揺れるので少し腹立たしい気もするが、そこは無視するしかない。

「起きろ、ティターニア」

「あ……はっ!?」

　アイオリスの顔を認め、ティターニアが跳ね起きた。

　しかし、すぐに自分が全裸だということに思い至ったらしく、巨大な胸を慌てて両腕で隠してしゃがみ込む。

「もっ申し訳ございません。こんなお恥ずかしい姿を晒さらしてしまいまして……」

「案ずるな。恥ずかしい姿を晒したのは夜姫様なのだからな。そうだろう？」

「あ……はい」

「立て。立って服を着ろ」

「すぐに」

　弾かれるように立ち上がったティターニアは脱ぎ捨ててあった下帯や胸覆いを急いで回収し、部屋の隅に移動すると身に着け始めた。

　アイオリスは長椅子の上でだらしなく全裸を晒しているドレスドゥドに視線を転じる。

「さてルッラ、この人をどうしたものかな」

「放っておけばいいのでは？」

「そういうわけにもいかないだろう？」

「なら、起こしてやれ」

「あまり気が進まないが、いつまでもこんな恰好で寝ていられても困る。誰かが入ってくるかもしれないしな」

　はぁ、とため息を吐いて、アイオリスは右手を伸ばした。

「先生。ドレスドゥド先生。起きてください。もう朝です」

　肩に手を置き女医の体を揺すると、彼女は、あぁん、と艶なまめかしい声を漏らした。

「いや、ダメ、夜姫様、そんなところ……あぅんっ」

「……殴っていいかな、ルッラ？」

「許す」

「やれ、センレリゥム」

「おお！」

「硬こう化かはさせるなよ。硬化した拳でおまえが殴ると、先生が死んでしまう」

「安心しろ。生なま拳げん骨こつで優しく殴るさ」

「優しく殴るって、意味がわからないな」

　と首を捻るアイオリスを押しのけるように進み出たセンレリゥムは、ひょいと右腕を上げた。

「ほれ、起きろ、先生」




　ごんっっ。




「ぎゃはぁっ!?」

　罠にかかった鴉からすのような気味の悪い悲鳴を上げてドレスドゥドが跳び起きた。

「何するの夜姫さま……あ？」

　自分を見下ろしている六つの冷ややかな目に気づいたドレスドゥドの視線が、きょときょとと揺れている。

「あ……あれ？　わたし……は」

　自分の体に視線を落としたドレスドゥドは、ようやく素っ裸のままであることに気がついた。

「い、いや〜〜、なんていうか、夜姫様が激しくってねぇ。あ、そこの胸覆いを取ってくれないかな、アイオリス」

　アイオリスは、むっとした顔で落ちている胸覆いを拾うと、ドレスドゥドの体に叩きつけた。

「はい、どうぞ。その垂れたお胸をさっさと隠してください」

「なんて酷ひどい言い草っ」

　大きく仰け反ったドレスドゥドだが、すぐにぐいと胸を張った。

「いやいや垂れてなんかいないし。ぜんぜん垂れてなんかいないし。まだまだ君たちにだって負けていないし。ほらほら、触ってみればわかるから。少なくともセンレリゥムよりは弾力があるから」

　裸の胸を突き出したドレスドゥドに向かって、センレリゥムは握った右手を左の掌てのひらで押し包み、盛大に指の関節を鳴らした。

「早く服を着ていただけないっすかね、ドレスドゥド先生。着る気がないなら、まずは先生を殴り倒して気絶させてから服を着せて差し上げてもいいっすけど」

　するとスナイデルッラが口を挟んできた。

「着せるのも面倒だから、いっそこのままの恰好で食堂にでもお連れしたらいいんじゃないかな？」

「わ、わかった。すぐに着るからそれだけは勘かん弁べんして」

　長椅子から立ち上がったドレスドゥドは、胸覆いを着け、拾った下帯を穿はき、上着を着て短たん裳もを穿き、白衣を羽は織おった。

「き、着たよ」

「では、夜まで我らにお付き合い願いますよ。夜までというか、夜姫様がご登場なさるまで、ですか」

「はいはい、仰せのままに」

　と応えて肩をすくめたドレスドゥドは、ちらっとティターニアに視線を向けた。

　彼女は戦せん陣じん侍じ女じよのときの侍女服のままだが、さすがに館の中なので軽装鎧は着用していなかった。

　それから顔を戻し、スナイデルッラに訊いた。

「今はもういないんだね？」

「ええ。今はティターニアですね」

「そっか。なかなか興味深いねぇ」

　うんうんと、ドレスドゥドは何度も頷いている。

「昨夜の体験も得え難がたいものだった。何しろ相手の顔も体もティターニアなのに、中身はバイオレッタ様だったんだものなぁ。いや、正直な話、半信半疑だったんだけど、夜のお供をしてわかったよ。たしかにあれはバイオレッタ様だった」

　アイオリスとスナイデルッラは顔を見合わせ、互いに目配せした。

「ティターニア、またわたしを弄んでよ」

　とドレスドゥドは意味深な顔で言うが、ティターニアは「？」を頭頂に浮かべて首を傾げている。

「あぁ、そうだったね。ティターニアのほうには夜のあいだの、つまり夜姫様になっているあいだの記憶がないんだっけな」

「よくわかりませんが……申し訳ございません」

　ティターニアは腰を折り、頭を下げた。

「べつに君が謝ることでもないさ。それより、お腹が減ったな」

「あ、気がつきませんで申し訳ございません。すぐに朝食の支度を」

「その前に湯ゆ浴あみがしたいな。せめて体を拭ふきたい。何しろ昨夜は夜姫様が激しくて、それはもう汗とかいろいろ体中がべとべとなんだ。いいだろ、アイオリス？」

「そうですね。我々も戦せん塵じんを洗い流したいですし。ティターニア、お湯の用意をしてくれないか」

「承知いたしました。この時間なら、すでに湯を沸わかしていると思います。見てきますので、少々お待ちくださいませ」

　身を翻ひるがえしたティターニアが部屋から出ていくのを見送った四人は、思い思いに椅子に腰を下ろした。




　待つほどもなくティターニアが戻ってきて、お湯の用意ができていることを告げた。

　四人は湯浴みをして汗や戦塵を流した後、さっぱりした服に着替え、朝食を摂とりつつ、今後の予定を話し合うのだった。
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　食後のお茶を飲み終わると、アイオリスが立ち上がった。

「あまり気は進まないが、兵や役人たちに、夜、重大発表があると告げてこよう」

　茶器を手にしたまま、センレリゥムがちらっとアイオリスを見上げる。

「そうだな。王ひ女め様の具合を心配する兵から質問攻めに遭ったからな、俺は。おまえも質問攻めに遭うぜ、アリス」

「仕方がないさ。わたし以外にやる者はいないのだから」

「たしかに、おまえの役目ではある」

「では、わたしは王ひ女め様のご遺体を整えておくよ。定期的に冷気を送らないと傷いたむし、夜まで王ひ女め様のお側についている」

「俺はどうすっかな」

　と顔を巡らすセンレリゥムに、アイオリスが言った。

「リゥムは先生のお相手を頼む」

「ん？」

「つまり、先生が館の侍女を襲わないかどうか見張ってろということだ」

「うっわ、酷いこと言われてるな、わたしっ！」

「先生が酷いことを言われるのは、先生が酷いことをするからで、言わば自業自得ではありませんか」

「だから。それが酷いと……ま、いいか」

　小さなため息を吐いたドレスドゥドは、投げ遣りな態度でアイオリスに向かって手を挙げた。

「誰も相手をしてくれる娘こがいないなら、仕方がない、センレリゥムで我慢するよ」

「仕方ないから我慢って、どういう意味だ、こら。また殴るぞ、先生？」

「勘弁してよ、センレリゥム。君に本気で殴られたら、わたしなんか、全身の骨が複雑骨折になって再起不能だよ」

「あなたは一度、再起不能になったほうがいいのではありませんか」

「アイオリスの暴言がわたしの心を傷つける！」

　とツッコんだドレスドゥドを無視してアイオリスは言った。

「いつまでも先生の相手をしていると仕事に差し障りが出る。わたしは行くから、あとのことは頼んだぞ、リゥム」

「おお、任せろ！　先生が何かおかしな真似をしようとしたら、両手両足の骨を折り、肘と膝の関節を壊して阻止するから」

「酷すぎだろ、もう」

　頰ほおを膨らませてドレスドゥドが不満の意を表した。

「では、行ってくる」

　アイオリスは手を振りながら部屋から出ていった。

「わたしは王ひ女め様の寝所へ」

　スナイデルッラがそう言うと、

「わたしも行くよ」

　とドレスドゥドが声をかけてきた。

「侍女に声をかけるとセンレリゥムに殴り殺されそうだし。せめて今日くらいはバイオレッタ様の側にいさせてもらうよ。というか、そもそもわたしはバイオレッタ様を診るために呼ばれたんだからさ。王ひ女め様の寝所にいないとおかしいだろ」

「ですね。ではお願いします。リゥムもいいか？」

　センレリゥムは大きく肩をすくめて応えた。

「いいも悪いもないさ」

「なら、寝所へ戻ろう」

　スナイデルッラ、センレリゥム、ドレスドゥドの三人は食堂をあとにしてバイオレッタの寝所まで戻っていった。
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　昼頃にアイオリスが顔を出した。

　案の定、バイオレッタが倒れたという話を聞いた兵や官かん僚りようから質問攻めに遭っていたらしく、うんざりしたという顔つきだった。

「軍や街の幹部には、それとなく王ひ女め様の具合がよくないことを匂わせておいた。今頃は下級兵や街の住人にも噂うわさが広まっているだろうな」

　それもアイオリスたちの狙っていることだ。

　いきなりバイオレッタが亡くなったと告げてもすぐには信じてもらえないだろうから、バイオレッタに何かよくないことがあったという噂を広めておこうという算段だ。

「まずは王ひ女め様が暗あん殺さつされたことを発表し、皆の度ど肝ぎもを抜く。それから王ひ女め様のご遺体を引き出し、皆に見せる。それで誰もが悲ひ嘆たんに暮れ、悲ひ憤ふんに駆られ、絶望に囚われるだろう。そこで夜姫様のご登場だ」

　アイオリスはすでに決めてある手順をもう一度、確認していく。

「夜姫様のことを説明しても、最初は誰も、なんのことかわからないだろうな」

　スナイデルッラの目に自嘲するような色が浮かんだ。

「説明されただけでは絶対にわからない。けれど実際に夜姫様が姿を現し、演えん壇だんに立てば誰もが納得するだろう。思い知るだろう。たしかにバイオレッタ様の魂は召喚され、ティターニアに宿ったのだということを」

「絶望から歓喜へ、というわけだな」

「そうだ、ルッラ。一度、絶望の淵ふちへ沈んだからこそ歓喜の度合いは大きくなる。歓喜というより狂喜だろうな」

「そうして熱狂した兵を引き連れ、夜姫様は最初の出撃をされるわけか。たしかにそれなら、砦の一つや二つ、軽く陥おとせそうな気がするわ」

　とセンレリゥムが低く唸ると、ドレスドゥドが口を挟んできた。

「アイオリス、君はいつからそんな策士になったんだい？　それとも、これはスナイデルッラの発案かな？」

「あれ？　やっぱり俺は候補に挙げられないっすか？」

「君の頭ず蓋がいの中には脳味噌じゃなくて筋肉が詰まっているんだろ、センレリゥム」

「ぐはぁっっ。止とどめを刺されたぁっっ」

　センレリゥムは左胸を押さえて腰を折った。

「いちおう、わたしの考えだと思っていただいてかまいませんよ」

「意味深な言い方だね」

　というドレスドゥドの皮肉を無視して、アイオリスは言葉を継いだ。

「兵や住民に事の次第を知らせる前に、まずは軍や街の幹部に報せなくてはならない。その際には、ここに入れて王ひ女め様のご遺体を見てもらう必要がある。王ひ女め様の死に顔を間近で見られるのは慚ざん愧きの念に堪たえないが、我慢するしかないな」

　そこで言葉を切ったアイオリスは、寝台に横たわっているバイオレッタの遺体に目をやった。

　王おう女じよの死に顔は安らかなものだった。

　まるで眠っているかのようだ。

　だからこそアイオリスは、まだバイオレッタの死を認められないのかもしれない。

　アイオリスはバイオレッタの顔から無理やり視線を引き剝はがした。

「では、わたしは兵の手配をしに行く。夜姫様が自ら兵を率いて出撃されるのだから、兵を武装させておかないとな」

「ご苦労だな、アリス」

「気にするな、ルッラ」

「あ〜〜、俺に手伝えることはないか、アリス？」

「大丈夫だ、リゥム。気遣い感謝する」

「いやまぁ気遣いってほどのことじゃないんだけどよ。無理するなよ？　今おまえまで倒れたら、洒落にならないからな」

「わかっている。では後ほど」

　寝所から退出していくアイオリスの足取りは、かなり重そうに見えた。

（少し眠ったくらいであいつの疲労が回復するはずがない。肉体的だけではなく精神的にも疲ひ弊へいしているんだ。今のあいつを動かしているのは、王ひ女め様に対する忠誠心と祖国復興に懸ける情熱だけ……なんだろうな）

　スナイデルッラはそう思うが、だからといって、いま何かをしてやれるわけではない。

（事が上手く運んで一段落ついたら、アリスの奴を存分に労ねぎらってやるさ。それまでは、あいつもわたしも目的に向かって邁まい進しんするしかないんだ）

　アイオリスが出ていった戸口をじっと見やったまま、スナイデルッラは改めて覚悟を決め、闘とう志しを燃やすのだった。

　そんなスナイデルッラを、ドレスドゥドが鋭い眼差しで見つめていた。
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　午後になると、黒騎士と赤騎士に連れられたラーエルテス王子がバイオレッタの館を訪れた。

　アイオリス、スナイデルッラ、センレリゥム、そしてドレスドゥドが顔を揃え、王子たちの応対に当たった。




　ラーエルテス王子は今年で十二歳。輝くような金髪は姉のバイオレッタと同様だが、それ以外はあまり似ていない。

　小柄で童どう顔がん、可愛らしい印象だから、女子に見み紛まがう者もいるかもしれない。

　母親は正せい妃ひではないものの、バイオレッタの母親より格上で、したがって王おう位い継けい承しよう権けんもバイオレッタの上位にある。

　とはいえ、まだ十二歳で軍を指揮する能力も経験もないから、復興軍では、あくまでバイオレッタの被庇ひ護ご者しやという位置づけだった。




　館に入ったラーエルテスは、

「すぐに姉ねえ様さまに会いたい」

　と言って迫ったが、アイオリスは、今は面会ができないことをドレスドゥド医士から告げさせ、医士の許可が出るまで自分の館で待機していてくれるように頼み込んだ。

　姉に面会ができないと言われたラーエルテス王子の動揺は一ひと方かたならぬものがあったが、赤騎士に諭さとされ、黒騎士に導かれ、いったん自分の館へと戻っていった。

　その場に残った赤騎士は、アイオリスに不安そうな顔を向けてきた。

「バイオレッタ様の具合、それほど悪いのか」

「……これはまだ赤騎士殿の胸の中だけに納めておいていただきたいのですが」

　と断って、アイオリスはことさら声を落とし、赤騎士に耳打ちするように言った。

「王ひ女め様は亡くなられました」

「な……なんじゃと？」

　老騎士は聞いた言葉の意味が理解できないという表情で目を瞬しばたたかせた。

「おぬし、いま、なんと言うた？」

「バイオレッタ王おう女じよ様は、バイデリュンヘン軍の放った刺客の手により暗こ殺ろされてしまったのです、赤騎士殿」

「な……な……な……」

　赤騎士が、今度は目を白黒させ、口をぱくぱくと動かした。

　アイオリスから目を離した赤騎士は、傍かたわらに立つスナイデルッラとドレスドゥドに視線を向けるが、二人は重々しく首を左右に振るばかりだ。

　その態度で赤騎士も、アイオリスの言葉が真実であることを悟った。

「だが……し、しかし……本当に本当なの……か」

「王ひ女め様の寝所へご案内いたします。人目につきたくありませんので、お静かにお願いします」

「わ……わかった」

　アイオリス、スナイデルッラ、センレリゥム、そしてドレスドゥドは赤騎士を案内してバイオレッタの寝所へと向かった。
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「おおぉ、なんということじゃ」

　バイオレッタの遺体が横たわる寝台の前に跪ひざまずいた赤騎士は声を殺して泣いた。

　スナイデルッラが魔術で冷気を作り出しているので部屋の中はひんやりとしている。

　アイオリス、スナイデルッラ、センレリゥム、ドレスドゥドの四人は頭こうべを垂れ、黙したまま赤騎士を見下ろしていた。

　やがて赤騎士は赤く腫はらした目をかっと見開いてアイオリスを見上げ、睨ねめつけた。

「貴様がついておりながら、どういうことだ、アイオリス！」

「返す言葉もございません」

　アイオリスは目を瞑つむり頭を下げる。

「終わりだ……これで復興軍は終わりだ。エルゲン王国の復興という我らの望み、潰ついえたも同然……」

　のろのろと立ち上がった赤騎士は天を仰ぎ、長ちよう嘆たんする。

（アイオリスだけではない。スナイデルッラとセンレリゥムがいながら……なんという取り返しのつかないことを……）

　赤騎士は血が滲にじむほど強く唇を嚙かんだが。

（……いや待て！　おかしいぞ。アイオリスめが何故こうも冷静なのだ。王ひ女め様が暗こ殺ろされたとなれば、この女なら、怒りにまかせて敵の本拠地まで単たん騎き駆がけしてもおかしくないであろうに）

　そう考えると、スナイデルッラやセンレリゥム、ドレスドゥドの態度もおかしかった。

　復興軍が消滅するかもしれないという絶体絶命の危機に陥ったにしては。

　復興軍を率いる希望の星が墜おちたにしては。

　少しも取り乱していない。

　どころか落ち着いている。

（いや、落ち着きすぎているな）

　衝撃の報ほうに接しながらもそこに気づいた赤騎士は、さすがに亀の甲より年の功と言えるのかもしれない。

「……何かあるのか、アイオリス？」

「赤騎士殿は復興軍の未来を心配されていると思いますが」

「当たり前じゃろうが！」

「ご心配には及びません」

「な……なんじゃと？」

「復興軍は、引き続き夜姫様が率います。これまでどおり、復興の戦いを、バイデリュンヘン軍に対する抵抗の戦いを続けます」

「ど……ど……どういうことじゃ!?　夜姫とは何者だ!?　何な故ぜそやつがいると戦いを続けられる!?　おい、誰かこの老いぼれにもわかるように説明してくれんか!?」

　赤騎士が情けない顔でアイオリス、スナイデルッラ、センレリゥム、ドレスドゥドの顔を順じゆん繰ぐりに見回した。

　センレリゥムはすぐに顔を逸らせたが、アイオリスとスナイデルッラは顔を見合わせ頷き合った。

「それは、こういうことなのです、赤騎士殿」

　一歩進み出たアイオリスは、虚きよ実じつを織り交ぜながら──バイオレッタはあくまで暗あん殺さつされたことにする──王おう女じよの死の詳細とスナイデルッラの死魂召喚の魔術を説明した。

　そして今、魔姫士の魔術でバイオレッタの魂は蘇り、夜のあいだだけティターニアの体に憑依して現れることを明かした。

　すべてを聞かされた赤騎士は、茫ぼう然ぜん自じ失しつといった体ていで呟いた。

「まさか……信じられぬ……そんなことが……あり得るのか……」

　のろのろと首を巡らせた赤騎士は、力のない視線をスナイデルッラに向けた。

　彼女は興奮も喜き色しよくも見せず、淡々と応えた。

「赤騎士殿が信じられないのも無理ありません。ですが、夜までお待ちください。夜姫様が話すお姿を見ればわかります。確信いたします。王ひ女め様が蘇られたことを」

「うぅぅむ……」

　赤騎士は低く唸って考え込んだ。

（にわかには信じられん。だが、そんな噓うそを吐ついたところですぐにばれる。アイオリスやスナイデルッラがそんな愚おろかしい真似をするとも思えん。ならば……本当に王ひ女め様は蘇られたのか）

「よかろう。夜まで待とう。そしておぬしらの言葉が真実かどうか見極めよう」

「お願いいたします」

　とアイオリスが頭を下げた。

「この話、ラーエルテス様にしてもよいか？」

　アイオリスは難しい顔で頷いた。

「そうですね。今この場で王ひ女め様のご遺体と対面いただくのはラーエルテス様には刺激が強すぎると思い、いったんお帰り願いましたが、いずれ話さないわけには参りません。王ひ女め様が暗殺された件、赤騎士殿のほうから黒騎士殿と王子様に上手く伝えていただけますか？　ルッラの魔術のことは、まだお伝えしなくてけっこうですので」

　赤騎士は渋面を作って低く唸る。

「むうぅ。それは……難題じゃな」

「王子様がある程度落ち着かれたところを見計らって、もう一度、こちらにお出でください。ですが、まだ他の者には決して口外しないようお願いいたします。今夜、夜姫様がご自身の口からご説明なさる予定ですので。よろしいですか？」

「……そうか。承知した」

（アイオリスとスナイデルッラの話が本当なら、復興軍の瓦解は阻止できよう。つまるところ、我らの祖国復興の戦いも続けられるということだが。何しろラーエルテス様はまだ幼い。王子が復興軍の指揮を執とれないのは火を見るより明らか……うん？）

　そこで赤騎士は微妙な問題に気がついた。

（王ひ女め様の御み魂たまが蘇ったとすると……王位継承権はそのままなのか？　いや、そもそも魂に王位継承権があるのか？）

　内心で首を捻る赤騎士だが、今はそこに拘こう泥でいしている場合ではないのを思い出す。

（とにかく。とにかく夜だ。夜になればこのわけのわからない事態にも見通しがつくであろう。王ひ女め様が蘇られたのなら、アイオリスの言うように、復興の戦いを戦い続けられよう。だが、王ひ女め様の復活が噓や誤魔化しならば……ラーエルテス様を復興軍首将に戴いて戦うことは、現状、不可能。さて、儂わしはどうすればいいのじゃろうな）

　赤騎士は泣き顔はそのままに内心で自嘲の笑みを浮かべた。
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　夕刻になって、赤騎士と黒騎士に連れられたラーエルテス王子がバイオレッタの館を訪れた。

　赤騎士から言い含められているのだろう、王子はそれとわかるほど取り乱してはいないが、顔色は蒼そう白はくで足取りが覚おぼ束つかないところを見ると、かなりの衝撃を受けているのは間違いなかった。

　出迎えたアイオリスとセンレリゥムによって、三人はバイオレッタの寝所まで案内された。

　主人が急病で伏せっている（ことになっている）ので館の中は静かだ。

　中でも寝所の周囲からは人が遠ざけられているため、静かすぎて逆に不安を煽あおるほどだった。

　深閑とした館の中に、石造りの廊下を歩くアイオリスたちの足音だけが響く。

　王女の寝所の扉のところで足を止めたアイオリスは、ゆっくりと振り返った。

「どうぞ、ラーエルテス様」

　アイオリスが扉を開けると、堪たまらずラーエルテスは室内に駆け込んだ。

　寝台の脇にはスナイデルッラとドレスドゥドが控えていた。

　その脇を通り抜け、ラーエルテスは寝台に突進し、精一杯背伸びをしてバイオレッタの顔を覗き込んだ。

「姉上様！」

　蒼白な顔色のバイオレッタは、もちろん返事をしない。目を開けようともしない。

　当然だ。

　そこに横たわっているのはバイオレッタではなく、バイオレッタの遺体なのだから。

　ラーエルテスの幼く可愛らしい顔が歪んだ。

「姉上様……」

　ラーエルテスはそっと手を伸ばしてバイオレッタの頰に触れたが、そのあまりの冷たさに、伸ばした手をびくりと引っ込めた。

「ご遺体の腐ふ敗はいが進まないように冷やしておりますので」

　そうスナイデルッラが言うと、ラーエルテスは彼女の言葉の一つに反応した。

「……遺体……」

　それで姉の死を実感したのだろうか、彼の目から涙が溢れ出した。

「さようでございます、ラーエルテス様。王ひ女め様は卑ひ劣れつなバイデリュンヘン軍によって暗殺されたのでございます」

　というアイオリスの言葉に、ラーエルテスはバイオレッタの遺体に取りすがって啜すすり泣きを始めた。

　傷いたましいその光景に、赤騎士と黒騎士は思わず目を背そむける。

　センレリゥムやドレスドゥドも目を逸らし、唇を嚙んだ。

　だが、アイオリスとスナイデルッラは、泣いている王子を凝視していた。




　ラーエルテス王子とバイオレッタ王女は母親が違うから、以前はそれほど親交が深かったわけではないが、どちらも王位継承権は低く、王位を狙う競争相手という間柄ではなかったため、気安い付き合いをしてはいた。

　バイデリュンヘン軍に侵略され、王都を逃げ出して以来、ラーエルテスはバイオレッタに庇護されてきたから、二人の関係は一気に親密さを増した。

　父も母も亡くしたラーエルテスにとって、バイオレッタは姉であると同時に母親代わりの存在になっていた。

　だからこそバイオレッタの死は、ラーエルテスにとって両親の死に勝るとも劣らない衝撃であった。




　泣き疲れて眠ってしまった王子を黒騎士が長椅子へと運び、そこに横たえた。

　元から口数の少ない黒騎士のこと、バイオレッタの死に接しても泣いたり喚わめいたりはしないが、王子を抱えて運ぶあいだも手放したあとも、まさに放心状態といった有様で、いつもの彼から感じられる迫力、存在感というものが消滅している。

（ま、しかたあるまいよ。儂も王ひ女め様のご遺体と対面した際は取り乱してしもうたのだからの。無ぶ骨こつ一辺倒のあやつにとって王ひ女め様は尊敬して止やまぬ存在じゃった。どれほどの衝撃を受けているか、想像に難かたくないわ。だが、黒騎士はいい。いずれ立ち直るじゃろう。問題はラーエルテス様じゃ。バイオレッタ様を亡くした衝撃から立ち直れんやもしれん。そうなれば、復興軍もいよいよ終わりよ）

　この時点で赤騎士は、アイオリスが語った「夜姫」という存在を大して当てにしてはいなかった。

　それも当然だろう。

　死者の魂を召喚するという魔術など見たことも聞いたこともなかったのだから、その実現を疑うのも無理はなかった。
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　アイオリスたちは侍女頭のテレジアが運んできた簡単な食事を摂とり、寝所でそのときを待った。

　食事を終えた赤騎士が窓の外を見ると、すでに外は夜の帳とばりに覆われていた。

　すでに九刻時半──およそ一九時頃──を回っているだろうか。

　顔を戻した赤騎士が、アイオリスとスナイデルッラの顔を交互に見やった。

「いつになったら現れるのだ、夜姫様とやらは？」

「とくに時間が定まっているわけではありませんので、何刻時だと断定はできません。ですが、そろそろだとは……」

　そのとき寝所の扉が勢いよく開いた。

　居合わせた全員がそちらに顔を振り向けると、そこにいたのはティターニアだった。

「おお、全員揃そろっているな。ふむ、赤騎士と黒騎士も来ていたか。なんだ、エルテスもいるではないか」

　凜りんとして覇気溢れる声が寝所に響き渡った。

　アイオリスとスナイデルッラ、そしてセンレリゥムとドレスドゥドは、彼女がもはやただのティターニアでないことを知っている。

　だから四人は椅子から立ち上がり、ティターニアに対して恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

　赤騎士と黒騎士も、召喚されたバイオレッタの魂がティターニアに宿っていることを聞かされてはいた。

　しかし二人は、部屋に入ってきた者の見た目に反応した。

　扉を開け放した侍女服姿のティターニアがその場で腕組みをして仁に王おう立だちになって、室内を睥へい睨げいしているのだ。

　ここはバイオレッタの寝所。

　しかも、寝台にはバイオレッタの遺体が安置されている。

「侍女風ふ情ぜいが不敬であろう！」

　と赤騎士と黒騎士がいきり立ったのは、むしろ当然の反応だった。

「赤騎士殿！」

　とアイオリスが窘たしなめるのを、ティターニアが手を挙げて制した。

「かまわん、アイオリス。赤騎士や黒騎士が怒るのも無理はない。何しろ吾の見た目はティターニアなのだからな」

「……あ」

　怒りの形相で右手を挙げていた赤騎士が、戸惑いの顔になって身動きを止めた。

　黒騎士のほうも、全身から発散させていた憤ふん怒どの気配が薄らいだ。

「いや……しかし……」

　自信満々、はきはきと、むしろ覇は気き覇は気きと語りかけるティターニアは、たしかにいつもの彼女とは受ける印象が違っていた。

　六ろく姫き士しに対してあのような態度を取れる者は、エルゲン王国広しと雖いえどもバイオレッタ王おう女じよ以外には誰もいない。

　国王が健在の頃でも、バイオレッタの直臣である六姫士には、あのような態度は取れなかったのだ。

　王女付きだったとはいえ、侍女風情が取れる態度ではない。

　というより、戯たわむれにでも亡くなった王女の物真似をしろと言われれば、いちばん大きな拒絶反応を示す立場にあるのがティターニアだろう。

　それを思えば、彼女のあの態度は、不敬とか不遜などという言葉で説明がつくものではない。

「ま……まさか……本当に王ひ女め様……なのか……いや。なのでありますか？」

　震える声で赤騎士がそう問うと、ティターニアは呵か々か大たい笑しようした。

「ははははは、赤騎士が疑うのも当然だな。だが吾は吾だ。即ち、吾はバイオレッタ・バイス・エルゲンの魂ぞ。バイデリュンヘン軍に暗こ殺ろされたが、こうして黄よ泉みの国から蘇ったのだ」

（笑い方まで王ひ女め様そのものではないか。ならば、あれは本当に……）

　とは思うものの、赤騎士はまだ目の前に立つ人物がバイオレッタだとは認められないでいた。

　認めるというより、その覚悟を決めきれていないと言うべきだろうか。

　それは黒騎士も同じで、二人は互いに顔を見合わせたまま立ち尽くしている。

「二人とも、まだ信じられないのか？　それとも、見た目がティターニアなので、誇り高い二人としては頭を下げ難にくいのか？」

「あ、いえ、そういうことではないのですが、その……」

　目を細めたティターニアは、ゆっくりと歩を進めてきて、部屋の中央で立ち止まった。

「おぬしたちが頭を下げ難いのなら、下げ易やすくしてやろう」

　そう言うや否や、ティターニアはいきなり侍女服を脱ぎ始めた。

　それにはアイオリスたちが仰天してしまう。

「よっ夜姫様、何をっっ!?」

　慌てるアイオリスを後目に、侍女服を脱ぎ捨て下帯と胸覆いだけになったティターニアは、上体を反らせ大きな胸を大きく張った。

「どうだ、赤騎士、黒騎士。見事なものだろう？」

　脱衣するティターニアを呆然と見やっていた二人だが、はっと我に返り、慌てて目を逸らすと同時に思わず片膝を落としてしまった。

「臣下の前でそのようなはしたない真ま似ね、どうかお慎つつしみくださいませ」

「ほほう」

　ティターニアは、にんまりと笑う。

「はしたない真似をするな！　と叱るのではなく、跪いて『慎んでくれ』と諫かん言げんするか。それは侍女風情に対する態度ではないな、赤騎士よ」

　赤騎士は片膝を落とした体勢のまま、う、と呻うめいて固まった。

　こめかみに、脇わきの下に、冷や汗が浮かび、流れ落ちる気がする。

　赤騎士ほど物事を深く考える質たちではない黒騎士は、すでに覚悟を決めていた。

　彼は片膝をついた体勢で深々と頭を垂れ、

「バイオレッタ様」

　と腹に響く低い声で呼びかけてきた。

「ご復活、おめでとうございます」

　冷静に考えるとかなり変な挨拶だが、彼の覚悟と決断を知ることはできる。

「ランディよ」

　黒騎士は、盟友である自分だけに許されている通称で赤騎士を呼んだ。

「あれはバイオレッタ様だ」

「し……しかしの」

「信じられなければ、そう思え。思い込め」

　真偽を疑うより、そう決めて、そう認めて、これまでどおり復興の戦いを続けていくほうが大事だと黒騎士は言っているのだ。

「……ぬしの言うとおりやもしれんな」

　赤騎士も黒騎士同様、片膝をついたままティターニアに対して深々と一礼した。

「我ら二人、これまでどおりバイオレッタ様に従い、復興の戦いに臨のぞむ覚悟でございますれば、どうか数々のご無礼、お許しください」

　二人の態度を見て、アイオリスやスナイデルッラ、センレリゥムは大きく安あん堵どの息を吐はいた。

「認めてくれればそれでいい。さぁ、二人とも立つがいい」

「ありがたきお言葉」

　立ち上がった二人に対して、ティターニアがなおも言葉をかけた。

「だが吾は一度死んでティターニアの体に蘇った者だ。バイオレッタそのものではない。向後は吾のことを夜姫と呼ぶがいい」

「夜姫様……でございますか？」

「そうだ。吾は夜のあいだしか出てこられない。つまり、吾の魂がティターニアに宿るのは夜のあいだだけということだな。だから夜姫なのだ」

「承知いたしました、夜姫様」

　そう言って赤騎士と黒騎士が叩こう頭とうした瞬間、実質的に夜姫が復興軍の首将として君くん臨りんしたといっていいだろう。

（ふぅん。果か断かんな行動力と見事な手際。まさにバイオレッタ様だな。これはいよいよ、わたしもスナイデルッラの魔術を認めないわけにはいかないか？）

　一人、冷静な目で赤騎士と黒騎士、ティターニアのやりとりを観察していたドレスドゥドもそう思わざるを得ないほどティターニアの、いや、夜姫のやり方は、あまりにもバイオレッタらしかった。

「今こ宵よい、吾は兵を率いてライオネルの街まで走るつもりだが、行きがけの駄だ賃ちんとして敵の砦を一つくらい陥おとしていこうと思っている。二人が共に来てくれると心強いのだが、どうだ？」

「それはそれは」

　赤騎士は両手を広げ、黒騎士は手を打って、それぞれ歓迎の意を示した。

「「もちろんお供いたしますとも」」

　だが、二人の思惑は少しばかり違っている。

　黒騎士は夜姫の部隊に加わってバイデリュンヘン軍部隊と戦えることを単純に喜んでいるようだが、赤騎士の思惑はもう少し複雑だ。

　彼は夜姫の采さい配はいが生前のバイオレッタと変わらぬものかどうか、今夜の夜や襲しゆうで確かめることができると考えたのである。

（態度やしゃべり方のみならず、采配までバイオレッタ様のものであれば、これはもう否いやでも応でも認めなくてはならんからの。つまり、夜姫様に対する最終試験というわけじゃな。不遜な考え方じゃが、儂の立場としてはそのくらい慎重を期したい）

「よし！　では決まりだな。アイオリス、兵を集めよ。吾が兵どもに事情を説明する」

「いえ、夜姫様、まずは服を着てくださいましよ」

「ん？」

　夜姫は自分の体を見下ろした。

　なるほど、下帯と胸覆いしか着けていない。

「これでは不ま味ずいか？」

「不味いに決まっていますっ！」

「そうか。では仕方ない。服を……いや、夜姫として兵の前に登場するのだから、侍女服を着ていては不味い。ティターニア、吾の戦闘服を持て……って、吾がティターニアではないか！」

　夜姫の一人ノリツッコミに、アイオリスがずるっとずっこけた。

「むうぅ、時と場合によってはなかなか面倒なものだな」

　腕組みをして夜姫が唸っていると。

「ん……ん……あれ？」

　部屋が騒がしくなったため、眠っていたラーエルテス王子が目を覚ました。

　王子は、きょときょとと室内を見渡していたが、やがて自分のことを慈いつくしみの籠もった目で見つめている夜姫と目が合った。

　とはいえ、今のラーエルテスの目には彼女はバイオレッタの侍女ティターニアとしか映っていないわけだが。

「えぇと？」

　首を傾げるラーエルテスに、夜姫が笑いかけた。

「エルテス、ずいぶんと泣いたようだな。目が真っ赤だぞ。まったく、おまえは泣き虫で困る。そんなことでは新生エルゲン王国を任せることなどできないぞ」

「あ……姉上様？」

　見た目はティターニアなのに、その喋しやべり方は完全にバイオレッタのものだったから、ラーエルテスは大いに混乱した。

「え？　これ、なに？　姉上様は死んだんじゃ？　だって、あそこに寝ているよ？」

　ラーエルテスは寝台の上に横たわるバイオレッタの遺体を指さした。

「どういうこと、ランデニゥス？」

「うむむ、説明が難しゅうございますな」

　と言って、赤騎士は助けを求めるようにアイオリスやスナイデルッラに目を向けた。

「説明など、あとでいい。まずは再会を喜び合おう、エルテス！」

「あ、はい、でも？」

「さあ、遠慮は無用だ、おまえの姉の胸に飛び込んでこい、エルテス」

　夜姫が大きく両腕を広げた。

「えぇと……」

　どうしていいのかわからず、長椅子の上に身を起こしたまま、ラーエルテスの視線がきょときょと揺れている。

「おまえが来ないのなら、こちらから行くぞ、エルテス」

　そう言うや否や、夜姫は大きな胸を揺らして駆け寄り、膝を曲げ腰を折り、長椅子の上のラーエルテスを抱きしめた。




　むぎゅうぅ。




　小柄なラーエルテスの小さな顔が、胸覆いのあいだの深い谷間に埋まってしまう。

「むがっっ？」













「ははは、エルテスはこうして吾の胸に抱かれるのが好きだったな？」

「むがががっっ？」

「どうだ、久しぶりに味わう姉の胸は？」

「むがむがむがっっ!?」

　完全に顔が埋まったラーエルテスは、なんとか逃れようと腕を振り回すが、夜姫はきつく抱いたまま逃がしてくれない。

　ラーエルテスが窒ちつ息そくする危機に見舞われているが、赤騎士も黒騎士も、半裸の夜姫を直視できず目を逸らせている。

　この状況で王子の助けに入るなど以もつての外ほかだった。

「よ、夜姫様」

　堪たまらずアイオリスが割って入った。

「ラーエルテス様が窒息死してしまいます」

「ん？」

　腕の力を緩めた夜姫が自分の胸元を見やると、ラーエルテスの頭が完全に胸の谷間に埋まっていた。

「おお、これは失敗した。この胸は吾のものではなくティターニアのものであることをすっかり失念していた」

　夜姫がラーエルテスを手放すと、彼の体がぼとりと長椅子の上に落ちた。

「きゅうぅぅ」

　真っ赤な顔のまま目を回しているラーエルテスを見下ろすと、夜姫は低く唸った。

「ふむぅ。この状況に慣れるまでは、体の扱いがなかなか難しいな。しかし」

　ラーエルテスから視線を戻した夜姫は、しげしげと自分の胸元を見やった。

「生前の吾はどれほど強くエルテスを抱いても窒息することなどなかったというのに、相変わらずけしからん胸をしているな、ティターニアは。いや」

　夜姫は、自分の手で自分の両胸をむぎゅっと鷲わし摑みにした。

「これはもはや吾のものだから、怒るよりも喜ぶべきところか？　誇るべきところか？　自慢すべきところか？　どうなのだ、アイオリス？」

「いえ、どうなのだと言われましても」

　アイオリスは思い切り情けない顔になる。

「まぁ、それはいい。それよりも」

　夜姫は目を回しているラーエルテスの頰を軽く叩いた。

「ほら、起きろ、エルテス」

「あぁ……は……い……」

　ラーエルテスが薄く開いた目を夜姫は見据えた。

「おまえの姉はここにいる。夜のあいだ限定だが、これからもおまえの側にいておまえを見守っている」

「あの……本当に本物の姉上様……」

「本物と言っていいかどうかは微妙なところだな。吾はティターニアの体に宿った魂に過ぎないのだから」

「たましい……」

　ラーエルテスは、その言葉の意味を探すように小首を傾げた。

「だがな、エルテス。魂であろうと夜のあいだだけであろうと、吾がおまえの姉であることに違いはない。少なくとも吾はそのつもりだぞ。あとは、おまえが吾を姉と認めるかどうか、という問題だけだ」

　そう言って夜姫は、なおも王子の顔に己の顔を寄せ、彼の瞳を覗き込んだ。

　ラーエルテスの瞳に映るのはティターニアの顔。

　しかし。

「姉上様っっ！」

　ラーエルテスは嬉うれし涙に頰を濡らし、夜姫の体に抱きついた。

「ははは。だからおまえは泣き虫で困ると」

　夜姫は優しくラーエルテスの頭を撫なでながら、彼の耳許で力強く断言する。

「必ず吾が祖国からバイデリュンヘン軍を一いつ掃そうし、おまえを新生エルゲン王国の国王位に即つけてやる。だから」

　夜姫はにっこりと笑った。

「もう泣くな」

　凜々しく清すが々すがしく、それでいて優しい笑顔だった。

　ラーエルテスは涙に濡れた顔を上げ、嗚お咽えつしながら頷いた。

「は……い姉上様……」

　他国に嫁いだ第一王女を除けば、今や生存が確実なエルゲン王家の王族はラーエルテスしかいない。

　その彼が認めたとき、名実ともに夜姫は復興軍の首しゆ将しようとなったのだった。

（これでコルネが何か言ったとしても、仮に夜姫様の正当性に疑ぎ義ぎを挟んだとしても、問題はなくなった。夜姫様は見事に外堀を埋めてしまわれたのだ）

　その手際の鮮やかさは、やはりバイオレッタのものだった。

（サンドリヨンスとカオルゥはおとなしく従うだろうしな。一時は絶望に囚われたが、これでもう問題はあらかた解消したとさえ言えるだろう）

　アイオリスは復興の未来に大いなる手応えを感じていた。
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　バイオレッタの服──少しばかり丈が長く、代わりに胸元がきつかったが──を着た夜姫は館の主立った者を寝所に集め、事情を説明した。

　バイオレッタの遺体を見た者の多くが茫然自失という体だった。

　残りの少数は悲嘆に暮れ、動揺し、慟どう哭こくした。

　彼らもまたバイオレッタ王女に魅せられた者たちだった。

　単なる主従というだけではない結びつきが王女とのあいだにあったのだ。

　王女の寝室は悲しみの空気で満たされた。

　しかし。

　そんな彼ら、彼女らも、夜姫の力強い言葉に我に返った。

　魂が召喚されティターニアの体に憑ひよう依いしたという話はとうてい信じられないものだったが、夜姫の威風堂々とした態度と口調に、いつしか皆が呑のみ込まれていた。

　全員がバイオレッタに仕えていた者で、つねに間近で王おう女じよを見ていたのだ。

　その彼ら彼女らから見ても、夜姫はバイオレッタであった。

　見た目がかつての同どう僚りようティターニアであることに違和感は拭ぬぐいきれないものの、そんな夜姫を六姫士の三人と弟王子、そして王子の家臣である赤騎士と黒騎士が首将と仰あおいでいるのだから、すぐに違和感も薄れた。

　館の者を納得させると、夜姫はアイオリスに命じた。

「よし、では政せい庁ちよう舎しやから主立った幹部を呼んで来い。彼らに事情を伝えた後、皆を引き連れて街の広場へ向かおう。吾が向かうまでに兵と住民を集めておくように」

　アイオリスは侍女頭のテレジアに、館の者を街に出して夜姫の言葉を触れ回るようにと手配をした後、自ら政庁舎に乗り込み、そこに待機していた執しつ政せい官かん以下、数名の上級幹部を館まで連れてきた。
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　バイオレッタの遺体と対面した幹部連も、館の奉ほう公こう人にん同様、茫然自失となった。

　寝台の前に跪き、泣き出す者もいた。

　絶望のあまり、その場にへたり込む者まで出た。

　しかし彼らも、堂々とした態度の夜姫から説明を受け、六姫士やラーエルテス、赤騎士や黒騎士が、彼女をバイオレッタの魂が宿った夜姫であると認めていることを知り、やがて鎮まり納得したのも、館の者たちの場合と同様だった。

　いや、納得したというより、誰もが夜姫という存在に縋すがったといったほうが正しいのかもしれない。

　絶望的な状況を打開してくれそうな存在に希望を託たくしたのかもしれない。

　そうしなければ、自分たちの拠よって立つ場所がなくなってしまうのだから。

　彼らの実際の心情がどうであれ、集まった全員が夜姫のことを復興軍の、そして新生エルゲン王国の指導者だと認めたのだった。




「よし。では、いよいよ兵と民の前に出よう。アイオリス、吾の鎧を持て」

「はっ。夜姫様」

　用意されたバイオレッタの鎧は、夜姫には少し窮きゆう屈くつだった。主に胸部が。

「うぅむ、キツい。だが、夜姫として皆の前に立つ以上、吾の鎧を着ないわけにもいかない。我慢するしかないな」

　アイオリスやセンレリゥムに手伝わせて巨大な胸を鎧に押し込んだ夜姫は、顔を顰しかめて身み動じろぎをする。

「胸はキツいが、着丈は長めだな。手甲や長ちよう靴かも長めで動きづらい。早めに新しい鎧を作らなくてはならないぞ、これは」

　などとぼやいた夜姫だが、すぐに気を取り直し、王家の剣を手に取った。

「吾の遺体を棺ひつぎに納めよ、アイオリス。しかる後に棺を引いて街の広場に出よう。演壇の用意はできているな？」

「はい、夜姫様」

「それとアイオリス。城門と城壁の警備を厳しくしておくように。バイデリュンヘン側の間かん諜ちようが街から出ていかないようにな。まだ吾のことを敵に知られたくはない。こちらが望む最高の時機で敵に報せたいからな」

（そこまで考えているか、夜姫様は）

　驚きと喜び相半ばする思いで、アイオリスは一礼した。

「承知いたしました」




　アイオリスは警備強化の手配を手早く済ませ、用意させた棺にバイオレッタの遺体を納め、生前、王女に近きん侍じしていた者たちに担がせた。

「では、参る」

　鎧の上から羽織った羽織り物の裾を翻し、夜姫は颯さつ爽そうと部屋の外へ歩いていく。

　その後ろ姿を見て、居合わせた誰もが思った。

　バイオレッタ様は未いまだに自分たちと共にあると。

　蘇ったバイオレッタは今や夜姫となったわけだが、彼女がいれば復興の戦いもなんとかなるのではないかと。

　エルゲン王国の未来も閉ざされてはいないのではないかと。




　そしてその夜の戦いで、人々の希望は、期待は、願いは、確信に変わるのだった。
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　街の広場に集結した兵や市民の代表者を前にアイオリスが声を張り上げた。

「みな、よく集まってくれた」

　広場の奥まったところには、急いで組み立てられた小ぶりの櫓やぐらが建っている。

　高さは二ヤルド（五メートルあまり）近くあるだろうか。

　木材で組まれた櫓の上部には一ヤルド四方の演えん壇だんが設しつらえてあって、鎧に身を固めたアイオリスはそこに仁に王おう立だちになっていた。

　広場を埋め尽くす兵や主立った市民の数は軽く千人を超えているだろう。

　なのに夜の広場はしんと静まりかえり、無む駄だ話どころか咳せき払ばらいの声一つ聞こえない。

　広場に入りきれない兵や市民は別の場所に控えていて、あとで隊長や代表者から話を伝える手筈になっていた。

「今夜は悲しい報しらせと嬉うれしい知らせがある。最後まで聞いてくれるとありがたい」

　アイオリスがそう言うと、兵や市民は互いに顔を見合わせたり、何事かと囁ささやき合ったりした。

「まず悲しい報せからだ」

　というアイオリスの言葉に、たちまち私語は止やみ、辺りは元通り静まり返った。

「バイオレッタ様がバイデリュンヘン軍の卑劣な罠にかかって狙撃され、お命を落とされたのだ！」

　広場に集まった誰だれもが我が耳を疑った。

　何の冗談だと眉を顰ひそめる者もいた。

　思わず悲鳴を上げる者も。

　堪たまらず怒ど声せいを上げる者もいた。

　だがアイオリスは、かまわず言葉を継いでいく。

「次に嬉しい知らせだ。バイオレッタ様はお命を落とされたが、魔ま姫き士しスナイデルッラの魔術により、その魂たましいが消滅する前に召しよう喚かんされ、この世に繋ぎ止められた！」

　広場に集まった兵や市民の誰もが──悲鳴を上げた者も叫んだ者も等しく──ぽかんと口を開け、アイオリスが何を言っているか理解できないといった顔になった。

「魔術には制約があり、王ひ女め様の御み魂たまは夜にしか現れない。したがって我らは、バイオレッタ様の御魂が宿りし存在を『夜よる姫ひめ様』と呼ぶことにした！」

　ざわざわと広場がざわめき始めた。

　しかし、何か言おうとして口を開きかけると、周囲から静かにしろと窘たしなめられ、それ以上ざわめきが広まっていくことはなかった。

「バイオレッタ様の御魂を宿したのは、王ひ女め様の戦せん陣じん侍じ女じよを務めていたティターニアである。彼女はつねにバイオレッタ様と共にあり、つねにバイオレッタ様に仕え、バイオレッタ様への忠誠心は並なみ外はずれていた。そんな彼女こそ、バイオレッタ様の御魂を現世に繋ぎ止めるための依より代しろに相応ふさわしかった。ティターニアは命の危険を顧かえりみず、己おのれの体をバイオレッタ様のために差し出してくれたのだ」

　そこで言葉を切ったアイオリスは、聴ちよう衆しゆうの反応を確かめるように広場を見渡した。

　兵も市民も反応に困っているように見える。

　しかし、少なくとも一笑に付す者はいないようだ。

　兵も市民もアイオリスの真面目な性格をよく知っている。

　このような場で冗談を言うはずがないことをわかっている。

　それでも彼女の言葉を信じ切れないのも、また事実だった。

（この程度の反応は想定の範囲内。むしろ異議を唱える者、食ってかかる者、騒ぎ出す者がいないのだから、反応は上々と言える）

　アイオリスは、櫓の傍かたわらに控えているスナイデルッラを見下ろした。

　彼女もまた同じように感じているのだろう、アイオリスのことを見上げ、真剣な顔で頷いてきた。

　それを心強く感じながら、アイオリスは高々と王家の剣を天に向けて突き上げる。

「では夜姫様にご登壇いただこう！　全員、夜姫様の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見逃すな！　夜姫様の一いち言ごん一いつ句くを聞き逃すな！　その目で、その耳で確かめよ！」




　最初は、まず聴衆にバイオレッタの遺い体たいを見せて彼女の死を事実として受け容いれさせてから夜姫が登場……というのがアイオリスの考えだったが、夜姫に相談したところ、

「先に吾われが姿を見せ、吾の口から説明するのがいいだろう」

　と言われたので、手順に少しばかり修正を施ほどこしてあった。




　千を越える兵と市民の目がアイオリスの掲げる王家の剣に集中した。

　アイオリスは剣が水平になるまでゆっくりと下ろし、鞘さやの先端で右手を指し示した。

「夜姫様、お願いいたします！」

　広場の全員の目が──兵や市民だけでなく、後方に控えている市の幹かん部ぶやラーエルテスの臣しん下かたちも、アイオリスの持つ剣の鞘尻が向いた方向を息を呑んで見つめた。

　すぐに一人の女性が、羽織り物マンテラを翻ひるがえしながら櫓に向かって颯さつ爽そうかつ堂々と歩み寄ってくるのが見えた。

　広場の前のほうにいる兵や市民にはその姿が目に入ったが、後方にいる者たちには前に立つ者が邪魔になって見えていない。

　それでも周りの雰囲気から、アイオリスが「夜姫」と呼ぶ存在が登場したことは察知できた。

　前に立ち並ぶ者は少しでも近づこうと歩を進め。

　後ろに立ち並んでいた者は精一杯、背伸びをした。

　現れた者が櫓に取り付けられた梯はし子ごをするすると登っていく。

　すぐに演壇上まで登り切ったその者は、己の姿を見せつけるように演壇の端に立ち、集まった兵や市民を睥へい睨げいした。

　演壇の上では篝かがり火びが燃えているから、なるほど、着用しているのはバイオレッタの鎧であるのが遠目にもわかる。

　だが、最前部に立つと演壇で盛んに燃えている篝火からは逆光になる上、演壇自体がかなり高いところにあるため、櫓に近い場所にいる兵や市民でも、演壇に登った夜姫の顔かお貌かたちをはっきりと視認した者はほとんどいない。

　先ほどアイオリスが、

「ティターニアが依り代となった」

　と言ったから、あれはティターニアなのだろうなと想像するだけだ。

　その辺りも、アイオリスやスナイデルッラの計算のうちであった。

「夜姫様、どうぞ」

　跪ひざまずいたアイオリスが王家の剣を両手に持って恭うやうやしく差し出すと、相手は演壇の中央に戻っていって、無む造ぞう作さにそれを引っ摑んだ。

　立ち上がったアイオリスは、もう一度、兵や市民に向かって叫んだ。

「夜姫様からお言葉をいただく！　全員、静せい聴ちようせよ！」

　潮が引くようにざわめきが消え、夜の広場が一種異様な緊張で満たされるのを確認すると、アイオリスは素早く櫓から下りていった。
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「聞けよ、勇気ある兵ものども！　聞けよ、善良なる市民たち！」

　夜姫の言葉が夜の静寂しじまを破って広場に轟とどろいた。

「吾は夜姫！　暗あん殺さつされたバイオレッタの魂である！」

　兵も市民も、視線を夜姫に注いだまま身み動じろぎもせずに聞き入っている。

「そう、吾は暗こ殺ろされたのだ！　卑劣なバイデリュンヘン軍によって射い殺ころされたのだ！　奴らは凱がい旋せんする吾を森の猟りよう民みんを装って待ち伏せ、猪いのししを射るように吾を射た！　吾は三本の矢を体に受け昏こん倒とうした！　その場に居合わせたアイオリスやスナイデルッラ、センレリゥムが必死に介抱してくれたが、矢はいずれもが致ち命めい傷しようだった！　吾はその場であえなく絶命した！」

　言葉を切った夜姫が広場を見渡すと、誰もが自分を注ちゆう視ししたまま話に聞き入っているのがわかった。

　夜姫は満足そうに頷き、再び口を開いた。

「と言葉だけで説明しても、吾の死をそう簡単には信じられないだろう。そこで今から吾の遺体を納めた棺ひつぎを回す。皆はその目で吾の死を確かめるがいい」

　ざわりと広場がざわめいた。

　夜姫の合図と共に、後方から棺を担いだ一団が現れ、広場に集つどう群衆のほうへと進み始めた。

　兵や市民が我先にと棺の周りに群がるのを、先導役のアイオリスとセンレリゥム、黒騎士たちで遮さえぎり、進路を確保する。

「前に立つな！　進路を遮るな！　いま順番に回っていく！　横から拝見せよ！」

　棺の蓋ふたは開けられ、死に装しよう束ぞく姿で横たわるバイオレッタの遺体は丸見えだ。

　死に装束の前面には穴が開けられ、刺さった鏃やじり──ドレスドゥドがすり替えたバイデリュンヘン軍の物──が覗けるような細工が施してあった。

　遺体を確認した兵や市民は悲鳴を上げ。

　遺体に刺さる鏃を認めた兵や市民は怒りに満ちた唸り声を上げ。

　棺がしずしずと進行するにつれ、広場に悲嘆と憤いきどおりが満ちていく。

　広場を棺が一巡する頃には、悲嘆と憤りは最高潮に達しようとしていた。

　バイオレッタの遺体を納めた棺はアイオリスたちに先導されて広場を一巡した後に、元来た櫓の後方へと消えた。

　アイオリスは素早く櫓に登り、再び壇上に立った。

　広場を埋め尽くす市民と兵のあいだからは悲しみと怒りの色が濃厚に漂い、夜の空気が揺らめくようだ。

「では、もう一度、夜姫様からお言葉をいただく！」

　アイオリスがそう叫ぶと、ざわめいていた広場は静まり返った。

　バイオレッタ王おう女じよの復活を信じられない者であっても、彼女の死だけは受け容いれざるを得なかった。
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「そうだ。吾は死んだ。皆がいま見たように暗こ殺ろされたのだ」

　深しん閑かんとした夜の広場に、凜りんとした夜姫の声が響き渡った。

「アイオリスたちは、吾が急病で倒れたことにして大急ぎでゲーリンゲンの街に戻ってきた！　そうして吾の館に吾の遺体を運び込み魔術の準備を始めたのだ！　死し魂こん召しよう喚かん！　その魔術が成功すれば死者の魂を現世に繋ぎ止めることができる！　もはやそれを試すことしかアイオリスとスナイデルッラには残されていなかった！」

　それまで無風だった夜の広場を一陣の風が吹き抜けた。

　篝火の炎が揺れると、炎に照らされた夜姫の顔と体が、夢む幻げんの如ごとき儚はかなさで揺らめいたように見えた。

「魔術に失敗すればティターニアは命を失っていただろう。スナイデルッラも同様だ。それでもティターニアは吾のために己の体を差し出した。スナイデルッラは命を賭として危険な魔術に挑んだ。そのおかげで、吾はこうして、ここに蘇ることができたのだ」




　櫓の下でスナイデルッラの隣に立っているセンレリゥムが、そっと顔を近づけて囁ささやくように訊いた。

「ルッラ、おまえ、命懸けだったのか？」

「……いや、わたしはそこまで危険だったわけではない……のだがな」

「じゃあ、今のは？」

「夜姫様が盛ってくださったのだろう」

「そうか。まぁ、盛るとか盛り上がるとか大好きだったもんな、王ひ女め様」

「いいから。おとなしく静聴していろ、リゥム」

　とスナイデルッラから窘たしなめられ、センレリゥムは右手で自分の口を塞ふさいだ。




「もっとも魔術の制約上、吾の魂が現世に出現できるのは夜のあいだだけ！　それ故、吾は夜姫なのだ！　蘇った吾が思うことはただ一つ。それは死ぬ前も死んだ後も変わらない。祖国の完全なる復興、ただそれのみだ！」

「おお！」

　と何人かの兵が応じる声が聞こえた。

「だが、死ぬ前と死んだあとで変わったこともある。バイデリュンヘン軍に対する憎しみの度合いは大いに増した。何しろ奴らは吾を暗こ殺ろしたのだからな。その報いを受けさせなければ気が済まない！」

「おおお！」

　広場のあちこちから応じる声が聞こえてきた。

「バイデリュンヘン兵を叩き出すだけでは終わらせない。吾らの祖国を汚した者は一人残らず殺す！」

「おおお──！」

　居並ぶ兵たちが咆ほう哮こうし、右手を突き上げた。

「美しき吾らの祖国を！　父祖から受け継いだ祝福の地を！　バイデリュンヘン軍から取り戻せ！」

「取り戻せぇぇぇ！」

「そのために剣を取れ！　槍やりを振るえ！」

「剣を取れえぇぇ！」

「槍を振るええぇえぇ！」

「バイデリュンヘン兵を鏖みなごろしにするのだ！」

「鏖だぁあぁぁあっっ！」

　広場を絶叫が埋め尽くした。

　兵だけでなく、市民までもが右手を突き上げ雄叫おたけびを上げている。

「剣を取れ──っ！」

「祖国を取り戻せ──っ！」

「バイオレッタ様の仇かたき討うちを──っ！」

「バイデリュンヘン兵を殺せ──っ！」

「夜姫様と共に──っ！」

　誰かがその名を叫ぶと、周囲の兵が、市民が、連れん鎖さ反応を起こした。

「夜姫様と共に──っっ！」

「「「「夜姫様と共に──っっ！」」」」




　その名の連呼は自然発生的に起きたのか。

　はたまた群ぐん衆しゆうに潜り込ませた夜姫の手の者が先導したのか。

　それは定かではなかったが、夜姫が登とう壇だんして間もないというのに、彼女がバイオレッタの後こう継けい者しやであることを、復興軍の首将であることを認めない者は、もはや広場には誰一人としていなかった。
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　広場を響どよもす兵と市民の喚かん声せいを、歓声を、満足そうな顔で聞いていた夜姫は、不意に右手を動かした。

　手にした王家の剣を、その鞘尻で天を指すように垂直に伸ばした。

　夜姫に向かって手を振り上げ叫んでいた兵や市民が動きを止め口を閉ざすと、広場に夜の静けさが戻ってきた。

　なんと見事な、とアイオリスは舌を巻く。

（他者の心を摑み魅み了りようするのは王ひ女め様の十お八は番こだったが、それにしてもこれは……）

　アイオリスは喜ぶと同時に驚いていた。

（まさか夜姫様、これほどの者とは）

　演壇のすぐそこにいる夜姫を見つめるアイオリスの目は少し潤うるんでいるようだ。

「今こ宵よい、吾は新生エルゲン王国の王都としたライオネルの街まで走り、彼かの街を守備している味方に吾のことを報せる！」

「おお──っ！」

「その際、少し寄り道をしてバイデリュンヘン軍の砦を一つ陥おとしていくつもりだ！　吾と共に走り、吾の初うい陣じんを共に飾ってくれる者はいるか!?」

「おおおおお──っっ」

　広場に居合わせた兵の全員が握った拳を突き上げた。

「お供させてください──っ！」

「夜姫様の初陣に参加させてください──っ！」

「夜姫様の手となり足となり、憎きバイデリュンヘン兵を根絶やしにしましょうぞ！」

「よく言ってくれた！　では時間が惜しい。すぐにも出撃する。何しろ吾は夜のあいだしか指揮を執とれないからな」

　その夜姫の言葉に、少し戸惑いの色を浮かべる兵が目立った。

　夜しか指揮を執れないのなら、戦闘は夜姫様抜きで行うのか？　と思ったのだ。

「向後、戦闘は吾が指揮する夜間に限定する。皆の者には夜襲に慣れてもらうぞ！」

　夜姫の指揮下で戦えることを確認できた兵たちは安堵し、再び滾たぎり立った。

「おお──っっ！」

　王家の剣を優ゆう雅がに動かして兵たちの咆哮を鎮しずめ、夜姫は言葉を継ぐ。

「昼間の行軍は、その全権をアイオリスに委ゆだねる。繰り返すが昼間は移動するだけだ。戦闘は吾の指揮の下もと、夜間に行う。よいなっ!?」

「おおお──っっ！」

「吾からは以上だ！」

　手を挙げて後方へ退く夜姫に向かって、拍手と歓声が飛んだ。

　下がった夜姫に変わってアイオリスが進み出た。

　アイオリスが挙げた両手を上下に動かすと、拍手と歓声は少しずつ収まっていった。

「伝達！　中隊指揮官は集合せよ！　小隊長は兵と共に兵へい舎しやに戻り出撃の準備に移れ！　夜のあいだに出撃するぞ！　急げ！　以上である。解散！」

　アイオリスが水平に伸ばした右手を大きく左から右へと振ると、たちまち広場をざわめきが覆う。

「おい、小隊員、集まれ！」

「兵舎まで走るぞ！」

「鎧と剣を取れ！」

「急げ急げ！」

「他隊の者に後れを取るなよ！」

　小隊ごとにまとまると、兵たちは出撃のため兵舎へと駆け戻っていく。

　それを邪魔しないように住民の多くは広場の後方へ下がり、未だ櫓の上に立っている夜姫を遠望していた。

　期待に輝く眼差しで。

　希望に溢れた表情で。

　篝火の炎に赤く照らし出された夜姫は、王国の民すべての期待と希望によって煌こう々こうと照らされているように思えた。
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　ゲーリンゲンの郊外に集結した兵はおよそ八百。

　バイオレッタの凱旋に付き従ってきた五百に加え、街に残っていた兵の中から三百を加えた。

　五個中隊五百と、赤騎士、黒騎士が率いる騎馬隊各百。それに夜姫の本陣が百という陣容だった。

　五個中隊のうちの一つをセンレリゥムが率いている。

　アイオリスも中隊を率いて先陣を切りたかったのだが、昼間、夜姫の代理として行軍の指揮を執らなくてはならない。

「いざというときには突撃させてやる。それまでは吾の側に控えておれ」

　と夜姫に言われ、先陣を切るのは我慢した。

　スナイデルッラも配下の魔術士を従えて本陣に詰めている。

　夜間の行軍のこと、部隊のあちこちで松明の炎が燃えていた。




「夜間行軍に夜襲ともなると、サンドリヨンスやカオルゥがいないのは痛いが、そんな贅ぜい沢たくも言っていられない。何しろこれから吾らは夜戦専門部隊になるのだからな。夜間行軍にせよ夜戦にせよ、全員に慣れてもらわなくてはならない」

　馬に跨またがった夜姫はそう言って笑う。

「そうですね。わたしも夜戦に慣れなくてはなりません」

　アイオリスが馬上からそう応えた。

　夜姫は相変わらず胸部が窮屈そうだが、新しい鎧ができるまでは我慢してもらうしかないと思うアイオリスである。

（しかし。ティターニアの体にバイオレッタ様の御魂……か。自分で言い出しておいてなんだが、ここまで上手く事が運ぶとは思わなかった）

　アイオリスは白しろ銀がねの鎧に身を包んだ馬上の夜姫を見つめる。

（スナイデルッラの魔術士としての名声とティターニアの献けん身しんのおかげだな）

「どうした、アイオリス？　そんな熱い目で吾を見て。もう我慢できなくなったのか？　この戦が終わったら弄んでやるから、それまでは我慢しろ」

「そんなことを考えていたわけではありません！」

「そうか？」

「そうですよ」

「まぁ、おまえが考えようが考えまいが弄ぶがな」

　夜姫は、くくくっ、と嗚お咽えつするように笑った。

（……夜姫様はそこまでバイオレッタ様なのか？　とすると、わたしはティターニアの体の夜姫様に弄ばれる……ことになるのか。う〜〜む、それは……）

　アイオリスが内心で首を捻っていると、顔を戻した夜姫が指揮杖を振り上げた。

「よし、出陣！」

「夜姫様、ご出陣である！」

「各隊に伝えよ！」

「周囲の地形に注意して進め！」

「他隊との連絡を怠おこたるな！」

　夜姫の周囲にいる幕ばく僚りようたちが伝令兵に命じている。

　気を取り直したアイオリスは、声の限りに叫んだ。

「夜姫様、ご出陣──っっ！」

　大柄な鹿か毛げの馬に跨がり、背筋を真っ直ぐに伸ばした夜姫が軽く馬の横っ腹を蹴り、馬を駆けさせると、周囲にいた歩兵は彼女のあとを追って一斉に走り出した。




　夜姫の率いる八百がシャウスーベンの砦を目指して進軍を開始したのは、その夜遅く、ちょうど日付が変わる頃だった。

　エルギンネン地方の南西に位置するこの砦は、戦略的には大して重要な砦ではない。

　必然的に規模も小さく、防御力もそれほど高くない。

　だが、ライオネルの街を奪だつ回かいした復興軍が、さらにエルギンネン地方の奪還まで視野に入れたときには、位置的に目め障ざわりな場所にあるのは間違いない。

　ライオネルの街へ向かうには遠回りとなるが、夜姫はエルギンネン地方奪回のための布石として、まずはこの小砦を陥としておこうと考えたのである。

　ライオネルの街を預かっている識しき姫き士しコルネリアゥスには、アイオリスの名で使者を遣わした。

　夜姫様のことは会って話さなければ……というより、夜姫様を実際に見なければ信じられないだろうし納得もできないだろうから、詳細はそちらに行ってから夜姫様ご自身が話されると、そう書いておいた。

　夜姫を認めているのは自分たちだけではない。

　ラーエルテス王子も赤騎士も黒騎士も、ゲーリンゲンの街の市民も官僚も、誰もが夜姫を復興軍の指導者だと認めている。

　だからアイオリスは、コルネリアゥスの出方に関してはあまり心配していなかった。

　たとえコルネリアゥスが夜姫の正当性やアイオリスたちの手続きの不備に文句を言ったとしても、夜姫の立場は揺るがないところに来ている。

　今のアイオリスの唯一の不安は。

（ここまで夜姫様は悉ことごとくバイオレッタ様であった。わたしの予想を遙はるかに上回る水準で見事にバイオレッタ様であった。しかし……戦闘の指揮はどうだろうか。そこも見事にバイオレッタ様であるといいのだが。まぁ、いざとなればわたしがお助けするしかないだろうな）

　アイオリスは期待と不安が相半ばする思いで、悠ゆう然ぜんと馬を進める夜姫の横顔を見つめるのだった。
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　朝になって夜姫が消えると、アイオリスが行軍の指揮を執った。

　途中で仮眠を取り、あとはひたすら行軍を続けた。

　兵たちに疲労がないわけがない。

　だが、死んだバイオレッタの魂が復活したという奇跡のような事態への驚きよう愕がくと、出現した夜姫がバイオレッタそのものであったという安堵感と自信と、バイオレッタの仇討ちをするのだという高こう揚よう感かんが、彼らの士気を恐ろしいほどに高め、同時に疲労を忘れさせていた。

　夜間の行軍は難度が高かったが、兵の大半が地元の出身者であったことが大きな助けになった。

　誰も彼もが目を瞑つぶっても道を歩けるくらいに地理に精通しているのだ。

　とくに森の狩猟民や山の民出身の兵たちは、森の中だろうと山の中だろうと過あやまたずに歩けた。

　彼らに先導された部隊は中隊単位で森を突っ切り、山を乗り越え、エルギンネン地方南西部に築かれたバイデリュンヘン軍の砦へと迫った。




　　　　　７




　すでに日付は変わっている。

　雲間から差し込む銀色の月明かりが辺りを青白く照らしていた。

　街道沿いに構築された砦が夜の闇の中、月明かりに照らし出され、薄ぼんやりと浮かんでいる。

　辺りは深閑とした静けさに包まれ、時折、森で鳴く梟ふくろうの声だけが耳に届いてくる。

　森を出た夜姫、アイオリス、センレリゥム、スナイデルッラ、赤騎士の五人は、腰を屈かがめ頭を低くして砦へ近づいていく。

　四人に少し遅れて進む赤騎士は、先を行く夜姫の背中を見つめている。

（ここまでの行軍の指揮、まずは見事なものじゃった。生前のバイオレッタ様に勝るとも劣らぬ出来じゃ。王ひ女め様そのものと言っても過言ではないわ。ならば、やはりあれはバイオレッタ様か。いや、まだ断定してしまうわけにはいかぬ。肝心の戦闘指揮を見てみないことには儂わしも安心できん。安心して指揮を委ゆだねられぬ。さて、見せてもらおうか、夜姫様。あなたの戦闘指揮官ぶりをの）




　やがて望ぼう楼ろうの上に立つ敵兵の姿が視認できる距離まで接近すると、夜姫は手を挙げて四人を制した。

「止まれ。これ以上近づくと気づかれる虞がある」

　自分の周囲に集まった四人に向かって夜姫は訊いた。

「あの木もく柵さく、どうだ？」

　砦の木柵は、丸太を並べて根元を地面に埋め、横木を渡して縄で縛り補強するという作りになっているようだ。

　丸太と丸太のあいだには多少の隙すき間まがあるが、人が通り抜けられるほど広くはない。

　馬では絶対に無理だ。

　となると、なんとかして破壊するか、乗り越えるしかない。

　まずアイオリスが応えた。

「わたしの槍なら突き倒せます」

　続いてセンレリゥムが。

「一発、二発、殴れば倒せまっすよ」

　赤騎士も頷いた。

「黒騎士なら破壊できましょう。あの高さなら、少し傾けば儂は乗り越えられますな」

「では、小細工はなしだ。まずはアイオリスと黒騎士が突撃し木柵に打撃を与えて弱体化させよ。続いて赤騎士が率いる騎馬隊が進め。完全に不意を衝つくから敵の反撃は薄いと思うが、もし反撃があった場合、赤騎士隊はアイオリスと黒騎士を掩えん護ごせよ。反撃がなければ赤騎士隊は弱った木柵を破壊。赤騎士隊のあとに歩兵部隊を突撃させ、砦内に突入する。抵抗する敵兵は撫なで切りにしろ」

　夜姫の的確な指示を聞いた赤騎士は大いに感心した。

（これは、いよいよ以もつてバイオレッタ様か）

　最後にスナイデルッラが言った。

「大きめの魔術で攻撃すれば木柵を破壊できると思います。ただ、味方が攻撃している場所では魔術が使えませんから、わたしの魔術士隊は別の場所を攻撃します。百名ほど兵を貸していただければ別口から乗り込みますが」

「わかった。では、スナイデルッラにはセンレリゥムの中隊を付ける。センレリゥムは魔術士隊の掩護に回ってもらおう」

「え〜〜」

　センレリゥムが嫌そうに顔を歪めた。

「一番乗りしてやろうと思ったのに」

「まぁそう言うな。もしかすると木柵の破壊はスナイデルッラ隊が最初になるかもしれないではないか。そうすれば、おまえが一番乗りできるぞ」

「そうっすね。じゃあ、俺は一番乗りができるように、せいぜいルッラの尻を叩くことにしますよ」

「叩くだけにしておけよ、センレリゥム。撫でたり摩さすったり揉んだりするのは戦のあとまで取っておくように」

　スナイデルッラは思わず自分のお尻を手で押さえてしまった。

「王ひ女め様じゃ……夜姫様じゃあるまいし、俺は戦の最中にそんな真似しねえっすよ！」

「案ずるな、センレリゥム。とりあえず今夜のところは吾も自重しておく」

「とりあえず今夜！　だけっすか！」

「夜姫様、お遊びはほどほどに」

　顔を顰しかめて赤騎士が窘たしなめると、夜姫は、わかっているとばかりに手を振った。

「では兵のところまで戻るぞ」

　五人は闇に紛れて後方の森まで走った。
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　唐突に沸き起こった喊かん声せいに、望楼で見張りの任に就ついていた兵が仰天した。

「なっ、なんだぁっ？」

「何が起きたっ!?」

　眠い目を擦こすりながら喊声のするほうへと一斉に目を転じれば。

「おい、なんだあれは!?」

　黒い塊が恐るべき速度で砦のほうへ近づいてくるのがわかった。

「け……獣の群れ……か？」

「い、いや」

　必死で目を凝らしていた兵のうちの一人が悲鳴を上げた。

「て……敵！　あれは敵だっっ！」

「馬鹿なっっ！」

「どうしてこんな時間に敵が攻めてくるっ!?」

　ライオネルの街を失って以降、たしかにここは最前線にも等しい場所となっている。

　だから昼間の索さく敵てきはかなり広範囲に行っていたが、少なくとも敵影は見つかっていなかった。

　それに戦略上の拠きよ点てんとなるような重要な砦でもない。

　守兵は敵の夜襲など、まったく警戒していなかった。

「あの敵はどこから湧いて出たんだ!?」

　攻め寄せる敵部隊が復興軍の本拠地であるゲーリンゲンの街から夜間行軍を強行して長ちよう駆くしてきたなどとは想像もつかないから、バイデリュンヘン軍兵士にとっては寝耳に水の非常事態だ。

「は、早く鉦かねを鳴らせ！」

　担当の兵が慌てて木き槌づちを取り上げ、一心不乱に鉦を叩き鳴らした。

「敵襲、敵襲、敵襲──っ！」

　寝ていた兵が寝ぼけ眼まなこで起き出すよりも早く、突撃部隊の先頭は木柵まで迫っていた。

　先頭を馬で駆けてくるのはアイオリスと黒騎士だ。

　反撃の矢が飛ぶ間まもなく木柵まで駆け寄ったアイオリスは左手も手綱を放し、両手で持った長なが柄えの豪ごう槍そうの後端を木柵に向けて突き出した。

「はあっっ」

　大きな衝撃を受けて木柵の一本が向こうへ傾いた。

　アイオリスを乗せた馬は、そのまま木柵と並行に走っていく。

　アイオリスは走りながら、馬上から何度も槍を繰り出した。

　馬はかなりの速度で走っているにも拘わらず──速度を落とせば弓矢で狙い撃たれる──槍の柄の後端は狙いを過たずに木柵を突いた。

　木柵は次々に傾いていく。

　続いて駆け寄ってきた黒騎士が、馬上で大きな鉄てつ槌ついを振り上げた。

「むうぅん！」

　空気を切り裂いて振り下ろされた鉄槌は最初に傾いた木柵をへし折ったが、それでも渡された横木に支えられ、折れた丸太が倒れることはなかった。

　黒騎士もアイオリス同様、馬を走らせながら何度も鉄槌を木柵に叩きつけた。

　重くて大きな鉄槌は、さすがにアイオリスの槍のような連続攻撃はできないが、それでも数本おきに叩きつけると、丸太は次々に折れた。

　まだ木柵は倒れてこそいないが、強度は大きく下がっている。




「よし、赤騎士隊、ゆけ！」

　本陣で夜姫が王家の剣を振り上げ、振り下ろした。

　突撃の合図の鉦が打ち鳴らされる。

　赤騎士が馬の横っ腹を蹴った。

「儂に続け。射手は矢を射かけよ。敵を木柵まで近づけるな！」




　木柵まで駆け寄った赤騎士率いる騎馬隊の半数ほどが、砦の中に向かって一斉に矢を放った。

　起き抜けで足下が覚おぼ束つかないまま駆けてくる敵兵は、敵の夜襲ということで跳び起き、大慌てで武装した者ばかりで、完全武装というにはほど遠い。

　次々に矢に射られ、ばたばたと倒れていく。

「熊くま手で隊、前へ！」

　赤騎士の号令で熊手を構えた騎兵が進み出てきた。

　横一列に並んだ騎兵は構えた熊手を水平に掲げて木柵に突進した。

「押せぇっ！」

「せいやぁっっ！」

　全員が熊手を木柵に押しつけたまま馬を進めようとする。

　アイオリスと黒騎士の攻撃で向こうへ傾いていた木柵は、さらに大きく傾いた。

「させるな、させるな！」

　敵兵からもようやく反撃の弓矢が飛んでくるようになる。

　数頭の馬が倒れ、味方の騎兵が一人、二人と放り出された。

「敵の射手を狙えっっ！」

「柵に近づけるなっっ」

　敵味方の矢が飛び交う中で赤騎士の声が響いた。

「構うな、押せ押せ押せぇっっ！」

　熊手隊の騎馬がなおもじりじりと進むと、木柵はさらに傾いた。

　木柵の角度は、今では四十度から五十度ほどに傾いている。

「頃合いじゃの。では乗り込むか」

　馬の横っ腹に括くくりつけてあった槍を取った赤騎士は、傾いた木柵めがけて平然と馬を駆けさせた。

　小柄な赤騎士の乗る馬は他の馬に比べると、やや小柄である。その馬が傾かしいだ木柵に蹄ひづめを乗せ、そのまま駆け上がっていった。

　小柄とはいえ馬体重は七十スタゥン（約四百四十キログラム）くらいある。その重みに耐えきれず、傾かたむいていた木柵は、その一部が砦の中へと倒れ込んだ。

　赤騎士が乗る馬はひらりと空中へ跳び、砦内に着地した。

「ほれほれ、弓なんぞ撃ってると死ぬぞ？」

　赤騎士が手にした槍を振り回しながら弓を構えたバイデリュンヘン軍兵士のただ中へ躍り込んだ。

「赤騎士様に後れを取るな！」

「倒れた箇所から突入しろ！」

　復興軍の騎兵が、次々と砦内に突入していった。




　戦闘開始後に本陣を進めていた夜姫は、戦況を確認するや声を張り上げた。

「今だ！　残りの者も吾に続け！」

　護衛の兵に守られていた夜姫が、いきなり馬を駆けさせた。

「突撃せよ、突撃ぃぃぃ！」

　怒号や喊声が飛び交う戦場でも、凜りんとした夜姫の声はよく通った。

　慌てて護衛兵や幕僚があとを追いかける。

「夜姫様に後れを取るなっ！」

「走れ、走れ、走れ！」

「木柵は破られた！　突入して敵を蹴散らせ！」

　部隊長のかけ声に、歩兵部隊は夜姫の騎馬を追って全力で走り出した。




「木柵の破壊箇所を広げろ！」

「綱引け、綱！」

　突入した騎兵の一部が壊れた木柵に綱を結んで馬で引っ張ると、あっという間に木柵が倒れた箇所が五ヤルド（約十三メートル）ほどの幅に広がった。

　突入する騎兵がどんどんと数を増していく。

　そこへ夜姫を先頭に歩兵部隊が突進してきた。

　馬上の夜姫は抜き放った王家の剣を振りながら周りの兵を叱しつ咤たする。

「敵の反撃は薄い！　今が好機ぞ！　乗り込め！　制圧せよ！」

　歩兵部隊は破れた箇所から砦の中に雪崩なだれ込んだ。

　同時に他の箇所でも木柵が破壊され、アイオリスや黒騎士は悠々と砦内に乗り込んでいった。
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　その頃には、すでに砦の中心となる指揮所にセンレリゥム中隊が突入していた。

　正面から攻撃を集中させたため、砦の守備兵の注意力はすべてそちらに向いていた。

　おかげでスナイデルッラ率いる魔術士隊は易やす々やすと木柵に近づけた上、思う存分に魔術を振るうことができた。

　火球をぶつけ、風の刃やいばを叩きつけ、地を揺らした。

　そうして木柵の防御力を大きく下げたところを硬こう化か法ほうで体を硬くしたセンレリゥムが殴りつけると、木柵はあっさりと破壊されてしまった。

「ようし、今のうちだ。正面でアイオリスたちが頑張っているあいだに、俺たちは砦の守将を討ち取るぞ！」

「おお──っ！」

　センレリゥムを先頭に砦内に突入した部隊は、現れた敵兵を薙なぎ倒し殴り倒し、中ちゆう枢すうめがけて駆けていった。




　中隊の後方を走るスナイデルッラは、辺りに倒れている敵兵に目を向ける。

　敵兵の中に斬られた者はほとんどおらず、みな鎧や兜の上から殴り倒されていた。

　鎧や兜が大きく凹へこみ、中には破壊された者までいる。

　倒れている敵兵はみな剣を抜き槍を持っていたが、センレリゥムは剣も槍も受けつけないので、近きん接せつ格かく闘とう戦になれば無敵と言えた。

　敵の剣や槍を平然と受け、仰天して動きを止めた相手を悠々と殴り倒すのだから始末に負えない。

「まったく。突撃させたらリゥムの奴の右に出る者はいないな」

　スナイデルッラは苦笑しつつ、センレリゥムを追いかけて走った。
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　砦の中枢にはほとんど兵がいなかった。

　正面突破を狙ってきたアイオリスや黒騎士、赤騎士が率いる突撃部隊に対応するため、ほぼすべての兵が出払ってしまったためだ。

　部隊の先頭を切って戦闘指揮所に突入したセンレリゥムは、そこに残っていた少数の兵を殴り倒し、あるいは蹴り倒した。

　指揮所のある建物は、たちまちセンレリゥム中隊によって制圧された。

　同時に、武器庫へ向かったスナイデルッラ隊が建物に向けて火球を放った。

　魔術士部隊であるから油を撒まく必要もない。

　建物にぶつかった火球は爆ばく散さんし、建物は火に包まれる。

　建物は激しく炎を吹き上げ、夜の闇を赤々と染めた。

　闇の一角が赤く燃えていることに防戦中の兵たちが気づく。

「砦が燃えている!?」

「すでに敵が乗り込んだ!?」

「後ろから攻撃されるぞ！」

　その瞬間、守備側の抵抗力は霧む散さんした。

　すでに多数の復興軍兵士が突入を果たしていて、砦の守兵は防戦一方に追い込まれていた。

　彼らは炎の意味を悟さとった瞬間に抵抗を断念し、持ち場を放ほう棄きし、一目散にその場から逃げていった。

　だが、逃げ果おおせた者はごく少数だ。多くの者は背中を向けたところを討たれてしまう。

　戦闘でいちばん犠ぎ牲せいが増えるのは敗走するときだ。

　組織的に抵抗しながら撤退するならともかく、個々人で逃げ回るだけでは、押し包まれて簡単に討ち取られてしまう。

　それは野戦の場合でも砦での防御戦の場合でも変わらない。

　抵抗も脱出も叶わないと諦めた兵は、武器を捨て降伏の意思を表した。
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　砦を完全に制圧した後、捕らえられた守備兵は武装解除されて広場に引き出された。

　虜ほ囚りよとなった兵は四、五十人ばかりいただろうか。

　命乞いをする彼らを前に夜姫は剣を抜き放ち、集まった兵たちに問うた。

「祖国を侵おかし吾を暗こ殺ろしたバイデリュンヘン兵を、吾は許さない。貴様らはどうか!?」

「許すな！」

「バイオレッタ様を殺したバイデリュンヘン兵に報いを！」

「殺せ！」

「八つ裂きにしろ！」

　広場は「殺せ」の大合唱に包まれる。

　夜姫は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ剣を振り上げる。

　次の瞬間、近くにいたバイデリュンヘン兵の首が飛んだ。

　血が噴ふん水すいのように噴出し、夜姫の顔を、鎧を、朱に染めた。













　兵たちは一瞬、息を呑んだが。

「吾の仇かたきを取る者はいるか!?」

　と夜姫が広場を見回すと、剣を手にした兵が次々と立ち上がった。

「バイオレッタ様の仇を！」

「バイデリュンヘン兵は皆殺しだ！」

　夜姫はいきり立つ兵に向かって鷹おう揚ように頷いてみせた。

「吾の仇、思う存分に取るがよい」

「夜姫様の御心のままに！」

　剣を振り上げた復興軍兵士が捕虜に向かって突進し、剣を振り上げた。

「殺せぇえ！」

「八つ裂きにしろ──っ！」

　怒声、喚声、悲鳴、絶叫、断だん末まつ魔まの呻うめきが広場に満ち、交こう錯さくし、地面には血溜まりができた。

　何かに憑つかれたように剣を振るう復興軍の兵士と、それを満足そうに見守る夜姫とを、アイオリスは呆然と見やっていた。

（これは……出で来き過ぎというより、やり過ぎではないのか？　生前のバイオレッタ様、たしかにご気き性しようの激しいところはあったが、ここまでは……）

　このままでは、最終的に復興軍が勝利したとしても、敵も味方も含めての犠牲者数は際限なく増えるのではないか。

　そう感じて、アイオリスは小さく身震いした。

　いつの間にか、アイオリスの隣にスナイデルッラが立っていた。

　彼女は熱のない瞳で惨さん劇げきの現場を見つめている。

「ルッラ」

「なんだ、アリス？」

「我らは……本当にこれでよかったのだろうか」

「疑うな。振り返るな。顧かえりみるな」

「しかし……」

「六姫士筆頭、剣姫士アイオリス。貴様は前だけを見ていればいい。後始末はわたしがする。汚れ仕事は他人に任せて、アリスは夜姫様を全力で支えていけ」

「そう……だな」

　ふとアイオリスが顔を上げると、広場の向こうに立つ赤騎士と黒騎士の姿が目に入ってきた。

　距離が離れている上に暗いから、兜を外していても二人の表情は窺えない。

　だがアイオリスには、二人が配下の兵のように喜んでも興奮してもいないのではないかと感じられた。

　実際、黒騎士はともかく赤騎士は喜んでいなかった。

　夜姫の采配がバイオレッタ王おう女じよのものとなんら変わらないことに驚いてはいた。

　自ら兵の先頭を駆ける勇ゆう猛もう果か敢かんな指揮に感心もした。

　しかし、降伏した敵兵に自ら剣を振るい、兵に斬ざん殺さつさせた夜姫のやり方に戦せん慄りつした。

（戦闘指揮官としては、たしかにバイオレッタ様じゃった。生前の王ひ女め様となんら変わらん指揮ぶりじゃった。しかし、敵兵に対するあの仕打ちはバイオレッタ様とは違っている……のではないか？　それとも、魂を召喚し、依り代に憑依させれば、ある程度の変質はやむを得ないということなのか？）

　内心で首を捻りながらも、赤騎士は兵の蛮ばん行こうを止やめさせようとはしなかった。

（王ひ女め様を暗殺したバイデリュンヘン兵には、儂も怒り狂っておるからの。部下の目がなければ、儂も自ら刀を揮ふるっていたかもしれんわ）

　すでに敵の捕虜は全員が息絶えていたが、それでも復興軍の兵たちは剣を振るい続けていた。

「さすがに、これ以上は見ていられない」

　暗あん澹たんたる顔でアイオリスが一歩を踏み出そうとしたとき、夜姫の凜りんとした声が松明の炎が照らす広場に響き渡った。

「仇はもう討った。そこまでにしておけ」

　それで兵たちが我に返る。

　アイオリスは安堵の息を吐はいた。

（よかった。夜姫様も、敵とはいえ、遺体を辱はずかしめるような真似はなさらないか）

　しかし、続く夜姫の言葉を聞いてアイオリスは愕がく然ぜんとした。

「敵兵の首と遺体を並べて晒せ。この後、ここを訪れるであろうバイデリュンヘン軍の兵たちに見せつけるのだ。これが貴様たちの末まつ路ろだぞ、とな」

「おお！」

　兵たちは勇んで敵兵の遺体を集め始めた。

「スナイデルッラ、筆と羊よう皮ひ紙しを持っているか」

　振り返ってそう訊いてきた夜姫に、スナイデルッラが頷いた。

「はい、夜姫様」

「貸してくれ」

　夜姫の下へ歩み寄ったスナイデルッラが、腰に巻いた帯の物入れから小さな筆と丸めた羊皮紙を取り出した。

　夜姫は受け取った筆を振るい、スナイデルッラが広げた羊皮紙に流りゆう麗れいな筆ひつ致ちで何事かを書きつけた。

「これでよし」

　夜姫は羊皮紙をスナイデルッラのほうに向けて、にやりと笑った。

　見ると、そこには「夜姫見けん参ざん」と大書されている。

（この筆跡は、まさにバイオレッタ様のもの。そこまでできるのか）

　スナイデルッラは内心で密かに舌を巻く。

　夜姫が左手を挙げ、アイオリスに合図を送った。

「アイオリス。槍を一本、持って参れ。その辺に落ちている物でかまわない」

「は。ただいま！」

　駆け寄ったアイオリスから槍を受け取った夜姫は、羊皮紙に小刀で穴を開け、槍の柄えで貫いて途中で留めた。

　それから槍の先端を地面に突き立てる。

　地面に垂直に刺さった槍の柄の後端近くで「夜姫見参」と書かれた羊皮紙が、夜風を受けて揺れた。

「これでバイデリュンヘン軍も、吾の存在を思い知ることになるだろう」

　己の名を記した羊皮紙を夜姫が満足そうに見上げると、期せずして周囲の兵たちから夜姫の名を呼ぶ声が澎ほう湃はいとして沸き上がった。

「夜姫様！」

「夜姫様、万歳！」

「バイオレッタ様の仇を！」

「バイデリュンヘン兵を皆殺しに！」

　兵たちの歓声が。雄お叫たけびが、鬨ときの声が、陥おとした砦に充満した。

　満足そうに兵の様子を見ていた夜姫が、ふと顔を上げた。

　東の空が群ぐん青じよう色いろに変わりつつある。

「そろそろ夜が明けるな」

　夜姫は両手を挙げ、兵たちの熱狂を抑えた。

「もうすぐ吾は消える時刻だ。この後、吾らはライオネルの街まで走るが、その行軍は手筈どおりアイオリスに任せる。街に入るのは、夜、吾が目覚めてからだ。したがって到着時刻によっては郊外に陣を張り日暮れを待つことになる。よいな!?」

「おお──っっ！」

　兵たちが右手を高々と突き上げた。

　夜姫は集めた中隊長や幕僚に命じた。

「では、すぐに砦を出て行軍隊形を取らせよ」

「はっ」

　隊長や幕僚が散っていくと、夜姫はアイオリスに顔を向け、にっと笑った。

「吾のことを知ったリーザが果たしてどう出るか。楽しみだな、アイオリス」

　アイオリスは「はい」と返事をしていいのかどうか迷った。

　そんな彼女に夜姫は、

「では、また今夜」

　とだけ告げ、そしていなくなった。

　あとには自分を取り戻したティターニアが、ぼんやりとした顔で立っているだけだ。




　すでに東の空は白々と明けていた。
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　新生エルゲン王国第二の拠きよ点てんとなったライオネルの街は、復ふつ興こう軍ぐんがバイデリュンヘン軍占せん領りよう地域に打ち込んだ楔くさびのようなものだ。

　旧王都奪だつ還かん、ひいては全土の解放への大きな足がかりとなる場所で、まさに戦略上の重要拠点と言ってよかった。




　バイデリュンヘン軍から奪還したばかりのこの街を預かるのは六ろく姫き士しの一人、識しき姫き士しコルネリアゥス。

　彼女を補佐するのが、同じ六姫士の獣じゆう姫き士しサンドリヨンスと忍にん姫き士しカオルゥだ。

　現状ではこの街がバイデリュンヘン軍に対する最前線基き地ちで、それ故、敵の動きには細心の注意を払う必要がある。

　二人は索さく敵てきのため、昼夜を問わず多くの配下を街の周辺に放っていた。

　もっともサンドリヨンスに言わせれば、「放ったのは部下でなく友だち」となるのかもしれないが。

　彼女は連れてきた狼やら山犬やら熊やらの獣に加え、森から呼んだ梟ふくろうなど夜行性の鳥を多数放って街の周囲を探らせていたのだ。

　一方のカオルゥは配下の忍びたちを交代で周辺に送り出していた。

　忍びはみな夜よ目めが利くし、隠おん形ぎようの術も使えるから、夜間の物見には最適の存在だ。

　そして。

　とりあえず周囲に敵影はなし。

　獣や鳥、忍びからはそんな報告が上がっていたから、政せい庁ちよう舎しやの評ひよう定じようの間まに置いた戦闘指揮所に詰めている二人ものんびりとしたものだ。

　指揮所の中央に鎮ちん座ざする長ちよう卓たくの上には街の周辺を描いた地図が載っていて、サンドリヨンスと復興軍幹かん部ぶたちが長卓の周囲に陣取っていた。

　毛皮を羽は織おったサンドリヨンスの足下、長卓の下では、忍び装しよう束ぞくのカオルゥが敷しき物ものを敷いて横になっている。

　時刻は七刻時（午後の二時頃）すぎ。

　不眠不休で働いていたカオルゥは、ちょうどいま仮眠を取っているところだった。

　時系列で言うと、ちょうど夜姫率いる部隊がアイオリスの指揮の下、シャウスーベンの砦に向かって行軍をしている頃である。




「仮眠所へ行って寝ればいいんじゃ〜？」

　とサンドリヨンスはカオルゥに言ったのだが、忍姫士は、

「何かあったとき、ここにいたほうが素早く動けるであります」

　と応え、敷物を持ち出してきて横になったのだ。

「足下で寝られると気が散るんだけど〜？」

「集中が必要になるほど事態は差し迫っていないと思いますが」

「まぁ……そうだけどさ〜」

「では、お休みなさいであります」

　サンドリヨンスや幹部たちに頭を下げると、カオルゥは長卓の下に潜り込み、すぐに寝入ってしまった。

　その寝付きのよさにサンドリヨンスも幹部も驚いたものだ。




　サンドリヨンスと数名の幹部が、夜が明けたあとの物もの見み部隊の配置や市中警備の方法を話し合っていると、識姫士コルネリアゥスからの伝令が指揮所を訪れた。

　先ほどゲーリンゲンの街からコルネリアゥス宛あての使者が到着したので、彼女は使者を引見していたのだ。

　サンドリヨンスは部屋の入り口のところで伝令の相手をした。

「コルネが、あたしとカオルゥを呼んでるぅ？」

「はい。至急、執しつ務む室しつのほうまでお出でくださいとのことであります」

「ん〜、わかった〜。すぐ行くと言っといて〜」

　伝令が頭を下げて戻っていくのを見送ると、サンドリヨンスは元の場所まで引き返し、卓の下を覗のぞき込んだ。

　相変わらずカオルゥは背中を丸めた体勢で寝入っている。

（カオルゥがこんなふうにぐっすり眠ってるのも珍しいね〜。よっぽど疲れてるんだろうな〜。ま〜、それでも起こすけどね〜）

　サンドリヨンスは足を伸ばしてカオルゥのお尻を爪先で軽く突っついた。

「ひゃんっっ」

　それだけで跳び起きたのはさすがにカオルゥだと言えるだろう。

　だが、彼女は自分がどこで寝ているかを失念していた。

　どごっっ。

　鈍い衝突音が響き。

「はぎゃあ[image: ]ばっっ？」

　カオルゥは額ひたいを押さえて卓の下を転がり回った。

　忍び装束と言いながら、彼女が着ている物は派手な色合いの短たん裳もで、裾が捲めくれ上がって下帯が丸見えだ。

　忍び衣装だけでなく、下帯まで派手な色合い──紅色──だった。

（こいつ、シノビのくせに派手好きで粗そ忽こつ者ものだよなぁ）

　裳が捲れ上がるのもかまわず手足をばたつかせて転がっているカオルゥを、サンドリヨンスや幹部たちが呆れた顔で見下ろしている。

「痛い痛い痛いでありますぅっっ！」

「お〜いカオルゥ、いつまでも遊んでないで起きろ〜」

「うぅぅ、拙せつ者しや、遊んでいるわけではないでありますが」

　額を手で押さえ低く呻うめきながら、恨うらめしそうな顔のカオルゥが長卓の下から這い出してきた。

「だから〜。仮眠所で寝ろって言ったじゃんか〜」

「ふぅぅ不覚であります」













「どれどれ〜？」

　サンドリヨンスがカオルゥの右手を摑んで持ち上げると、彼女の右のこめかみに見事な瘤こぶができていた。

「大丈夫だって〜、この程度なら唾つばつけときゃ治るし〜」

「ひ……他ひ人と事ごとだと思って適当なことを言うですね、ヨンス」

「適当じゃないよ〜。それよりも〜。コルネの奴が呼んでるんだよ〜。早く行かないとまぁたネチネチと嫌みを聞かされる羽目になるけど〜？」

「それも嫌でありますね」

　もう一度、額の瘤を手で押さえたカオルゥは、はぁ、とため息を吐ついた。

「では、行くでありますか」
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　二人がコルネリアゥスの執務室に顔を出すと、彼女は机の上に載せた文書を難しい顔で睨んでいた。

「なんか用かな〜？」

　顔を戻したコルネリアゥスは、二人に手を挙げて椅子から腰を浮かせた。

「お疲れ様。そちらへ座って」

　コルネリアゥスが部屋の隅すみの方卓を指し示したので、サンドリヨンスとカオルゥは、そちらに置いてある椅子を引いて腰を下ろした。

　コルネリアゥスは机の上の文書を摑むと、方卓までやって来て椅子に座った。

　コルネリアゥスが難しい顔を崩さないのにサンドリヨンスは気づく。

「何か問題が発生した〜？」

　彼女としては軽い挨あい拶さつ程度のつもりだったのだが、コルネリアゥスがあっさり、

「発生したようですよ」

　と応えてきたのにサンドリヨンスは驚いてしまう。

「しかも大問題が」

「なになに、どういうこと〜？　まさか敵の主力が旧王都を進発したとか〜？」

「まさか。そんな兆ちよう候こうがあれば、すぐさま潜入させている者から報告が入ります」

「だよね〜。だったら〜？」

　とサンドリヨンスは首を捻ひねる。

　カオルゥも瘤を撫なでながら言った。

「拙者の配下からもヨンスの友だちからも異状の報せは入ってないであります。大問題とは、いったいなんでありますか？」

　コルネリアゥスは、カオルゥの瘤にちらっと視線を走らせた後、手にした文書を広げ、方卓の上に置き、二人のほうへ押しやった。

「これを読んでもらえるかしら」

　二人は上体を乗り出し、左右から文書を覗き込んだ。

　読み進むうちにサンドリヨンスの眉は顰ひそめられ、カオルゥは何度も首を捻った。

　文面を読み終わったサンドリヨンスは、眉を顰めたまま顔を上げ、コルネリアゥスを見つめた。

「……これ、どういう意味さ〜？」

「さて、どういう意味でしょう。それがわからないので、あなたたちを呼びました」

「王ひ女め様が敵の狙そ撃げき手しゆに射られて殺されたって……冗談にしても品がないな〜」

「品のある冗談というのがどんなものか想像がつきませんけど、ヨンスが言いたいことはわかります。ですが、こんな冗談を伝令に持たせて送りつけてくるほどアリスは酔すい狂きような女ではないでしょう」

　サンドリヨンスの目つきが鋭くなる。

「コルネはこれが本当のことだと思うわけ〜？」

「本当だと断定もできないから困っているのです。いくらなんでも、あの王ひ女め様が敵の伏ふく兵へいに狙撃されて暗こ殺ろされたなど、とうてい信じられません」

「だよね〜。だいいちアリスとルッラ、リゥムが王ひ女め様と一緒だったんだものね〜」

「そうです。その三人が易やす々やすと敵の狙撃手を射程範囲内に近づけ、王ひ女め様を撃たせたというのが、まず以もつて考え難にくいです」

「でも、アリスがこれを書いてきたんだよね〜？」

「送ってきたのはアリスですが、それを書いたのは……最後の署しよ名めいをよく見て」

　コルネリアゥスの指摘に、二人は慌てて文面に視線を戻した。

　文末には「バイオレッタの跡を継いだ夜よる姫ひめがこれを記しるす」と書かれていた。

「……夜姫？　夜姫って誰さ〜？」

　不思議そうな、むしろ不審そうな視線を向けてきたサンドリヨンスに対し、コルネリアゥスは小さく肩をすくめる。

「さて、誰でしょう。ですが、この署名の筆ひつ跡せきには見覚えがあります。とくに『バイオレッタ』のところ。よく見てちょうだい」

　サンドリヨンスとカオルゥは、もう一度、身を乗り出して文書を見つめた。

「……たしかにこれは王ひ女め様の署名だな〜」

「ですね。見る限り、本物と変わらないであります」

　サンドリヨンスは文書から視線を外し、コルネリアゥスの顔を覗き込む。

「ってことは〜、結局どういうことさ〜？」

　文書を見るコルネリアゥスの目が極限まで細められた。

「バイオレッタ様は亡くなられた……ということかもしれません」

「いや……でも……」

　元通り目を開いたコルネリアゥスは、右手で片かた眼鏡めがねをくいと押し上げ、サンドリヨンスとカオルゥに向かって小さく頷いた。

「ゲーリンゲンの街へ使者を送りましたし、向こうからも新たな使者が来るでしょう。本人もここへ来ると言っているのですし。シャウスーベンの砦を陥おとしてから来るのであれば、到着は二日後か三日後でしょう。そのときにすべてが判明します。おそらく」

（おそらく……って、コルネにしては歯切れが悪いな〜。いやでも、こんなわけのわからない事態を前にすれば無理もないか〜）

　と思いつつ、サンドリヨンスはまたも首を捻ってしまう。

「でも……なんでシャウスーベンの砦を陥おとすのかな〜？」

「そうですね。いずれ陥とさなくてはならない砦ですが、いま陥とす意味がよくわかりません。もっとも、それもあれもこれもどれも、すべてわからない状態なのですから、この件だけを論あげつらっても仕方がないような気がしますね。いずれにせよ、念のため今夜からは警戒を強めておいたほうがよいのではないかと思うのです」

「……だねぇ。あたしも友だちの数を増やしておくよ〜」

「拙せつ者しや、後ほどもう一度、配下を連れて街の周囲を見回ってくるであります」

「よろしくお願いしますね、二人とも」

　ふう、とため息を吐ついたコルネリアゥスは、もう一度、文書に目を落とした。

（バイオレッタ様が暗あん殺さつされ、夜姫が跡を継いだと言われても、わけがわかりません。まったくさっぱり本当にわけがわからない。もし、ここに書かれていることが事実だとしたら……いえ、とうてい事実とは思えないのですけど、もしも万が一事実なら、そのとき復興軍は……どうなってしまうのかしら）
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「おいカオルゥ〜」

　コルネリアゥスの執務室から指揮所へ戻る際、政庁舎の廊下を歩きながら、サンドリヨンスはカオルゥに囁ささやきかけた。

「なんでありますか、ヨンス？」

「今の話、どう思った〜？」

　足を止めたカオルゥは、サンドリヨンスのほうへ首を巡らせた。

「拙者、判断材料が不足しているときには、無理に推すい測そくしたり想像したりしないであります。ニンジャは、事実を探り事実を伝えるのが役目でありますから。推測するのは、別の人の役目であります」

「言いたいことはわかるけどさ〜。でも、あんな事態になったら〜、さすがに何か思うところはあるんじゃないの〜？」

「思うところがあるかないかではなく、思わないようにしているであります」

（こいつ、淡白というか冷めてるというか〜）

「じゃぁ何？　仮に万が一、王ひ女め様が亡くなっていたとしても、何も思わないわけ〜？　何も感じないわけ〜？」

「ですから。仮に万が一というような推測は、事実の正確な把握の邪魔になるのであります。拙者、そういうことは考えないのであります」

　と表情を変えずに答えるカオルゥに、サンドリヨンスは苛いらついた顔になる。

「おまえ、冷たい奴だね〜。大だい恩おんある王ひ女め様がどうなったのかわからないってときに、よくもそんな冷淡なことが言えるね〜？」

「もちろん王ひ女め様のご恩は感謝しているでありますよ。ですが、ヨンス」

「なんだよ〜？」

「あなたがどれほど心配しようと、どれほど考えようと、事態は変わらないのでありますよ。だったら心配するだけ損なのでは？」

　カオルゥの言い草に、サンドリヨンスは頭に血が上ったようだ。

「あたしはな〜、おまえみたいに損そん得とく勘かん定じようだけで動いてるんじゃないんだよ〜！」

　吐き捨てるようにそう言うと、サンドリヨンスはカオルゥをその場に残して、足早に廊下を歩き始めた。

　その背中を見つめたまま、カオルゥは微かすかな苦笑を漏らす。

（やれやれ、怒らせてしまいましたか。たしかに拙者、損得勘定で動いておりますが、それでもバイオレッタ様のことは、損得抜きで大好きでありましたよ）

　遠い異国から海を渡ってやって来た自分たちを温かく迎え入れてくれたときの、バイオレッタの眩まぶしい笑顔がカオルゥの脳のう裏りに浮かんだ。

　が、彼女はそれを無理やり追い払う。

（ですが、拙者は部下を養わなくてはならない身の上。綺き麗れい事ごとだけでは済まないのであります。本当にバイオレッタ様が亡くなられていて、この後、復興軍が瓦解してしまうようなら、新たな雇い主を探さなくてはなりません。それが拙者の責任でありますから。だから）

　カオルゥは目尻に浮かんだ涙を手の甲で拭ぬぐった。

（拙者が泣いているなど、単なる気のせいであります）

　何度か目を擦こすったカオルゥは、気を取り直すように大きく息を吸い、サンドリヨンスの背中を追いかけて廊下を足早に歩いていった。
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　翌日、アイオリスが遣わした騎き兵へいがライオネルの街に駆け込んできた。

　その伝令によると、夜姫率いる部隊は見事にシャウスーベンの砦を陥とし、いまライオネルの街に向けて急ぎ行軍中だという。

　使者の報告に、コルネリアゥス、サンドリヨンス、カオルゥの三人は互いに顔を見合わせたが。

「であれば、とにもかくにもアイオリスたちの到着を待つしかありませんね。引き続き、二人には街の周囲の警戒をお願いします」

「了解〜」

「了解であります」




　こうして三人は、夜姫部隊の到着を、じりじりとした思いで待ち受けるのだった。
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　そして、その翌日の夕ゆう刻こく──。




　ゲーリンゲンの街を出た夜姫率いる部隊がライオネルの街に到着した。

　先さき触ぶれが報せを届けに来たので、コルネリアゥスやサンドリヨンス、カオルゥは兵を集めて出迎えることにしたが、そもそも部隊を率いている夜姫が何者なのかはっきりとしないため、街に迎え入れずに、郊外に陣を敷いてそこで対面することにした。

　一千の部隊を従えて郊外で待ち受けるコルネリアゥスの下へカオルゥが走ってきた。

「夜姫の部隊が来ました。先頭の部隊を率いているのがアイオリスだったので、ちょっと話を聞いてきたであります」

　コルネリアゥスの眉がぴくりと跳ねた。

「なんと言っていましたか？」

「文書に書いてあったとおりで、アイオリスは以下のように言ったであります」

　と言ったカオルゥは、アイオリスの口上を復唱した。

「王ひ女め様が暗こ殺ろされ、魂たましいが消滅する寸前にルッラの魔術で繋ぎ止め召しよう喚かんした。バイオレッタ様の魂は依より代しろとなったティターニアの体に宿っている。ただし、魔術の制約上、王ひ女め様の魂が現れるのは夜のあいだだけ。したがって我らは、彼女を『夜姫様』と呼んでいる……だそうでありますよ」

　本陣でコルネリアゥスと並んで床しよう几ぎに腰かけているサンドリヨンスは、足下に蹲うずくまる二頭の狼の頭を撫なでながら言った。

「アリスがね〜。あいつ、本気なのかな〜。いやでも、わざわざここまで冗談を言いに来るはずがないよね〜」

「アリスは大おお真ま面じ目めでありました。悪い物を食べて中あたったようにも見えなかったであります」

　とカオルゥが応えると、サンドリヨンスが苦笑した。

「リゥムならともかく、アリスは悪くなった物を食べるような真似はしないしな〜」

　一度はカオルゥの言葉にかなり腹を立てたようだったが、今日のサンドリヨンスは、いつもの飄ひよう々ひようとした言動に戻っていた。

　険しい表情のコルネリアゥスが、ゆっくりと床几から立ち上がった。

「どうやら来たようですよ。続きはアリスから直じかに聞きましょう」

　太陽が西の山の端に沈む頃、なだらかな丘の向こうから姿を現した友軍部隊は街道をこちらに向かって悠然と進んでくる。

　部隊の先頭を進む騎兵は、たしかにアイオリスだった。
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　三十人ほどの騎兵を率いて駆けてきたアイオリスは、コルネリアゥスたちの陣の少し手前で配下の騎兵を止め、本陣まで単騎駆けしてきた。

　辺りは黄たそ昏がれに包まれており、本陣では篝かがり火びが盛んに燃えている。

　出迎えた幹部たちに声をかけるとアイオリスは馬から飛び降り、三人の下へ小走りに駆け寄った。

「ご苦労だな、コルネ。ヨンス、カオルゥも」

「あなたこそご苦労様ですね、アリス」

「お疲れ〜」

「お疲れ様であります」

「使者に持たせた先の文書は読んだか、コルネ？」

「読みました。ですが、理解はできませんでした」

「まぁ無理もない」

　横からサンドリヨンスが訊いてきた。

「あれってどういうことなのさ、アリス〜？」

　アイオリスはことさら渋じゆう面めんを作ってみせた。

「どうもこうも、文書に書いてあるとおりだ、ヨンス。バイオレッタ様は亡くなられた」

「マジか〜〜」

　洒落しやれや冗談だとは思っていなかったが、こうしてアイオリスの口から聞かされると、やはり大きな衝撃を受ける。

（どうやらアリスの言葉は本当のようですね。ですが、それにしても）

　コルネリアゥスは、まだ信じられない。

　アイオリスにスナイデルッラ、センレリゥムが一緒にいながら、敵の狙撃兵にバイオレッタが狙い撃たれるなど、彼女の常識からいえば、あり得ない事態だ。

　コルネリアゥスは険しい顔でアイオリスに迫った。

「あなたたちがついていながら、どうして敵の伏兵を？」

　アイオリスは視線を落とし、力のない声で応える。

「それに関しては弁べん解かいの余地もない。バイオレッタ様の死は、わたしの責任だ」

　本当は敵に暗あん殺さつされたのではなく猪いのししを狙った猟民の撃った流れ矢が当たったのだが、どちらにしても防げなかった責任は自分にあるとアイオリスは思っているから、ここでの彼女の言葉に噓偽りはない。

「本当に王ひ女め様が亡くなられたなら……今さらあなたを責めたところで王ひ女め様が還ってくるわけではありませんから、これ以上は言いませんが」

「いや。もう王ひ女め様は還ってきておられる」

　コルネリアゥスが右手で片眼鏡を押し上げた。

　眼鏡越しに彼女の瞳が異様な光を放っている。

「それも、いえ、それこそわかりませんね。ルッラが死者の魂を召喚したというのは、本当に本当なんですか？」

　コルネリアゥスがそう訊くと、サンドリヨンスやカオルゥもアイオリスのほうに視線を向けた。

「疑うのも無理はない。信じられないのも当然だ。だが、三人も夜姫様を見ればわかる。夜姫様と話せばわかる。夜姫様がバイオレッタ様であることが。バイオレッタ様以外の何者でもないことが」

　アイオリスはそう力説するが、コルネリアゥスはやはり信じられない。

（死者の魂を召喚するなどという魔術は聞いたことがありません。魔術に関する文ぶん献けんはそれこそ無数に読みましたが、そんな記述は見たことも聞いたこともありません。いったいルッラは、いつそんな魔術を編み出したというの）

　サンドリヨンスやカオルゥも半信半疑といった顔でアイオリスを見やっている。

　そんな三人に向かってアイオリスは笑いかけた。

「ご本人を前にすればわかる。確信する。わたしもルッラもリゥムも、そしてゲーリンゲンの街の兵士も、みな、夜姫様を新たな指導者だと認めている。赤騎士も黒騎士も、ラーエルテス様もだ」

　その言葉にコルネリアゥスは内心で大いに驚いた。

（ずいぶんと手て際ぎわがいいのですね。いえ、手回しがよすぎると言ってもいいくらい）

　だが、驚きを顔に出すほどコルネリアゥスは甘くない。

　抑えた声で、

「ラーエルテス様も？」

　と訊き返しただけだった。

　アイオリスは、そうだ、と胸を張る。

「誰もが夜姫様の下で復興の戦いを続けると誓っている。だから案ずることはない」

「あなたがそうまで言うとは。一刻も早く夜姫様とやらに会ってみたくなりますね」

　と言うコルネリアゥスの言葉には些いささかの皮肉が込められているのだが、アイオリスはまったく意に介さず、自信満々で言い切った。

「すぐに会えるさ。日が沈んでしまえば、もう夜姫様の時間だ」
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「コルネリアゥス、サンドリヨンス、カオルゥ」

　スナイデルッラとセンレリゥムに先導されて本陣へ現れた夜姫は、両手を広げて三人に呼びかけてきた。

「ずいぶんと久しぶりな気がするぞ」

　篝かがり火びの炎に照らし出された姿は見み紛まごうこともなくティターニアだが、その仕草、その話し方は、なるほどバイオレッタのもので、見た目との隔へだたりの大きさに三人は違和感を禁じ得ない。

　事情を知らされていなければ、「悪ふざけは止やめろ」と侍じ女じよを一いつ喝かつしているところだ。

　しかし、その仕草、表情、話し方は「悪ふざけ」の水準を遙はるかに超えていた。

　似ているというより、まさに本人そのものだ。

（これは、なるほど……）

　コルネリアゥスは内心で舌を巻く。

　名前を呼ばれ、一声かけられただけだというのに、バイオレッタから声をかけられたような気になった。

「どうした、三人とも？　幽ゆう霊れいを見るような顔をしているぞ？　いやいや、吾われは幽霊のようなものだから、おまえたちの顔のほうが正しいのか？」

　あははと陽よう気きに笑う夜姫は、姿形はティターニアなのに、三人の目には生前のバイオレッタの姿が重なって映った。

「委い細さいはまた改めて話そう。だが、これだけは覚えておいてくれ。吾は死んだ。バイデリュンヘン軍によって暗こ殺ろされた。そして黄よ泉みの国から蘇った。スナイデルッラの魔術とティターニアの献けん身しんによって。今はこうして現世で夜姫として活動している」

　そこで言葉を切った夜姫は、三人の顔を順じゆん繰ぐりに見回した。

「吾の遺体は今でもゲーリンゲンの街にある。街の民はみな、吾の遺体を見て確認している。信じられないか？」

「い……いえ……」

「信じられないのも無理はない。だが、吾を信じろ」

　彼女の言葉を信じるということは、バイオレッタが死んだと認めるということだ。

　だから、そう簡単には信じられない。

　だがゲーリンゲンの街に遺い体たいがあって、住民が確認しているとまで言われてしまえば、信じないわけにもいかない。

（ですが無茶苦茶な言い分ですね。でも……バイオレッタ様らしくはある）

　バイオレッタの死と、夜姫の登場という信じ難がたい事実を前に、さすがのコルネリアゥスも少しばかり思考が混乱していた。

　他の二人、サンドリヨンスとカオルゥに至っては思考が停止していたと言うべきか。

「どうしても信じられないという者には、教えてやるぞ。信じさせてやるぞ。思い出させてやるぞ。その体にな」

　くくくっ、と笑った夜姫は両手を胸の前に挙げ、じろじろと三人の胸元に視線を這はわせながら、わきわきと指を動かした。

「まぁ信じようが信じまいが、どのみち教えてやるのだがな」













　どこかで聞いたことのあるその物言いと、どこかで見たことのあるその手の動きに、思考停止状態だったサンドリヨンスが反応した。

「うわ、そのいやらしい目つきといやらしい指の動きはたしかに王ひ女め様だ？」

　自分の両腕で自分の両胸を覆い隠すようにしてサンドリヨンスが叫ぶと、思わずカオルゥもツッコんでいた。

「反応するの、そこでありますかっ!?」

「というか、あなたたち、まさかもう……」

　コルネリアゥスが疑いの眼まな差ざしをアイオリス、スナイデルッラ、センレリゥムに向けると、三人は慌てて首と右手をぶんぶんと左右に振った。

「はっはっはっ、吾もそこまで欲望に忠実ではないぞ、コルネリアゥス」

　そう言われ、コルネリアゥスは疑念の眼差しを夜姫に向けた。

「さようでございますか」

（……ございます？）

　いつの間にか夜姫に対して敬語を使っている自分にコルネリアゥスは驚いた。

「吾には大いなる克こつ己き心しんがあるからな、肉欲を我慢することくらいできるのだ。具体的には今夜一晩くらい我慢する」

「一晩だけですか！」

　思わずツッコんでしまうコルネリアゥスである。

「いやいや、こうしておまえたちと再会できたのだから、もうここでこのまま、脱ぎつ脱がされつ、上になり下になり、組んずほぐれつして肉欲に溺おぼれてしまってもいい気が満々なのだが」

　堪たまらずアイオリスが脇から夜姫を制した。

「よくありませんよ。お願いしますよ、夜姫様」

「む。そうだな。たしかに今はそれどころではない。何しろバイオレッタが死んで、吾、夜姫が跡を継いだのだ。復興軍の今後を考えなくてはならない。バイデリュンヘン軍に対する備えも考えなくてはならない」

「さようでございますね」

　自然と敬語が口を衝ついて出ることに、もうコルネリアゥスは驚かなくなっていた。

　それはつまり。

「その前に。おまえたち三人は、吾を、夜姫を復興軍の指導者だと認めるのか？」

　コルネリアゥスは片かた膝ひざを落とし、頭こうべを垂れた。

「認めないわけにはいかないようでございます、夜姫様」

　続いてサンドリヨンスとカオルゥも片膝を落とした。

「認めます〜」

「認めるであります」

　夜姫は三人を立たせると、両腕を広げ、三人の肩をかき抱いた。

「助かる。ありがとう」

　三人は顔を赤らめ、夜姫に抱かれるままになっている。

「う〜む。こうして抱き合っていると、そのまま地面に押し倒したくなってくるな」

「ですから。倒さないでください」

　夜姫の背後から手を伸ばしたアイオリスが夜姫と三人を引き離した。

「夜姫様。あなたのお時間は限られているのです。あまり無む駄だ遣づかいなされませんよう、お願いいたします」

「わかったわかった。相変わらずアイオリスは真面目だな。真面目すぎるな」

　夜姫は素直に頷くと、六ろく姫き士しの顔を見回した。

「では街に入って評ひよう定じようを始めよう。アイオリスが言うように、吾の活動時間には制限がある。すまないが皆には朝までつき合ってもらうことになるぞ」

　六人を代表してアイオリスとコルネリアゥスが応えた。

「お気遣いなく」

「問題ありません」

「では街まで案内せよ、コルネリアゥス」

「はい、夜姫様」

　バイオレッタの死を悲しむ暇いとますらないほどの意外な急展開に、さすがのコルネリアゥスもいつもの冷静な分析力、思考力、判断力というものを失っていた。

　言ってみれば、奔ほん流りゆうに押し流されて溺れる寸前の漂ひよう流りゆう者しやといったところか。

　それこそが夜姫の、そしてアイオリスとスナイデルッラの狙いだったわけだが、どうやら狙いは上手く嵌はまったようだ。

　最大の難関であるコルネリアゥスも、流れのままに夜姫のことをバイオレッタの跡を継ぐ指導者であると認めてしまった。

　夜姫に頭を下げるコルネリアゥスを見て、アイオリスとスナイデルッラは素早く目配せして頷き合った。
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　ライオネルの街の政庁舎にあるいちばん大きな評定の間まに、夜姫以下、六姫士に加え、赤騎士と黒騎士、街の幹部や駐留部隊の隊長たちが顔を揃そろえていた。

　復興軍の幹部の大半が在席していることになる。

　ちょうど今、それら幹部を前に夜姫が熱弁を揮ふるい終えたところだった。




　最初、バイオレッタが死んだことを聞かされ唖あ然ぜん呆ぼう然ぜんとしていた幹部たちも、夜姫の話が進むうちに生気を取り戻し、話が終わる頃には熱にうかされたような顔つきになっていた。

　その仕草、その表情、その声音。

　姿形こそ違えど、自分たちの眼前に立っているのはまさにバイオレッタ王おう女じよそのものだった。

　彼らが疑う間まもなく、悲嘆に暮れる間もなく、異議を唱える間もなく、夜姫は全員の心を摑んでいた。

　夜姫をバイオレッタの跡継ぎとして認め、復興軍の指導者と仰ぐことに異議を唱える者は一人も現れなかった。




「よろしい、諸君」

　白しろ銀がねの軽けい装そう鎧よろいを身に着けたまま──相変わらず胸の辺りが苦しそうだった──上座に立った夜姫は、出席者に向かって両手を広げてみせた。

「では今夜から、吾、夜姫が正式に復興軍を指揮する。もっとも吾は吾なので、今までと変わらないとも言える。従って復興軍の戦略自体はこれまでと変わらない」

　そう言って不敵に笑うと、夜姫は静かに着ちやく座ざした。

「だが、戦術は変えざるを得ない。何しろ吾は夜しか動けないから、吾が軍は基本的に夜戦を選ぶことになる。そこがいちばん大きな変化だな。兵にも各隊長にも夜間行軍と夜戦の訓練をしてもらわねばならない。部隊の訓練はアイオリスが中心になって進めてほしい」

「はい、夜姫様」

「次に重要なのは、反バイデリュンヘンの戦いを続けている味方にどう報しらせるか……ということだが」

　そこで言葉を切った夜姫は、居並ぶ六姫士や幹部連の顔を見回した。

「やはり戦に勝つのが手っ取り早いだろうな」

「戦せん勝しよう報告と共に夜姫様のことを報せる……のですね？」

「そうだ、コルネリアゥス」

　夜姫は大きく頷いた。

「先日のコルダーオールの会戦で吾が軍が大勝し、バイデリュンヘン軍四千五百が壊かい滅めつした。それに力を得た各地の旧きゆう王おう国こく勢ぜいが、小規模ながら反バイデリュンヘン軍の動きを見せている。そうだな？」

「はい、夜姫様。バイデリュンヘン軍が手薄になった地域では、不ふ正せい規き戦せんを挑む勢力も現れております。もう一押しできれば反バイデリュンヘンの火の手は大きく燃え上がることでしょう」

「とはいえ、ただバイオレッタの死を告げ、夜姫が跡あとを継いだと言うだけでは、たちまち火の手は消えてしまう。だからこそ、大きな勝利と共に吾のことを報せなくてはならない。そうだろう、コルネリアゥス？」

「仰おおせのとおりでございます」

「そこで、近いうちに大規模な軍事作戦行動を起こそうと思う。バイデリュンヘン軍に態勢を立て直す時間を与えないという意味でも早いほうがいい」

（この発想、この決断。誰にも真似はできず、誰もが従いたくなるこれは、間違いなくバイオレッタ様のもの。ですが……）

　たしかに夜姫はバイオレッタだと認めながらも、死者の魂を蘇らせる魔術など、これまで見たことも聞いたこともないというその事実が、未いまだにコルネリアゥスの心に小さな棘とげとなって刺さっていた。

「コルネリアゥス」

「あ、は、はい!?」

　我に返ったコルネリアゥスが顔を上げると、自分を見ている夜姫と目が合った。

「どうした？　何か気にかかることがあるか？」

「い、いえ、そういうわけではございません」

「明日の夜が待ち遠しいか？」

　と言って夜姫はにやにや笑いを浮かべた。

「そういうわけでもございません！」

「なんだ、違うのか」

　夜姫があからさまにがっかりした顔になったので、コルネリアゥスは思わず赤面してしまう。

　幹部たちの生なま温ぬるい視線が自分に向いているのを感じたコルネリアゥスは、堪たまらず肩をすくめ俯うつむいた。

「夜姫様、本題を外れませんように」

　アイオリスが助け船を出してくれたので、コルネリアゥスは内心で安あん堵どの息を吐はく。

「わかっているよ、アイオリス」

　剣けん姫き士しに向かって軽く右手を振ってみせた夜姫は、もう一度、コルネリアゥスに視線を向けた。

「旧王都にいるリーザの出方を探ってほしいのだ」

「あ、はい。潜もぐらせている手の者からは定期的に報告が上がってきますが」

「吾のことを知ったリーザがどう出るか、それを探りたい。向こうの出方次第ではこちらも対応策を変える必要が出てくる」

「夜姫様のことを？」

「吾がここに来る途中、エルギンネン地方にある敵の砦、シャウスーベンの砦を陥おとしたのは聞き及んでいるな？」

「はい、アリスが送って寄よ越こした兵から報告を受けました」

「その際にな、『夜姫見けん参ざん』の挨拶を砦に残してきたのだ。当然、そのことは今日きよう明あ日すのうちにリーザに報告されるだろう。いや、もしかすると、もう報告が届いているかもしれない。それを知ったリーザが何を考え、どう出るかということを確認したいのだ。バイオレッタの死を喧けん伝でんしようとするかもしれない。その場合はその場合で、やり様ようはあるのだが。逆に、吾が死んだという情報をこちらの謀ぼう略りやくと考え、表立って反応しないことも考えられる」

「なるほど。承知しました。確実に探れるかどうかはわかりませんが、やってみます」

　コルネリアゥスの応えに夜姫が満足そうに頷くと、アイオリスが口を挟んできた。

「夜姫様」

「なんだ、アイオリス？」

「大規模な軍事作戦、具体的にどのようなものをお考えですか？」

「本格的にエルギンネン地方へ進出しようと思っている」

　おお、という響どよめきが出席者のあいだから上がった。

　エルギンネン地方を奪回できれば、東の国境方面で活動する友軍との連係が密に取れるようになる。

　同時に、南と東から旧王都に圧力をかけることもできるようになる。

「昨夜、砦を陥としたのはその手始めという意味合いもあるのだ。まずはエルギンネン地方南部の砦を一いつ掃そうしてグライルゼフトの街に圧力をかける」

「敵がここ、ライオネルの街を攻めてくる虞おそれはありませんか？」

　とアイオリスが訊いた。

　それに対して夜姫は、腕組みをして、ふむ、と首を傾げる。

「その虞、ないわけではないが、敵の動員兵力も落ちている。ここを一万で囲めはしないから、それほど心配しなくてもいいと思っている」

「そうですね。敵は先の会戦で二千以上もの兵員を失っているわけですから、現状では、すぐにここを大軍で囲むのは無理でしょう」

　とコルネリアゥスが賛さん意いを示した。

「が、万一に備えて、この街に入れる兵力は増やしておこうと思う。吾もここに詰めることにする。ゲーリンゲンの街から官かん僚りようたちも呼び寄せよう」

　と言って、夜姫は赤騎士と黒騎士に顔を向けた。

「いずれラーエルテスも呼ばなくてはならないのだが、もう少し事態が落ち着いてからのほうがいいだろうな」

　赤騎士と黒騎士は無言で頭を下げた。

「さて、繰り返しになるが、吾が動けるのは夜のあいだだけだ。言い換えると、昼間はいなくなる。昼間は六姫士が中心となって事に当たってくれ。軍事に関してはアイオリスに、内政と外交に関してはコルネリアゥスに任せる」

　二人は、承うけたまわりました、と頭を下げた。

「吾が現れるのは日が暮れてからだ。報告書なり上申書なりを用意しておいてくれれば、現れ次第、懸けん案あんを片付けよう。兵の訓練にもつき合おう。作戦の策さく定ていも進めよう」

「夜姫様、あまり無理をしないでくださいまし」

「だがな、アイオリス。吾の時間は限られているのだ。多少の無理はしなければ、祖国の完全なる復興など叶いはしないぞ。なぁに案ずるな。吾の気力、体力、この程度ではびくともしない」

「夜姫様の気力が尽きることはなくとも、その体はティターニアのものですから、体力が尽きてしまう虞はあります」

「ああ……そうだったな」

　少し考えた夜姫は、では、と言って顔を上げた。

「ティターニアは侍じ女じよの任を解いて無む任にん所しよとしておこう。つまり昼寝をして夜に備えておけということだ」

　アイオリスは、そうですね、と頷いた。

「そうしていただいたほうがよいかと思います」

「よし。評定はここまでとして、兵と市民に話をしよう。吾のことを報せておこう」

　と言って夜姫は立ち上がった。

「さすがに二千以上の兵を一箇所に集めるのは無理がある。部隊ごとに訪問して話をするとしよう。朝までにすべて済ませておきたい。用意せよ」

「はい、夜姫様」

　六姫士と幹部たちは一斉に立ち上がった。
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　一方、夜姫がその出方を気にしたバイデリュンヘン大公第二公女、エルゲン王国占領軍最高司令のリーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンはというと。
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　リーザの下に信じられない報せが届いたのは昼食の最中だった。

「殿下、失礼いたします」

　足早に食堂に入ってきたのは彼女の副官、ランツファルトであった。

　食卓についているリーザから少し距離を置いたところで足を止めた彼は、

「お食事の最中、申し訳ございません」

　と低頭した。

　彼がリーザの食事の邪魔をすることなど滅めつ多たにない。

　つまり、それほど緊急かつ重大事が持ち上がったということだ。

　そのことを悟ったリーザは、すぐに食事を中断した。

「それはいい。何があった？」

「は。じつは」

　リーザの席まで歩み寄ったランツファルトは、長身を折り曲げ、公女の耳みみ許もとで囁くように報告した。

「昨夜深しん更こう、シャウスーベンの砦が陥おとされました」

「なに!?」

　リーザが鋭い目をランツファルトに向ける。

　彼女は驚くと同時に不審に思った。

　バイデリュンヘン軍の砦が陥とされたのであれば、陥としたのは復興軍──リーザの側からは反乱軍となる──だろう。

　そこには驚かない。

　スタッガルドの部隊を壊滅させ、ライオネルの街を奪取した復興軍が、勢いに乗って周辺の砦を攻めることは充分に考えられた。

　だから各地の砦へは備えを厚くするようにという通達を出したばかりだ。

　それなのにシャウスーベンの砦が陥とされたのはたしかに痛手ではあるが、それだけなら副官が彼女の食事の邪魔をすることはないはずだ。

　こうしてわざわざランツファルトが食事の最中に現れたということは、砦が陥とされたという事実以外にも何か懸け念ねんすべき要素があるということに違いない。

　リーザの双そう眸ぼうに力強い光が点った。

「何があった？」

「は。砦の守兵が皆殺しにされ、このような物が残されておりました」

　ランツファルトは持参した革製の書類入れから一枚の羊よう皮ひ紙しを引っ張り出した。

「む？」

　羊皮紙を見てリーザは眉を顰ひそめる。

　そこには流りゆう麗れいな筆ひつ致ちで「夜姫見参」と書かれていた。

「夜姫……聞かぬ名だな。知っているか？」

　ランツファルトは、いえ、と首を左右に振った。

「初めて耳にする名前です」

「そうか。こんな書き置きを残していったということは、砦攻撃の指揮は、その夜姫とやらが執とっていた……のだろうな。で。砦の守兵はどの程度だった？」

「小規模とはいえ前線の基地でありますから、四百ほどが詰めておりました。正確には三百八十九名であります。敵の兵力が一千程度なら跳ね返せるはずなのですが。たった一晩であっさり陥ちるというのは……腑ふに落ちません」

　ランツファルトの語尾はいかにも歯切れが悪かった。

（ランツファルトが不審に思うのも無理はない。だが、奇襲部隊を率いていたのがバイオレッタなら、あり得るだろう。それなのに「夜姫見参」とは……）

　どことなくちぐはぐな感じに内心で首を傾げながら、リーザは重ねて訊いた。

「脱出したのは？」

「生せい還かん者しやは二十四名だそうであります」

　彼女の眉がぴくりと跳ねた。

「たった二十四名!?　残りの三百六十五名、全員討ち死にしたか」

「おそらくは。ただし、全員が討ち死にしたかどうかは怪しいのですが」

　リーザはランツファルトの言葉に引っかかりを覚え、思わず右手を挙げていた。

「待て。おそらくとはどういう意味だ!?　そして怪しいとは!?」

「それが……お食事中に詳細を申し上げるのは、なんといいますか、憚はばかられまして」

　奥歯に物の挟まったようなランツファルトの物言いに、リーザが焦じれた。

「かまわぬ。申せ！」

「は。じつは、兵の遺体はかなり損そん傷しようしておりまして、正確な人数を数えるのが難しい……という意味であります」

「なんと！　遺体を切り刻んだと申すか」

　ランツファルトは暗あん澹たんたる表情で、

「さようであります」

　と頷いた。

「そして怪しいというのは、抵抗した跡のない首なしの遺体が混ざっていた……という意味であります」

「……降伏したのに斬られたということか」

「そう考えるのが妥当かと。しかも遺体はすべて並べて晒さらされていたそうであります」

「むう」

　低く唸うなったリーザは、腕組みをして考え込む。

　降伏した敵兵の取り扱いについて何か国際的な決め事があるわけではない。

　そもそも人権などという概がい念ねんがない世界だから、捕ほ虜りよをどう扱おうと勝者の側の一存という面はたしかにある。

　異民族同士の抗争になると、戦闘兵だけでなく一般市民まで虐ぎやく殺さつされることも珍しくなかった。

　だから、降伏したバイデリュンヘン軍兵士が斬られて辱はずかしめられたからといって相手の非人道的な措そ置ちを論あげつらう道理もないのだが、しかし、復興軍のその処置にリーザは違和感を感じた。

「これまで吾が軍と復興軍は各地で激しく戦ってきたが、そこまですることはなかった……のではないか？」

「さようでありますね。少なくとも捕虜にした兵をその場で惨殺して晒すようなことはありません」

「それをさせたのが夜姫……というわけか。いったい何者だ、夜姫とは」

　リーザは天井を見上げて、小さく独りごちた。

「兵への扱いを考えると、吾がほうに深い恨みを持つ者と思われる。であれば、エルゲン王家の血縁者……という線が濃くなるわけだが」

　顔を戻したリーザは、低く抑えた声でランツファルトに問うた。

「エルゲン王家に生死の不確かな王おう女じよはいたか？」

「第三王おう女じよ、第六王女が行方ゆくえ知れずであります。ただ、第六王女はまだ十歳かそこらのはずでしたから兵を率いている可能性は無視できると思われます」

「ふむ。すると、どこかに逼ひつ塞そくしていた第三王おう女じよが兵を率いて参戦してきたと考えるのが妥当か？　なぜ今になって……というのは、スタッガルドの部隊が大敗を喫きつしたため、新たな支援者が現れたと考えれば納得はいくな」

（しかし、これほど鮮やかな奇襲を成功させるほどの王おう女じよがバイオレッタ以外にもいるというのは考え難にくい。それほどの逸材なら、以前から噂に上っているはず。我が国にもなんらかの情報が入ってきているはずだ。とはいえ、可能性があるなら無視はできない。第三王女の生死、今一度、追いかけさせるべきか）

「他国に嫁とついだ第一王おう女じよが、その国から兵を借りて戻ってきた、という可能性はないでしょうか」

　という副官の指摘に、考え込んでいたリーザが顔を上げる。

「む？　なるほど、ないとは言えないな。ただ、婚こん姻いん相手の実家を救おうと考えるほど殊しゆ勝しような国も少ないだろうが。嫁ぎ先は？」

「フランドゥス沿えん国こく連合の一つだったかと」

「遠いな。エルゲン王家から王おう妃ひを迎えたとはいえ、直接的な利害関係は薄い。介入に乗り出してくる可能性は低そうだ」

「で、ありますね」

　ランツファルトとしても、あくまで可能性を指摘しただけなので、リーザの言い分に異を唱えはしなかった。

「しかし気になるな、その夜姫とやら。エルゲンの王おう女じよか否かはさておいて、バイオレッタ以外にも新たな難なん敵てきが現れたとなると、こちらも考え方を変える必要が出てくる。とはいえ」

　リーザは小さく肩をすくめてみせた。

「材料が少なすぎるから、ここで詮せん索さくしても正体はわからない。ともかく、その夜姫の正体を探れ。第三王おう女じよの消しよう息そくに関しても、今一度、追いかけてみよ。同時に生存者から砦の攻防の模様を詳しく聞き取るように。詳細は報告書にして吾に上げよ」

「は。承知してございます」

「そうだ。報告書といえば」

　リーザは唐突に話題を変えてきた。

「スタッガルドの部下からの報告書、読んだか？」

「は。いちおう目を通してあります」

「一つ面白い物があったな。いや、面白いことを書く面白い者がいた、と言うべきか」

「はて。そのような物がございましたか」

　リーザは大真面目な顔で、あったぞ、と頷いた。

「あとで庶しよ務む部隊長のリーブヌールを呼んでおけ。会って話を聞いてみたい」

「承知いたしました。早いほうがよろしゅうございますか？」

「そうだな。今日の午後の予定は……」

　脳内で今日すべき事柄をもう一度点検したリーザは、よし！　と手を打った。

「彼女と夕食を一緒に摂とろう。夕刻、来るように呼んでおけ」

　報告書が気になったからといって庶務部隊長を食事に招くとは酔すい狂きような、と思わないでもないランツファルトだが、元々がリーザはそういう質たちの公女だ。

　ときに明あけ透すけで、あまり身分や立場に拘こだわらない。

　そんなリーザの性格や行動力が大公家で彼女の存在を浮いたものにしているのだが、ランツファルトには、それはむしろ彼女の強みに思えた。

　だから、ここで主君を窘たしなめたりはしない。

「では、リーブヌール庶務部隊長を夕食に呼んでおきます」

「頼んだぞ」

「お食事中、失礼いたしました」

　深々と低頭してランツファルトは食堂から退出していった。

　副官の背中から視線を戻すと、リーザは小さなため息を吐ついた。

（次から次へと難題が持ち上がる。これも神の与え賜たもうた試練というわけか。それとも運命の女神の気まぐれか）

　リーザは不敵な眼まな差ざしで、ふん、と鼻を鳴らした。

（女神の気まぐれなどに負けはしない。神の試練なら乗り越えるだけ。バイオレッタも夜姫も、吾がまとめて討ち破ってくれる）
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　ライオネルの街でもゲーリンゲンの街のときと同様、夜よる姫ひめは兵や市民の心を瞬またたく間まに掌しよう握あくした。

　誰だれもがバイオレッタの死を嘆なげいた。

　誰もが蘇った夜姫に忠誠を誓った。

　誰もがバイデリュンヘン軍に対する憎ぞう悪おを募つのらせた。

　誰もがバイデリュンヘン兵への敵てき愾がい心しんを激しく燃やした。

　こうしてライオネルの街の人じん心しんを掌握した夜姫は、バイデリュンヘン軍に対する新たな攻勢を企き図とするのだが、各地で抵抗の戦いを続ける旧きゆう王おう国こく勢ぜいに対しては、敢あえて自らの詳細を知らせようとしなかった。

　バイオレッタと夜姫に関する真しん偽ぎ不ふ明めい、虚きよ実じつ綯ない交まぜの噂うわさが飛び交うのは敵を混乱させることに繋がるから悪くはない。

　詳細を報しらせるのは次の戦いくさに勝ってから、今は放置しておいていいと判断したのである。




　名実ともに復ふつ興こう軍ぐん首しゆ将しようとなった夜姫は、着々と新たな戦いの準備を進めさせた。

　国土すべての回復のため、次はエルギンネン地方を奪だつ還かんする。

　その戦略を実現させる第一歩として夜姫が選んだのはエンブロイィの砦とりでだ。

　この砦は規模が大きく守備兵力も多いし、場所的にも重要な位置にある。

　ここを敵から奪だつ取しゆできれば、グライルゼフトの街に圧力をかけられる。

　エンブロイィを手始めに、街の南の城じよう塞さい群ぐんを一いつ掃そうできれば、戦わずして街を奪還するのも夢ではない。

　スタッガルド率いる南方侵しん略りやく軍ぐん──バイデリュンヘン側は「南方解放軍」を名乗っていたが、復興軍からすれば「侵略軍」以外の何物でもない──を壊かい滅めつさせ、ライオネルの街とその周辺域を支配下に置いたことで、復興軍の動員兵力は大きく向上した。

　ライオネルの街の復興軍本部には義ぎ勇ゆう兵へいが詰めかけている。

　各地に逼ひつ塞そくしている旧王国関係者が、五人、十人と、密かに兵を送ってくるようにもなった。

　個々の兵力は小さくとも、合わせれば数百になる。

　おかげで復興軍は、今では三千から四千の部隊を動かせるようになっていた。

　夜姫は動員兵力の大半をエンブロイィ砦の攻略に投入しようとしていた。
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「ここは一いつ気き呵か成せいに、勢いに乗って敵を叩くべきだ。出し惜おしみをするべきではない」

　六ろく姫き士しと赤騎士、黒騎士を集めた軍議の席で夜姫は、全兵力を投入しての速戦即決を主張した。

　しかし、アイオリスは不安の色を隠せない。

「ですが、夜姫様、全兵力を投入すれば、ライオネルの街の守備が手薄になってしまいます。手薄というか、丸裸に。もしも敵が攻め寄せてきたら、せっかく奪とり返したこの街を再びバイデリュンヘン軍に奪われてしまう虞おそれが……」

　と彼女は疑ぎ義ぎを呈したのだが、夜姫は意に介さなかった。

「この街が丸裸になる？　いいではないか、丸裸。吾われは好きだぞ、丸裸」

　六姫士はみなジト目になって、目を輝かせている夜姫を見やった。

「それにな、アイオリス、裸になるときは潔く、思い切り、堂々と、清せい々せいと、すべてを脱ぐべきなのだ。最後の一枚を脱ぐのに躊ちゆう躇ちよしている様は、みっともないだけだぞ。なんだったら、吾が脱ぎ方の見本を見せてやろうか」

　今にも立ち上がって脱ぎ出しかねない夜姫に向かって、サンドリヨンスが呆れた顔と声でツッコんだ。

「夜姫様、喩たとえる方向性が違う〜」

「む、違うか？　女子であれ城であれ、裸になるときは堂々としろという話だ、あまり違わないだろう？」

「違いますよ。ぜんぜん違います！」

　とアイオリスが強い口調でツッコむと、夜姫は少し不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「見けん解かいの相そう違いだな」

「見解の相違って……」

　アイオリスの顔は情けなさそうに歪む。

　各人、夜姫の言動に呆れてはいるが、この辺はバイオレッタと六姫士のかつてのやりとりそのままで、六姫士たちからすれば懐なつかしいとさえ言えた。

　以前と違うのはバイオレッタの背後にひっそりと控えていたティターニアが、今では夜姫として軍議の席の上かみ座ざに座っていることくらいだろう。

（それがな。どうもな。慣れぬな）

　バイオレッタがまだ幼少の頃から知っている赤騎士は、バイオレッタの席にティターニアが──中身がバイオレッタだとしても──座っていることに対する違和感が、まだ拭ぬぐえないでいた。

　もっとも、その辺の違和感は、大なり小なり、大おお方かたの者に共通することではあった。

　そんな思いに気づいているのかいないのか、ティターニアの顔をした夜姫は、表情を戻すと淡々とした態度で言葉を継いだ。

「まぁそれはともかく。敵の攻撃を心配する必要はないと吾は考えている」

「で、ありましょうか」

　と言うアイオリスの顔から不安の色が完全に消えることはない。

「そもそもエンブロイィ砦の攻略に時間をかけるつもりはない。先ほども言ったように、速攻、強きよう襲しゆうで陥おとす。敵がライオネルの街に攻め寄せるための準備を調ととのえる前に攻略を終える」

「ですが、それですと、味方の犠ぎ牲せいが増える虞がございますが」

　という識しき姫き士しコルネリアゥスに向かって、夜姫は巨大な胸を大きく張った。

「多少の犠牲が出るのは覚悟の上だ、コルネリアゥス。一千もの犠牲が出ては困るが、百、二百単位なら厭いとわない。それよりエンブロイィ砦を陥とす利のほうが大きい。エルギンネン地方奪回の橋きよう頭とう堡ほを確保できることだけでなく、復興軍がバイデリュンヘン軍を圧倒するほどの勢いを得ていること、復興軍に夜姫ありということを、国内に、バイデリュンヘン軍に、諸国に、広く知らしめることが可能になる。それらの利益は限りなく大きい」

「承知いたしました」

　夜姫の説明に、コルネリアゥスは素直に引き下がった。

「ということで。皆には出撃の準備に取りかかってほしいのだが」

　夜姫が出席者の顔を見回すと、六姫士を代表してアイオリスが応えた。

「わかりました」

「赤騎士と黒騎士は、どうか」

「異存はございませんよ、夜姫様」

（慣れるしかないようだな。慣れるしか……）

　という内心の思いを押し隠し、赤騎士はそう応えた。

　無口な黒騎士はいつもどおり無言のままだが、赤騎士の言葉に頷いているので、彼も異存はないようだ。

「で、夜姫様。出撃はいつ頃のご予定ですかな？」

「二日後の夜としよう」

　という夜姫の答えに、赤騎士は目を見開いた。

「二日後!?　それはまたずいぶんと急な……」

「リーザが吾の噂に振り回されているうちに片付けたいということだな」

　夜姫がそう言うと、コルネリアゥスが、なるほど、と頷いた。

「たしかにあと数日はバイオレッタ様と夜姫様の噂が飛び交い、バイデリュンヘン軍は混乱するでしょうね」

「敵は噂の真しん偽ぎを確かめようとする。吾の正体を確かめようとする。言い換えれば、それが向こうの最優先事項となる。噂の真偽が見極められないあいだは軍事行動を起こせない。その隙を衝いてエンブロイィ砦を頂戴してしまうのだよ」

　夜姫は自信満々の態度で胸を張った。

　生前のバイオレッタを彷ほう彿ふつとさせるその様さまに、アイオリスは戸惑うと同時に胸が熱くなるのを抑えられなかった。

「それから、これは皆に覚悟しておいてもらいたいのだが」

　という夜姫の言葉に、全員、はっとした顔で彼女を見やった。

「エルギンネン地方を奪回するとなると、どこかでリーザの主力とぶつかることになる。ぶつかるときには復興軍の、いや、新生エルゲン王国の未来を懸けた一大決戦となるだろう。そしてそれは、そう遠いことではない」

　居並ぶ者たちの顔に緊張の色が浮かんだ。

　しかし夜姫は、夜姫だけは不敵な笑みを浮かべている。

「だが、案ずるな。リーザに対する吾の策はすでに発動している。皆は目の前の戦いに集中してくれればよい。その先のことは吾に任せておけ」

　不敵な笑みを浮かべてそう断言する夜姫に、六姫士の視線が集中した。

（王ひ女め様だ。一から十まで、どこを取っても王ひ女め様じゃないか）

　センレリゥムは泣きそうになっていた。

（話し方だけじゃない。思考力も決断力も先を読む目も自じ信しん過か剰じようなところも……色好みのところも王ひ女め様だわ。死し魂こん召しよう喚かんって、元の人間をここまで再現できるものなの）

　コルネリアゥスは舌を巻いていた。

（中身が王ひ女め様だとしても〜、外そと見みがあれだから違和感あるけど〜。あたしの友だちも不思議そうな顔してたし。やっぱ匂いはティターニアなんだろうな〜）

　サンドリヨンスは首を捻ひねりつつ感心した。

（よかったであります。復興軍が瓦が解かいしてしまったら路ろ頭とうに迷うところでしたが、これでその心配はなくなりました）

　カオルゥは安あん堵どに胸を撫なで下ろしていた。

　魔術を行使した当の本人、スナイデルッラは。

（こうまで上う手まくていいのか。わたしも、これほどとは思わなかったぞ。これなら……本当に最後まで行けるかもしれない）

　そしてバイオレッタ復活の発案者、アイオリスは。

（復興軍の未来を懸けた一か八かの賭かけは成功した。最大の難関だと思っていたコルネの奴も夜姫様のことを認めた。もはや夜姫様を認めない者など誰一人としていない。賭は成功したのだ）




　恐れ、畏敬、不安、自信、手応え、期待、小さな懐かい疑ぎなど、様々な感情が心中に湧わいては消えていくのを感じながら、六人の姫士はティターニアの姿形をした夜姫のことをじっと見つめるのだった。
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　夜間行軍と夜戦の訓練に費やす時間はほとんど取れないが、二日後に決行するという夜姫の強い意志を優先させ、復興軍──もはや新生エルゲン王国軍と言ったほうがいいかもしれないが──はエンブロイィ砦攻略に向けた準備を大急ぎで進めた。

　その途中で、ゲーリンゲンの街から荷が届いた。

　荷の中身は、街の工こう匠しように突とつ貫かんで作らせていた夜姫用の軽けい装そう鎧よろいだった。

　細かな意い匠しようを施ほどこしている時間的な余裕はなかったので鎧は質しつ実じつ剛ごう健けんという作りだが、それでも胸部の盛り上がりは大いに人目を引いた。

　早速、夜姫は送られてきた鎧を装着し、短たん裳もを翻ひるがえして夜の陣中を巡り歩いた。




　六姫士を従えた夜姫は、行く先々で兵たちに言葉をかけていく。

　夜間であるから、篝かがり火びを焚いていても陣中は薄暗い。

　しかも軽装鎧を装着し、小さめながら兜も被っているため、夜姫の顔かお貌かたちは兵たちから視認し難にくい。

　となると、兵たちが反応するのは必然的に夜姫の声と動作になる。

「聞けよ、兵ものども。エルゲン王国復興の戦いは第二段階へと突入した。祖そ国こくの完全復興まであと少しぞ。吾は吾の命を改めて祖国の未来に捧げよう。皆は皆の命を吾に預けてくれ！」

　声自体はバイオレッタのものではないが、声こわ音ねはまさにバイオレッタのものだった。

　声音だけでなく、歩く姿も身振り手振りもバイオレッタのものだった。

　バイオレッタとティターニアの体格の違いや顔の造ぞう作さくの違いも、夜の暗がりの中ではほとんど気にならなかった。

　兵たちにとって夜姫は、見事なまでにバイオレッタだった。

　これこそが夜姫最大の利点で、このことをはっきり認識している者は、現時点では夜姫自身とアイオリス、スナイデルッラの三人しかいなかった。

　夜姫にバイオレッタ王おう女じよの姿を重ねた兵たちは、夜姫の呼びかけに歓喜の声を返し、陣中の昂たかまりは最高潮に達した。

「夜姫様のために！」

「祖国の未来のために」

「我らの命、喜んで捧げましょう！」

「必ずやバイオレッタ様の仇かたきを！」

「夜姫様に祝福あれ！」

「新生エルゲン王国に祝福あれ！」

「夜姫様、万歳！」




　兵たちの熱狂を見やり、アイオリスは確信した。

（これなら続けられる。最後まで走りきれる。祖国の完全なる復興という悲願、大願、必ずや達成できるだろう）
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　豪ごう奢しやな作りの公こう族ぞく専用の食堂で待つリーザの前に現れた庶しよ務む部隊長リーブヌールは、緊張でかちんこちんだった。

　今日のリーザは鎧を着けていない。

　上品な生地で編まれた上品な裳もに身を包んでいる。

　彼女の背後には侍じ女じよ服姿の侍女がずらりと居並んでいる。

　そんな光景を目の当たりにしたリーブヌールは、さらなる重圧を感じてしまう。

「リ……リーブヌール・リーデンス、お呼びにより、ままままかり越してございます」

　上手く口が動いてくれない。

　口だけではない。

　顔面の筋肉は強ばり顔色は蒼そう白はくで、手の動きはぎくしゃくとして、視線は落ち着きなく揺れ、軍事法廷に引きだされた兵卒もかくやという有様だった。

　実際、リーブヌール本人からすれば、命令違反で裁かれる兵士のような気分だったに違いない。

　いや、むしろ反逆罪で死刑を言い渡される兵士の気分か。

　何しろ大公息そく女じよであり、エルゲン王国侵しん攻こうの最高司令官であるリーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンから、いきなり呼び出されたのだから。

　リーザから「夕食を一緒に」と言われても、公女様から食事に招待される理由がリーブヌールには思いつかない。

（ライオネルの街を脱出する際、庶務関係の書類を焼いてきたことを咎とがめられるのかな。そうだとしても、いくらなんでも死罪はないよね。だったら、どうして夕食を、なんていうお誘いが公女殿下から？　まさか本当に軍事法廷行き？　兵士として最後の食事を心ゆくまで味わわせてやろうだなんて、い、言わないよね。たかが一介の庶務部隊長に公女殿下がそんな気配り、するはずないよ、ね）

　そんなリーブヌールの様子を見たリーザが微笑ほほえんだ。

「どうした？　まるで刑場に引き出された重罪人のようだぞ？」

「ぐはぁっっ」

　リーブヌールは思わず胸を押さえ腰を折った。

「安心するがいい。夕食に誘ったのに他意はない」

　ゆるゆると顔を上げたリーブヌールは、恐る恐るリーザに視線を向ける。

　いつもは自信ありげな彼女の視線も、今は不安に揺れていた。

「少し貴き君くんと話がしたかっただけだ。ただ、吾は忙しいので、なかなか時間が取れないから、こうして夕食に誘ったのだ」

「あ、はい、そうで、ありましたか」

　安堵の息が漏れるのを必死で我慢しつつ、リーブヌールはリーザに敬礼を送った。

「委い細さい、承知いたしました」

　とはいえ、どうして庶務部隊長でしかない自分と話をしたいと思ったのか、そこがわからないままなので、不安は完全に消えはしないのだが。

「そう固くなるな。まぁ座るがよい」

「は。失礼いたします」

　ぎくしゃくとした足取りで進んだリーブヌールは、ぎくしゃくと椅子を引き、ぎくしゃくと腰を下ろしたが、情けないことに緊張が解けることはなかった。




　新鮮な葉は物もの野菜や蒸した根こん菜さい類、牛の炙あぶり肉、鴨かもの蒸し焼き、茸きのこと豚肉の炒め物、焼いた熱々の魚、焼き上がったばかりのパンなどが次々と運ばれてくる。

　量はともかく素材は一級品なのだから、その味はたしかなはずだが、緊張したリーブヌールは料理の味などほとんどわからなかった。

　昼食に──ときには夕食も──乾パンに載せたチーズと燻くん製せい肉と野菜を、書類を繰くる手を休めないままかぶりつくという毎日を送っているリーブヌールからすれば、じつに羨うらやましい限りだ。

　けれど、こういう食事を毎日食べたいかと問われたら、リーブヌールは首を縦に振るのを躊躇ためらってしまうだろう。

　何な故ぜなら、公族の肩に掛かる責任の大きさ、重さを彼女が知っているからだ。

　いい物を食べるためには、いい生活を送るためには、重くて大きな責任を果たさなくてはならない。

　例えばリーザには五千の兵が従っている。

　非戦闘兵やら官かん僚りようやらも含めれば、万という部下が彼女の下したにいる。

　それら多くの部下に対する責任が彼女にはあるのだ。

　部下を食わせ、よりよい生活を保障する責任がある。

（わたしなんか、百人の部下を切り盛りするだけで手一杯だもの。リーザ殿下みたいに一万もの人間を動かすことなんかできないわ。それが人としての器き量りようってものよね）

　器量が大きい者は責任も大きくなり、大きな責任を負う者は、それに見合ったいい物を食べられる。

　それがリーブヌールの持論だった。

（だからわたしは、とりあえず今の自分の境きよう遇ぐうに満足している。これ以上の責任を背負うのなんて、わたしには無理だもの）




　食事中は、リーザはあまり話しかけてこなかった。

　ときどき思い出したように庶務の仕事について尋ねてくるだけだったが、リーブヌールは、ここぞとばかりに人手不足と仕事量の多さを嘆なげいてみせた。

　けれど恨うらみ辛つらみは言わない。

　それを言ってしまうと、上官への不平不満に取られてしまう。

　たしかに文句がないわけではないが、それをリーザに訴えるつもりはなかった。

　ところが。

「そうか。すまなかった。貴君には苦労をかけてしまうな」

　とリーザに謝られて、リーブヌールは焦ってしまう。

　彼女は急いで平へい身しん低てい頭とうした。

「いえ。わたくしが苦労するのは偏ひとえにわたくしの非才の故ゆえであります。部下にも苦労をかけてしまい申し訳なく思っています」

「謙けん遜そんしなくてもいい。貴君と庶務部隊の奮ふん闘とうぶり、吾は高く評価しているのだ」

「あ……ありがとうございます！」

　リーブヌールは卓に額ひたいをぶつけそうになるほど勢いよく頭を下げた。

「庶務部隊増員の件、係の者に諮はかっておこう」

　というリーザの言葉に、リーブヌールは感激の面持ちで何度も頭を下げた。

「それはそれとして、訊きたいことが一つある」

　食事も終わろうという頃合いで、リーザは話題を変えてきた。

「ライオネルの街を脱出するときに書類を焼いたそうだな」

（うぎゃぁ）

　リーブヌールは思わず内心で悲鳴を上げた。

（やっぱりそこへ来ましたか。まぁ……来るよね）













　リーブヌールは悄しよう然ぜんと肩を落として応えた。

「はい、殿下の仰るとおりであります」

「誰かに命じられたのか。それとも貴君の一存か？」

「……撤てつ収しゆうの決定が出された直後、高こう官かんの方々は即座に街を出てしまわれましたので、わたくしの一存で燃やしました。出過ぎた真似をして申し訳ございません。わたくしの一存でありますので、部下にはなんの責任もありません。処罰されるのであれば、わたくし一人を……」

　リーザは苦笑しながら手を挙げて、リーブヌールの話を遮さえぎった。

「そうではない。吾は貴君の決断を高く評価している。書類を焼いたことを咎とがめようなどとは思っていないぞ」

「あ……はい、さようでありましたか」

「吾が訊きたいのはだな」

　そこで言葉を切ったリーザは、控えている侍女に食後のお茶を所望した。

　一礼した侍女が引き下がっていくと、リーザは話を再開させる。

「書類を焼いていたために、街を出るのは庶務部隊が最後になったそうだな」

「はい。書類が多かったものですから、思いの外ほか、時間がかかってしまいまして」

「不安はなかったのか？　つまり、脱出前に敵に囲まれてしまうかもしれない……とは思わなかったのか、ということだが」

「いえ、それは思いませんでした。敵はすぐに街までは来ないと考えておりました」

「どうしてだ？　反乱軍はスタッガルドの大軍を壊かい滅めつさせて勢いづいている。そのまま一気に街に迫る可能性はあったと思うが？」

　リーブヌールは上目遣いにリーザを窺うかがったが、すぐに視線を卓上に戻した。

「あの、壊滅させたからこそ、すぐには来ないと思いました」

「ほう？」

　リーザは興味深そうな顔でリーブヌールを見つめ、続けるようにと彼女を促す。

「貴君の判断理由を教えてくれないか」

　ゆるゆると顔を上げたリーブヌールは、リーザの喉のど元もと辺りに視線を据すえると、覚悟を決めて腹に力を入れ、しっかりとした声で公女の問いに答えた。

「敗走する部隊がいればそれを追つい撃げきして街に迫る可能性はありましたが、生あい憎にく、スタッガルド将軍の麾き下か四千五百は完かん膚ぷなきまでに敗れてしまったようでした。ちりぢりばらばらで逃げる兵を大軍で追撃するのは効率が悪すぎます。それでは数人、あるいは十数人単位で逃げ、隠れ潜む我がほうの兵を見逃してしまいます。時間をかけて敗はい残ざんの兵を捜索し、掃そう討とうしつつ進む必要があります。ですから、ライオネルの街がすぐに囲まれる恐れは少ないと判断いたしました」

　リーザは庶務部隊長の説明に大いに満足していた。

（この部隊長の戦況を見る目、状況を判断する能力はたしかだ。それに敵がすぐに街に迫らないだろうと思っても、あくまで可能性の問題だ。予想に反して敵が急きゆう追ついしてくる虞はある。そんな中、部下を率いて最後まで現地に留まり、重要な書類を焼却してから脱出するという手て際ぎわと統率力は見事ではないか）

　リーザはリーブヌールの目を正面から見つつ言った。

「リーブヌール、貴君は庶務部隊を離れる気はないか？」

　リーブヌールは内心の動揺を必死で押し隠そうと努力したが、努力は叶わず、泣きそうな顔になってしまった。

（そう……左さ遷せんですか……。最後の食事じゃなかったけれど、せめてこれまでの苦労に報いてやろうという公女殿下のお心遣いってことなのね）

　そう思っても、リーブヌールには不思議とリーザに対する恨みは湧わいてこなかった。

「殿下のお心遣いに感謝いたします」

　と低頭したリーブヌールは、頭を戻すと、眦まなじりを決して訊いた。

「わたくしの新たな赴ふ任にん先はどこでありましょうか？　たとえ最前線の砦であろうと、殿下の命令を戴き次第、即座に赴おもむく覚悟であります」

「……は？」

　リーザは相変わらず自分のほうを見ているが、なんとなく怪け訝げんそうな表情だ。

（あれ？　違っ……た？）

　今度はリーブヌールが首を捻る番だ。

「いや、違うぞ。べつに貴君を左遷しようとか、そういう話でもない」

　リーザの顔に苦笑が浮かんでいる。

「むしろ逆だ。どうも貴君は自分のことを過小評価しているようだな」

「はい？　どういうことでありましょう？」

「吾の下したで働かないか？　という意味だ」

「は……い？」

「吾は庶務部隊から引き抜きたいんだ、貴君を」

「え……えぇえ!?」

「どうだろう。吾の幕ばく僚りようとして働く気はないか？」

「い……え……あ……の……」

　リーブヌールは口をぱくぱくと動かしたものの、上手く言葉が出てこなかった。

「吾の直じき率そつになれば、今よりもっと忙しくなるぞ。何しろ吾は人使いが荒いからな」

　そう言って、リーザはにっと笑った。

「だから無理強じいはしない。貴君の意思を優先しよう。とはいえ、いつまでも待ってはいられない。三日で決めてくれないか。もし貴君が吾の下で働く気になったら申し出てくれ。吾は喜んで貴君を迎えよう」

「あ……あの、公女殿下」

　リーブヌールは恐る恐るといった体ていで小さく右手を挙げた。

「なんだ？」

「どうしてわたくしのような非才な者を取り立てようと思われたのでありますか？」

「吾が貴君を評価したからに決まっているではないか。繰り返すが、貴君は自分を過小評価しすぎだ」

　洒落しやれや冗談というわけではなさそうだ。

　が、公女からそこまで評価される覚えがリーブヌールにはない。

　まったく思い当たらない。

　けれど、殿下の思い違いです、などと返せば、リーザの眼がん力りきを疑うことになる。

　どう反応すればいいのかわからないままリーブヌールが固まっていると、先ほど下がっていった侍女が、お茶と茶菓子を持って現れた。

「とりあえず今日の話の眼がん目もくは、それだ。まだ少し時間はある。食後のお茶を飲もう」
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「そうか。貴君の実家は商人か。だから庶務部隊を」

「はい、さようであります」

「家族はみな息そく災さいか？」

「みな元気でやっております」

「夫はいるのか？」

「おりません」

「いない？　ふむ、独り身か」

「申し訳ありません」

「ははは、謝る必要などないぞ。では恋人は？」

「そちらもおりません」

「恋人もいないのか」

「ま、まことにお恥ずかしい限りでありまして……」

「恥ずかしいことなどあるものか。恋人がいない程度で恥ずかしがっていては、吾など、恥ずかしすぎて外を歩けない」

　闊かつ達たつに笑うリーザに対し、リーブヌールは何度も頭を下げる。

「だから、謝る必要はないと言っている」

　それでも頭を下げてしまうリーブヌールである。

「しかし、貴君のようないい女が、夫どころか恋人の一人もいないとは、世の男どもは見る目がないようだな。困ったものだ」

「で、ですが、殿下こそ……」

「吾か？　吾は気軽に恋ができるような身分ではないのでな。いま吾にはやるべきことがある。大公家の者として生まれてきた以上、自分がどこまで行けるのか試してみたい。挑戦してみたい。今は男よりも仕事だ。そうは言っても、女としての幸せを捨てたなどと言うつもりもないのだがな。いつかよき夫に出会い、よき子供を授さずかり、平穏な家庭を築いてみたいと思わないこともない」

　そこで言葉を切ったリーザは、リーブヌールの顔を覗き込んだ。

「貴君はどうなのだ？　何か人生の目標があるか？」

　リーブヌールは椅子に座ったまま、びしりと背筋を伸ばして答えた。

「わ、わたくしは、いつか自分の商会を持ちたいと思っております。自分の商会を持ち、国を超え、手広く商売をしたいと考えております」

「ほう？　国を超えて広く商売をな。軍に勤めるのはその一歩というわけだな。雄ゆう大だいな目標、高い志こころざしを持つ者は、それだけで評価に値する。吾は貴君のことがますます気に入ったぞ」

　などと、食後のお茶のあいだは、リーザが問い、それにリーブヌールが短く答えるという形で会話が進んだ。

　飾らないリーザのことを、リーブヌールはますます好もしく思った。

「では、今日はここまでにしておこう」

　そう言ってリーザは夕食の終了を宣言した。

　リーブヌールは弾かれたように立ち上がり、深々と一礼した。

「本日はお招きに与あずかり、まことに以もつてありがとうございました」

「吾のほうこそ、久しぶりに楽しい食事ができた。礼を言う」

「とんでもございません」

　リーブヌールは慌ててもう一度、頭を下げた。

「ではな、リーブヌール。よい返事を期待している」

「失礼いたします、公女殿下」

（リーザ殿下、か。飾ることのない、いいお方だったな。そして噂どおりの切れ者だ。あんな人の下したで働くのも悪くない……かもしれないわね）

　そんなことを思いながら、リーブヌールは公女の食堂をあとにするのだった。
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　リーブヌールが退出するとすぐに侍女頭がやってきて、副官のランツファルトが執務室で待っていることを告げた。

　リーザは名残なごり惜しそうにお茶を切り上げると、食堂をあとにして、自分の執務室へと向かった。
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「何かわかったか？」

　控えの間まで待機していたランツファルトを見るや、リーザはそう訊いた。

「幾つか判明したことがありますが、おかげでわからないことが増えました」

（ランツファルトにしては持って回った言い方だな。だが）

　ランツファルトがこういう言い方をするときは、本気で困惑していることが多い。

「詳しい話を聞こう」

　リーザは副官を執務室へ誘いざなった。
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「……というわけなのです、殿下」

　一通りの説明をランツファルトから聞いたリーザは、腐くさって酸っぱくなった食べ物を間違って口に入れてしまったときのように顔を顰しかめて首を捻ひねった。

「バイオレッタが吾らの差し向けた刺客によって暗あん殺さつされた？」

「はい、さようでございます」

「で、バイオレッタの跡を継いだのが夜姫だと？」

「はい、さようでごさいます」

「で、夜姫とは、地獄から蘇ったバイオレッタの魂だと？」

「はい……さようでごさいます」

「意味が……わからないぞ」

「まったくわかりません。ですが、拾い集めた噂では、そうなっているのであります」

「ミニーチェはなんと言っている？」

　ミニーチェはリーザの部下で、情報の収集や操作、喧けん伝でんや敵の攪かく乱らんなどの任務を担う、いわば情報担当の女性将官である。

「敵の謀ぼう略りやくではないかと言っておりました」

「そうだな。そう考えるのが当然だ。だが、謀略にしては意味不明すぎるのが……意味不明だな。こんな意味不明な噂を流したところで、吾らは対応を取りようがないではないか。何かを狙って噂を流したにしてはお粗そ末まつすぎる」

「こちらの混乱を狙っている、というセンはございませんか？」

「まぁ、たしかに混乱はするが……それだけでこんな噂を流すか？　吾らだけでなく、味方も混乱してしまうではないか」

「味方にだけは真実を伝えてあるとか」

「であれば、こちらが潜り込ませている手の者が何かを探り出しているであろう。手の者は何か言ってきているか？」

「いえ、今のところは特段の報告は入ってきておりません。どうやらゲーリンゲンの街では人の出入りを制限していたようでして。ですが、それも解除されたようですから、追っつけ、潜らせている者からの報告が届くかと思います」

「人の出入りを制限していたのか。となると……反乱軍の中で何かがあったのは間違いないな。しかし、それにしてもバイオレッタが吾らの刺客に暗殺されたとは……そんな噂を流してまで、いったい何をしたいのだ、反乱軍は」

　先ほどからリーザは首を捻りっぱなしだ。

「わからない。夜姫が何者かわからない。反乱軍の狙いがわからない」

（敵は吾らの動きを止とめたくて？　いや、それにしては噂の内容が過か激げきすぎる。吾らだけでなく、東や西の抵抗勢力まで動きを止めてしまうかもしれないではないか）

「とにかく、この噂は徹底的に洗っておきたい。ミニーチェを呼べ」

「は。ただいま」

　敬礼を寄よ越こして退出していくランツファルトの縦に長い後ろ姿を見送ったリーザは、腕組みして椅子の背もたれに背中を預け、天井を睨みつける。

「反乱軍の中で何が起きているか。どんな新たな事態が進行してるのか。それが何かを探るまでは軽けい々けいに動けなくなったな」




　リーザがそう考えたのも無理はない。

　そんな彼女の反応は夜姫の想定の範囲内だった。

　概ね、事態は夜姫の思惑どおりに推すい移いしているように見えた。

　ただ一つのことを除いては。



















　今日も天てん空くうの箱庭で黙々と賽さいを振っていた運命の女神フェイタルだが、ふと賽を振る手を止めた。

　彼女は箱庭に建つ四阿あずまやの床に転がった数多あまたの賽の一つを覗き込む。

　球に近い超多面体の賽は、無数にある角の一つを下にして奇妙な釣り合いで止まっていた。




「また転がる途中で止まった？　一つだけじゃなく続けてだなんて、珍しいこともあるものね」




　輝く緑の髪を二つに束ねた少女の姿をした女神は、可愛らしく小首を傾かしげる。




「運命がどちらに転ぶか迷っているということ？　だとしたら、まさに今、運命の分ぶん岐き点てんに立たされている人間が何人もいるってことね」




　そう呟いたフェイタルは、小さく肩をすくめた。




「仮にそうだとしても、ま、わたしには関係ないけれど」




　女神は改めて目の前にある無数の賽に手を伸ばし。

　両手でそれらの一部を掬すくい上げると。

　またいつもと同じように賽を振る。




　果たして明あ日すはどの賽がどんな目を出すのだろうか。

　果たして明日は誰の人生がどんなふうに変えられるのだろうか。

　あるいは変わらないのだろうか。

　幸運に恵まれて笑うのだろうか。

　不運に見舞われて泣くのだろうか。

　凶事に襲われて叫ぶのだろうか。

　今日と変わらぬささやかな幸せに感謝するのだろうか。

　予想外の変転に雄お々おしく立ち向かうのだろうか。




　それは誰にもわからない。

　賽を振る女神自身にもわからない。




　ことり。




　小さな音がして、奇妙な釣り合いを見せて止まっていた賽が転がった。

　賽はすぐに止まり、出で目めが定まった。

　果たしてそれは、誰の人生を左右する賽なのだろうか。

　果たしてそこに、どんな運命が決定づけられたのだろうか。

　それは誰にもわからない。

　賽を振る女神自身にもわからない。




　運命の女神はひたすら賽を振る。

　賽を振ることだけが彼女に課せられた務めだから。

　だからフェイタルは賽を振り続ける。




　朝も、昼も、晩も。

　今日も、明日あしたも、明後日あさつても。













「おっかしいなぁ。どこにも出てないぞ」

　夜よる姫ひめがアイオリスたちを連れてゲーリンゲンの街を離れたあと、ドレスドゥドは自分の研究室に籠こもり、手当たり次第に魔術書を持ち出してきて片かたっ端ぱしから読んでいる。

　窓が小さくて薄暗い彼女の研究室の床には夥おびただしい数の魔術書が堆うずたかく積まれ、足の踏み場もないほどだ。

　堆く積まれた魔術書山脈のあいだの小さな盆地に胡座あぐらをかいて魔術書を読み耽ふけっていたドレスドゥドは、顔を上げ、大きく伸びをした。

　床に置いた燭しよく台だいの上の蠟ろう燭そくは消滅する寸前まで短くなっている。

「しっかし、死し魂こん召しよう喚かんなんていう大魔術の記述がまったくないだなんて、そんなはずがないんだけどなぁ」













　ドレスドゥドが首を前後左右に動かすと、コキコキと頸けい骨こつが鳴った。

「う〜〜、肩と首がばっきばきだわ」

　手にした書物──「イルギリゥスの魔術大全」という書名だった──を床の上に放り出したドレスドゥドは、よいしょ、とかけ声をかけて大たい儀ぎそうに立ち上がり、白衣についた埃を手で払った。

「あとめぼしい魔術書の中で読んでないのはどれだっけ……」

　ドレスドゥドは山脈を器用に避よけながら机に近づいて、机の上に積んである書物の中から二冊を抜き出した。

「わたしの手持ちの中だと、もうこれくらいしか残ってないはずだけどなぁ。なのに、死魂召喚……死者の魂を呼び出すなんて魔術の成功例は、どの書物を紐ひも解といても皆無。どういうことだ、いったい？」

　魔術書の中に埋もれている木製の安あん楽らく椅い子すを引っ張り出してドスンと腰を下ろすと、ドレスドゥドはガリガリと頭を掻いた。

　それから分厚いほうの一冊を手に取り──書名は「錬れん金きんと魔術の実践　成功と失敗の分ぶん水すい嶺れい」だった──頁を開いて、ざっと目次を確認する。

「この辺りかな」

　真ん中やや後ろ寄りを開いたドレスドゥドは熱心に書物を読み始めたが、数頁を捲めくったところで彼女の手は止まってしまった。

　ドレスドゥドはその頁に書かれた一文を口に出して読んだ。

「……つまり、死者の魂の召喚は死者の蘇そ生せいが不可能であるのと同じくらいには不可能である……って、不可能って結論づけられてるじゃん！」

　ドレスドゥドは分厚い書物を勢いよく閉じた。

「世紀の大魔術士と謳うたわれたダンスガンズが不可能って断じたことをスナイデルッラは成し遂げたってことなのか。しかし……たしかにあいつは大した魔術士だが、ダンスガンズを超えるほどの魔術士かというと……う〜〜ん、そこまでじゃないだろ？」

　唸りながら手元の書物を見つめていたドレスドゥドだが、やがて小さく首を捻ひねった。

　何度も何度も首を捻った。

「どうも引っかかるな。スナイデルッラの死魂召喚には何か秘密があるんじゃないか？　それがどんなモノかまではわからないけど……これはもう少し追究してみる価値はありそうだ。とはいえ、スナイデルッラ本人に訊くわけにはいかない。となると、そうだな、コルネリアゥスの蔵ぞう書しよを見せてもらうか？　もしかすると、あいつならわたしが持っていない魔術書を持っているかもしれない……けど、どうだろうな。わたしが疑っていることをあいつに疑われる虞おそれもある。悩ましいところだな。けど、こんな大魔術の秘密を放っておくわけにはいかないよな」

　知の探たん求きゆう者しや特有の、真実を、真理を、秘密を知ろうとする欲求にドレスドゥドは突き動かされようとしていた。

　これは。

　これだけは夜姫やアイオリスにも想定できていなかった。








つづく










　読者への挑戦状っぽいあとがき的な何か




　一巻のあとがきで「夜よる姫ひめとは何者か」という謎なぞを提示した。謎の答えはこの巻で明らかになったわけだが、さて、おわかりになったであろうか。続いて、この巻でも新たな謎を提示させていただこうと思う。それは。




「夜姫には重大な秘密がある。それが何かわかるだろうか。言い換えれば、スナイデルッラの『死し魂こん召しよう喚かん』という魔術の秘密とは何か、ということになるのだが」




　この謎の答えを読者の皆さんに考えていただきたい。

　正解を導き出すための手がかりはあちこちに置かれている。一巻と二巻をよく読んでいただければ、必ずや言い当てることができる……はずである。逆に言えば、その秘密がわかったとき、本編にちりばめられている様々な描写が別の意味を持って浮かび上がってくるのである。

　なんて、ね。

　じつは舞まい阪さか、この「夜姫」はミステリーを書くつもりで書いたので、「読者への挑戦状」みたいなことをやりたいと思っていたのである。とはいえ、それを本編に挟み込むのも違い和わ感かんがあるので、ここにこうして置いてみたわけだ。皆さんも本格ミステリーを読むときのように謎解きを楽しんでくれると嬉うれしい。




　さて、今回は紙し幅ふくもないので、手早く簡潔に。

「ものぐさ寝ね猫ねこの怠たい惰だな探たん偵てい帖ちよう」はＦエフＢビーｏｎｌｉｎｅオンラインにて月つき一いち更新で連載中！　年明け（一四年）一、二月頃に？　文庫になる？　かな？

「ロムニア帝国興こう亡ぼう記きⅠ」（富士見ファンタジア文庫）は、九月二十日に発売になりました！　二巻は来年の一月？　かな？

　来年の一月には「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」の五巻も出る？　かも？

　ツイッター、始めました。あんまりツイートしてないけど。

　舞阪百ひやつ貨か店てん新別館、営業中→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/

　そして肝かん心じんの「夜姫」第三巻は……年明け（一四年）二月か三月頃に？　なるの？　かな？


二〇一三年九月吉日　舞阪　洸こう
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この本が出る頃は札幌に初雪が降る頃（降雪初日の平年日が十月二十八日）。その頃にわたしはまた一つ年を取る。もう誕生日なんか来なけりゃいいのに。そして十一月には札幌移住三周年。いろいろとある秋。

それはさておき、「舞阪百貨店別館」稼働中。
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普段はゲーム原画やらイラストやらをやって過ごしております。しかも非常にゆる〜いテイストのものばかり描いていますので、今回のように戦争とか起こっちゃう話をいただいた時にはびっくりしてしまいました。何はともあれよろしくお願い致します。おっさんとかクマとかもいるよ！
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